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※以下「京プラン」という。 

 

 

 

 参考資料１－１  
 
 
 
 
 

（１）平成２３年度から京プランの政策体系（２７政策・１１４施策）に基

づく評価を実施する。 

・ 京プランの策定によりＰＤＳサイクルが更新されるため。すなわち，

平成２３年度政策評価を前基本計画に基づき実施しても，京プランの

下で次年度予算編成などの検討資料として活用することはできず，そ

れは京プランに基づき実施して初めて可能であるため。 

・ 行政評価条例の文理解釈（毎年度，基本計画［当該年度において現

行の基本計画と解釈される。］の定める政策・施策につき評価を実施） 

・ 市民生活実感調査において，従来の設問はなるべく活用し，引き続

き調査結果の経年変化の把握に努める。  
 
（２）今後も評価等の手法につき創意工夫の継続（行政評価条例第４条）を

図る。 

・ 引き続き，政策評価委員会の意見を踏まえながら，客観指標，市民

生活実感調査の設問等の磨き上げなどを行う。  
・ 「未来の京都創造研究事業（仮称）」の活用等によって市民生活実

感調査の分析力の向上等を図り，活用を促進する。  

資料１ 

平成２１年度委員会意見（抜粋）  
「次期京都市基本計画」に対応した政策評価制度については，平成２３年度

からの円滑な実施を目指すべきである。  

平成２３年度の実施方針（案） 
～「はばたけ未来へ！ 京プラン（京都市基本計画）」※に対応した政策評価制度の

充実～  

１ 実施方針 
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 参考資料１－１・１－２・１－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な考え方（案）  
＜従来からの変更案＞  
① 政策・施策（・事務事業）の各指標は，それぞれのレベルに応じた

別々のものを設定  
  政策・施策指標はアウトカム指標（行政活動による市民から見た

社会的効果）  
  概ね政策指標は長期の，施策指標は中期のアウトカム  
⇔ 従来：政策指標は施策指標のうち主要なもの   

② 各政策・施策につき１個以上設定   
⇔ 従来：３～５個   

＜その他＞  
③ 指標のチェック項目（「平成２２年度版客観指標のマニュアル」から）

Ａ 目標値の設定根拠が明確で，設定の意図や理由について合理的に

説明できるか。   
Ｂ 目標の性質に照らして，明確な目標水準が設定されているか。  
Ｃ 政策・施策・事務事業と指標のつながりは明確か。   
Ｄ 経年変化を把握でき，かつ計測可能なものか。   
Ｅ 京都市にかかわりのあるものか。   
Ｆ 設定している目標と他の目標との間で，矛盾がないか。   
Ｇ 市民に分かりにくい名称（専門用語）になっていないか。   
Ｈ データの把握に過度のコストや時間を要していないか。  

２ 客観指標評価について 
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 資１－１・１－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 資料１－１  
（１）特に考慮するべき事情の記載 

・ 客観指標評価と比較して市民生活実感調査の結果が大きく変動したよ

うな場合に，総合評価において特に考慮するべき事情を定性的に記述 

 

（２）施策評価票中（参考）施策を構成する事務事業の記載 

・ 行政評価制度間の一層の連携を図るため，平成２３年度から同年度

の事務事業評価結果の掲載に向けて検討  
   ⇔ 従来：前年度の事務事業評価結果を掲載  

基本的な考え方（案）  
① 「みんなでめざす１０年後の姿」１つにつき１問作成する。  
② 回答者が第三者的な視点で直感的に判断できる形式に統一する。  
③ 分かりやすい表現にする。  
④ 語尾は基本的には「～である。」「～している。」，近年注目され始めた，

又は現状改善を目的とする場合は「～になってきている。」とする。  
⑤ 「京都」の使用は，京都らしさを直感的にイメージしやすい分野や，

区域を限定した方が京都での生活実感としてイメージしやすい場合に限

ることとする。すべて京都市民の生活実感であるため。  
⑥ 「誰もが」「あらゆる」「ひとりひとりが」など，１００パーセントの達

成を求める表現はしない。  

３ 市民生活実感調査について 

４ その他の改善又は見直しについて 



 

 

 

 

平成２３年度市民生活実感調査については，京プランの実施に伴い設問

内容を変更する必要があり（資料１の３参照），これにより設問数が増え

ることとなるが，それ以外は従来と同様の方法で実施してはどうか。 

◆ 設問数：２２年度 ９９問 → ２３年度 １３２問 

 

 

 

（１）平成２３年度市民生活実感調査 

◆ 設問数：１２９問（Ａ票：６５問 Ｂ票：各６４問） 

  ※再掲分を１問と数えた場合（ダブルカウントすると１３２問） 

◆ 配布数：３，０００人（Ａ票・Ｂ票：各１，５００人）  

 参考資料２－１～４ 

 

（２）調査結果の庁内での利用 

◆ 自由記述意見の提供 

各局等が予算要求等の参考にできるよう，自由記述意見のデータを，

迅速に提供する（７月頃）。 

◆ 調査結果データの提供 

各局等が詳細な分析（性別，職業別等の傾向）を行えるよう，評価

結果データに基づくクロス集計用データ及びデータの分析方法を市

のイントラネット上に掲載する（７月頃）。 

  

（３）調査実施の広報 

広く市民に調査に対しての理解を得るため，調査開始時期の市民しんぶ

ん（５月１日号）に，調査に協力していただきたい旨の記事を掲載する。 

 

（４）実施日程 
 

 平成２２年度 平成２３年度（案）

調査票郵送 ５月 ６日（木） ５月 ６日（金） 

調査期間開始 ５月 ７日（金） ５月 ９日（月） 

礼状兼督促状送付 ５月２０日（木） ５月２０日（金） 

調査期間終了（投函締切日） ５月２８日（金） ５月３０日（月） 
 

資料２ 

平成２３年度市民生活実感調査（案) 

１ 市民生活実感調査の方法及び調査結果の利用 



 

資料１の参考資料 

 

 

 

 

参考資料１－１  政策・施策評価票（案）  

 

１－２  客観指標の検討状況 

 

１－３  客観指標の検討資料 

 

１－４  市民生活実感調査項目（案） 

 



３　総合評価

＜この政策を構成する施策とその総合評価＞

１　客観指標評価

評価 評価 評価

1 ｂ ｂ ｂ

2 ｂ ｂ ｂ

3

4

5

ｂ ｂ ｂ

＜今後の方向性＞

０１１ ０１２ ～ ～

市民生活実感調査

％

客観指標総合評価

△*%

△*万t△*万t

＊

２－２　政策の重要度（２７政策における市民の重要度）

順位
n-2年度

N年度
実績値

％

N-1年度
実績値

△*%

013

n年度

ｂｂ ｂ

評価

n-2年度 n-1年度

実績値

△*%

△*万t

番号

△*%

当初値 目標値

57万ｔ
（H20）

△*万t

△6%
（H19）

N-2年度

設問

子どもたちが自然環境をかけがえのないものとして実感している。

２－１　市民生活実感評価

011

012
｢きれいな空気，清らかな川，静かなまち」など，よい環境が保たれて
いる。

なし

政策の評価

ごみの京都市受入量

政策指標名

温室効果ガスの排出削減率
＜1990年比＞

環境政策局

ｂ

ｂ ｂ ｂ

ｂ ｂ

＊ *.* ＊

n年度
順位

*.*

n-1年度
％ 順位

*.*

ａ：そう思う
ｂ：どちらかというとそう思う
ｃ：どちらとも言えない
ｄ：どちらかというとそう思わない
ｅ：そう思わない

％

Ｃ Ｃ

施策番号

政策評価票（案）

政策番号　政策名

担当局 共管局

基本方針
　 豊かな森林資源，伝統文化，進取の気性と創造の力など，京都の町の特性をさらに高
め，京都のまちがもつ「市民力」や「地域力」を総結集し，自然環境を気遣う「環境にやさし
いまち」の実現を目指す。

１　環境

今後の方向性の検討

参考資料１－１

Ｂ 政策の目的がかなり達成されている

n-2年度 Ｃ

n-1年度 Ｃ

施策名 評価結果

施策概要 n-2 n-1 n

Ｂ

102 Ｃ Ｃ Ｂ

低炭素型のくらしやまちづくりの実現

101
自然環境とくらしを気遣う環境の保全

京プランの「政策の体系」に掲げる27の政策分野

政策分野に掲げる「基本方針」

　答申の参考指標を手がかりに，原則，インパク
ト指標（上位アウトカム）指標を１以上設定

目標に対する達成度を一定の基準によって評価

「みんなで目指す10年後の姿」を基に設問

現行と同様に平均で総合評価

現行と同様の基準で評価

上記１～2を踏まえて総合評価

総合評価結果を踏まえ，当該政策を構成する各施策を点検し，所管局の局運営方針への
反映など今後の当該政策分野の進め方を記載（市民等との役割分担についても言及）

　総合評価結果の理由を説明
・従来どおり原因分析も記述
・総合評価において特に考慮するべき事情がある場合は，定性的に記述



３　総合評価

＜この施策を構成する事務事業＞

1

2

3

１　客観指標評価 4

5

6

1 7

2 8

3 合計

4

5 ＜今後の方向性＞

N年回答率

＊　この評価は，毎年5月に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。

ｄ：どちらかというとそう思わない

e：そう思わない

市民生活実感評価

事業費の状況（千円）

***,***

回答

ａ：そう思う

ｂ：どちらかというとそう思う

c：どちらとも言えない

回答者数 回答率％ 回答者数

Ｂ

N-2 N-1

Ｂ Ｂ Ｂ

N-2年度 N-1年度

Ｎ年度評価

前回値 最新値 評価

客観指標総合評価

10

10

10

温室効果ガスの排出削減率
＜1990年比＞

指標間の
ウェイト
（％）

ａ 75 85 ａ

ｂ ｂ 7 11

施策の評価

ａ

１　環境

担当局・部室

環境政策局環境企画部

共管局・部室

なし

施策に関係する
主な分野別計画等

京（みやこ）の環境共生推進計画　（平成18年度～27年度）

50

N

施策評価票（案）

上位政策

設
問

子どもたちが，自然環境をかけがえのないものとして実感している。

施策番号　施策名

施策の概要 　

１－１　自然と環境を気遣う環境の保全

回答率％ 回答者数

ごみの京都市受入量

回答率％

２　市民生活実感評価

普通○○○○○○○ ○○○○○○○ ***,*** ***,***

施策の目的がそこそこ達成されている

ｂ ｂ ｂ

目標値

15

85 20

ｂ

担当課事務事業名

N年度事務事業評価結果

目標達成度
評価

効率性
評価

市民
参加度

N-2年度
決算額

N-1年度
決算額

N年度
決算額

Ｃ

Ｃ

n-2年度

n-1年度

Ｃ

変わらない 中

○○○○○○○ ○○○○○○○ ***,*** ***,*** ***,*** 普通 変わらない 中

***,*** ***,***

今後の方向性の検討

***,***

推進施策の内容を簡潔に要約して記載

総合評価結果のほか，各分野別計画の進ちょく状況，施策を構成する事務事業の評価結果等を
踏まえ，今後の当該施策分野の進め方を記載（市民等との役割分担についても言及）

　総合評価結果の理由を説明
・従来どおり原因分析も記述
・総合評価において特に考慮するべき事情がある場合は，定性的に記述

京プランの「政策の体系」に掲げる１１４の推進施策

主として部長級がマネジメントに活用
することを想定し，部室単位まで記載

関係する分野別計画で設定してい
る指標を手がかりに，原則，アウト
カム指標を１以上設定

・単年度の目標を設定しその達成度を評価
・中長期的な目標に対する進ちょく状況により評価
・年度推移（他の政令市・全国との比較）
などにより現行どおり当該年度の実績を5段階評価

各指標にウェイト付けをし，合計で100％となるようにし，現行の基準で5段階評価。
指標間のウェイトの内訳は，例えば次のような類型化を検討。
・非常に大きい→50％　・普通→30％以下で均等割り　・低い→10％以下で均等割り

ａ～ｅの回
答率を円グ
ラフで表示

関係するアンケートが複数ある場合はすべて記載

上記１～2を踏まえて総合評価（部室長が共管等の
部室長と協議のうえ案を作成し，所管局長が決定）



政策分野１　　環境

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

温室効果ガス排
出量削減率
＜1990年比＞

▲11.6% Ｈ20 ▲25% H32
京都市地球温暖
化対策条例(事業
担当課調べ）

市域から排出され
た年間の温室効果
ガスの，１９９０年度
を基準とする削減
率

中長期の大幅な
削減を展望すると
ともに，内外の社
会状況を踏まえ，
左記の条例に基
づき設定

施策指標

推進施策１　　自然環境とくらしを気づかう環境の保全

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

全京都市立小学
校における，こど
もエコライフチャ
レンジ実施率

100% H22 100% H32 独自設定

「こどもエコライフ
チャレンジ」実施校
数の全市立小学校
数に対する割合

全校実施を継続
確保する。

計画期間

平成18年度～27年度

平成23年度～32年度

施策に関係する主な分野別計画等

京（みやこ）の環境共生推進計画

京都市地球温暖化対策計画（仮称）

参考資料１－２
京プランの「政策の体系」に掲げる２７の政策分野

年次につき年度は下線あり，暦年は下線なし

前基本計画に基づく政策評価で使用していた客観指標を引
き続き使用する場合は，その指標番号

この政策分野の政策を推進するための個々の具体的な方針

目標値等の設定の根拠とした法令・
条例・分野別計画等（該当するものが
ない場合は「独自設定」）と共に，かっ
こ書きで調査等の実施主体を記載

施策指標は関係する分野別計画で設定している指標を手が
かりに，原則，アウトカム指標を1以上設定

政策指標は原則，インパクト指標（上位アウトカム指標）を1以上設定



政策分野１　　環境

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

温室効果ガス排
出量削減率
＜1990年比＞

▲11.6% Ｈ20 ▲25% H32
京都市地球温暖
化対策条例(事業
担当課調べ）

市域から排出され
た年間の温室効果
ガスの，１９９０年度
を基準とする削減
率

中長期の大幅な
削減を展望すると
ともに，内外の社
会状況を踏まえ，
左記の条例に基
づき設定。

ごみの京都市受
入量
《１人１日当たり
の排出量》

57万トン
《1,070g》

H20
39万トン
《750g》

H32

京都市循環型社
会推進基本計画
（事業担当課調
べ）

本市がクリーンセン
ター等で受け入れ
ているごみの量

左記の計画に基
づき，ピーク時
（H12年度）の半分
以下

施策指標

推進施策１　　自然環境とくらしを気づかう環境の保全

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

エコカー普及率
（検討中）

検討中

地球温暖化対策
計画
（事業担当課調
べ）

EV及びPHVの普及
率

今後策定予定の
「京都市自動車環
境対策計画」にお
いて目標値を設定
する。

全京都市立小学
校における，こど
もエコライフチャ
レンジ実施率

100% H22 100% H32 独自設定

「こどもエコライフ
チャレンジ」実施校
数の全市立小学校
数に対する割合

全校実施を継続
確保する。

施策に関係する主な分野別計画等

京（みやこ）の環境共生推進計画

京都市地球温暖化対策計画（仮称）

計画期間

平成18年度～27年度

平成23年度～32年度



推進施策２　　低炭素型のくらしやまちづくりの実現

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

エコドライバーズ
宣言者数

50,331 H21 検討中

地球温暖化対策
計画
（事業担当課調
べ）

ＣＯ2発生量を抑制
する省エネ運転の
実践者

今後策定予定の
「京都市自動車環
境対策計画」にお
いて目標値を設定
する。

エコライフ活動実
施人数

150,000 H22 検討中 H32 独自設定

エコライフ宣言数，
「エコ学区」参加者
数，ライフスタイル
の転換に取組む
人々を計上

「DO　YOU
KYOTO？」関連
事業協力団体数

732社 H21

1000社
(H32の目
標値は検

討中）

H23 独自設定
ノーマイカーデー登
録数やライトダウン
協力事業者数

推進施策３　　ごみを出さない循環型社会の構築

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

一人一日当たり
のごみの排出量

1,070グラ
ム（家庭ご
み　460グ
ラム）（事
業ごみ
610グラ
ム）

H20

750グラム
（家庭ごみ
320グラ
ム）（事業
ごみ　430
グラム）

H32

京都市循環型社
会推進基本計画
（事業担当課調
べ）

一人一日当たりの
ごみの排出量（市
受入量）

京都市循環型社
会推進基本計画
に同じ

再生利用率 18% H20 31% H32

京都市循環型社
会推進基本計画
（事業担当課調
べ）

ごみの総排出量に
対する再生利用量
の割合

京都市循環型社
会推進基本計画
に同じ

1313

ごみ1トンあたり
の発電量
（kWｈ/ｔ）

350
（kWｈ/ｔ）

H20
440

（kWｈ/ｔ）
H32 独自設定

クリーンセンターに
おける，　ごみ1トン
あたりの発電量

ごみの持つエネル
ギー回収の最大
化

施策に関係する主な分野別計画等

京都市循環型社会推進基本計画

施策に関係する主な分野別計画等

京都市地球温暖化対策計画（仮称） 平成23年度～32年度

計画期間

平成21年度～32年度

計画期間



政策分野２　　人権・男女共同参画

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

京都人権擁護委
員協議会におけ
る人権相談取扱
件数

2,850件 H21 2,280件 H32
独自設定（京都人
権擁護委員協議
会調べ）

京都人権擁護委
員協議会が取り
扱った常設人権相
談の件数

現況値から20%減 －

京都府の完全失
業率

5.3% H21 4% H31
独自設定（事業担
当課調べ）

京都府内の完全
失業率

H13-19年度（いざ
なみ景気）の期間
中，一番低かった
数値並み

－

くるみんマーク※
取得企業数（京
都市内）

22社 H21 72社 H32
独自設定（京都労
働局調べ）

一般事業主行動
計画を提出した企
業のうち一定の基
準を満たし，厚生
労働省から認定さ
れた企業数

50社（年間5件×
10年）増

配偶者暴力相談
支援センターで
受け付けた配偶
者・交際相手等
からの暴力（DV）
相談件数（京都
府内）

1,501件 H21 1,985件 H32

独自設定（事業担
当課及び京都府
家庭支援総合セン
ター調べ）

京都市ＤＶ相談支
援センター及び京
都府家庭支援総
合センターで受け
付けたＤＶ被害者
からの相談件数
（関係機関との調
整件数は含まな
い。）

H23.10頃 京都市
ＤＶ相談支援セン
ター開所予定

５年ごとに現況値
の15％増

施策指標

推進施策１　　すべてのひとの人権を尊重する人権文化の構築

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

人権文化の構築
に関わる取組と
して全庁で実施
する事業の数

450事業 H22 480事業 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

人権文化推進計
画に基づいて毎年
度作成する，具体
的な事業計画に
掲載した「人権文
化の構築に関わる
取組」の事業数

過去５年間の伸び
率（3.2％増）を10
年間に換算して算
出

－

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

平成17年度～26年度人権文化推進計画



推進施策２　　人権尊重の理念を自主的な行動につなげる取組の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

市民の自主的な
啓発活動を支援
する事業の利用
件数

16件 H21 30件 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

人権啓発活動支
援事業の利用件
数等を指標とす
る。

人権啓発活動支
援事業の交付状
況等をもとに，目
標値を設定した。

－

企業啓発事業の
利用者の割合

12.3% H21 17.2% H32
独自設定（事業担
当課調べ及び統
計調査）

市内事業所の従
業者数に占める，
企業啓発事業（講
座やサポート制度
等）の利用者の割
合を指標とする。

直近の利用者の
増加率（年4％）を
もとに，10年間で
利用者が4割増加
するとして設定

－

推進施策３　　すべての市民がいきいきと活動できる取組の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

京都労働学校受
講生の満足度

― ― 5.0 H32 事業担当課調べ
京都労働学校の
満足度調査の結
果

最高満足度 11242

推進施策４　　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

子育て中の社員
を支援する制度
などを法定以上
の基準で設置し
ている企業の割
合

37.7% Ｈ21 50% H32 事業担当課調べ

「きょうと男女共同
参画推進宣言」事
業者登録企業のう
ち，育児介護休業
法の法定基準を３
つ以上満たしてい
る企業の割合

計画期間

平成17年度～26年度

施策に関係する主な分野別計画等

施策に関係する主な分野別計画等

計画期間

人権文化推進計画

計画期間

第4次京都市男女共同参画計画　きょうと男女共同参画推進プラン 平成23～32年度

施策に関係する主な分野別計画等



推進施策５　　女性に対するあらゆる暴力の根絶

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

配偶者暴力相談
支援センターに
おけるDVに関す
る対応件数（京
都府）

2,468件 Ｈ21 3,264件 H32
事業担当課及び
京都府家庭支援
総合センター調べ

京都市ＤＶ相談支
援センター及び京
都府家庭支援総
合センターにおけ
るＤＶに関する関
係機関との調整件
数を含む対応件
数

H23.10頃 京都市
ＤＶ相談支援セン
ター開所予定

5年ごとに現況値
の15％増

第４次京都市男女共同参画計画　きょうと男女共同参画推進プラン 平成23～32年度

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



政策分野３　　青少年の成長と参加

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

青少年活動セン
ターで活躍する
ボランティア数

788人 H20 970人 H32

新・京都市ユース
アクションプラン
（仮称）（事業担当
課調べ）

青少年活動セン
ターで活動するボ
ランティアの数

過去５年間の伸び
率を維持

22422

青少年(13歳～
30歳)が参画して
いる審議会等の
割合

17.1% H21 20% H32

新・京都市ユース
アクションプラン
（仮称）（事業担当
課調べ）

青少年(13歳～30
歳)が１人以上参
加している審議会
の割合

審議会等の委員
には専門性，経験
が求められること
から，すべての審
議会ではなく，２割
を目指す

―

自立に向け改善
した青少年の割
合

― 30% H32 事業担当課調べ
課題に直面する青
少年が自立に向
け改善した割合

若者サポートス
テーションの目標
値（６カ月支援経
過後の就職等に
結びつく方向に変
化したものの割
合。目標値は国基
準の６０％）を参考
に，支援対象者の
特性を踏まえ設定
（60％×1/2

―

ユースアクション
プラン認証事業
への参加者数

26,500人 H22 39,750人 H32 事業担当課調べ
ユースアクションプ
ラン認証事業に参
加した青少年の数

平成22年の事業
参加者数の1.5倍
を目指す

―

施策指標

推進施策１　　青少年の自主的な活動の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

青少年活動セン
ターの事業参加

者数
100,518人 H21 123,600人 H32 事業担当課調べ

青少年活動セン
ターで行った事業
に参加した青少年
の数

過去5年間の伸び
率を維持した場合
の数値

22423

青少年活動セン
ター青少年グ
ループ登録数

225件 H21 626件 H32 事業担当課調べ

青少年活動セン
ターを利用するに
あたり，登録を
行った5名以上の
青少年グループの
数

過去5年間で最も
多い登録数を目指
す

―

百井青少年村の
施設利用者数

7368人 H21 7940人 H32 事業担当課調べ
百井青少年村の
利用者数

過去5年間の伸び
率を維持した場合
の数値

―

施策に関係する主な分野別計画等

未来に羽ばたけ！「新・京都市ユースアクションプラン－京都市第3次青少年育成計画－」
（仮称）

計画期間

平成23年度～32年度



青少年モニター
の意見回答率

― 80% H32 事業担当課調べ

青少年モニターが
モニターアンケー
トに回答した人数
のモニター全体数
における割合

無作為抽出による
市政総合アンケー
トの回収率42％、
市民生活実感調
査の回収率40.7%
を参考に、登録制
のモニターによる
アンケート回収の
ため倍の80％を目
指す。

―

審議会等に参画
する青少年の人
数

58人 H21 68人 H32 事業担当課調べ
審議会に参加した
青少年の数

審議会数，委員数
を21年度と同様と
仮定した上で，政
策指標「青少年が
参画している審議
会等の割合」に連
動した数値

―

推進施策２　　課題に直面する青少年の総合的支援の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

相談窓口から支
援機関につない
だ件数

171 22 258 H32 事業担当課調べ

子ども・若者総合
相談窓口から支援
機関に専門的支
援を引き継いだ件
数

Ｈ22.10月～12月
の実績（43件）を
年換算（171件）し
た現況値から5割
増

―

より就職等に結
びつく方向に変
化した者の割合

39% 21 60% H32 事業担当課調べ

京都若者サポート
ステーションの支
援により，自立に
向けた段階が向
上したものの割合

現況値（H21)から
約20％増

―

推進施策３　　青少年の成長を支援する環境づくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

ユースアクション
プラン認証事業
数

115件 H21 180件 H32 事業担当課調べ

ユースアクションプ
ラン認証事業とし
てリーフレットに掲
載される事業数

1か月あたりの認
証事業数約10件
から15件を目指す

―

青少年活動セン
ターにおける地
域交流事業数

48件 H21 57件 H32 事業担当課調べ
青少年と地域との
交流事業の件数

現況値（H21)から2
割増

―

平成23年度～32年度

計画期間

平成23年度～平成32年度
未来に羽ばたけ！「新・京都市ユースアクションプラン－京都市第3次青少年育成計画－」
（仮称）

施策に関係する主な分野別計画等

未来に羽ばたけ！「新・京都市ユースアクションプラン－京都市第3次青少年育成計画－」
（仮称）

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



政策分野４　　市民生活とコミュニティ

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

自治会加入率 69.8% H22 80% H32
独自設定（事業担
当課調べ）

自治会に加入して
いる世帯の割合

現況値から約１
０％増

ー

NPO法人数 651団体 H20 1200団体 H32
独自設定（内閣
府・京都府調べ）

市内のNPO法人
の認証件数（内閣
府認証分，京都府
認証分）

これまでの推移か
ら推計

33102

施策指標

推進施策１　　いきいきと活動する地域コミュニティづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

自主的にまちづ
くり組織を設立し
た学区数

0 H22 110学区 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

地域コミュニティの
円滑な運営のため
に市として支援を
行っている学区数

1行政区当たり年
間1学区

ー

推進施策２　　すべての市民活動団体の活性化

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

NPO法人設立講
座参加人数

157 H21 203 H32
独自設定（京都市
市民活動総合セン
ター調べ）

ＮＰＯ法人設立を
検討している方を
対象に開催してい
る講座への参加
人数

過去最高値（H17） ー

推進施策３　　地域コミュニティと京都市との新しいパートナーシップ

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

区役所やまちづ
くりアドバイザー
と連携してまちづ
くり活動に取り組
んでいる学区数

0 H22 110学区 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

地域コミュニティの
自主的な活動のた
めに市として支援
を行っている学区
数

1行政区当たり年
間1学区

ー

施策に関係する主な分野別計画等

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

施策に関係する主な分野別計画等

第２期京都市市民参加推進計画（仮称）

計画期間

計画期間

平成23年度～32年度



政策分野５　 市民生活の安全

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

犯罪発生（刑法
犯）認知件数

32,598件 H20
２0,000件

台半ば
H32

第２次京都市生活
安全（防犯・事故
防止）基本計画
（京都市主要統
計）

発生を認知した刑
法犯罪の件数

昭和６１年から平
成７年までの比較
的犯罪情勢が安
定していた１０年
間の水準

高齢者の消費生
活相談件数（人
口10万人当た
り）

504件 H21 320件 H32
京都市消費生活
基本計画（事業担
当課調べ）

消費生活相談のう
ち，特に被害に遭
いやすい高齢者
の相談件数（１０
万人当たり）

過去１０年間で最
も相談件数の少な
かったH13年度並
み

施策指標

推進施策１　　生活安全（防犯・事故防止）の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

交通事故による
死者数

34人 Ｈ20 25人以下 H32

第２次京都市生
活安全（防犯・
事故防止）基本
計画（京都市主要
統計）

交通事故発生か
ら２４時間以内
の死者数

国の目標なども
考慮し，平成22
年までの目標
（40人以下）の
概ね半減を目指
す。

13315

交通事故による
死傷者数

11,285人 Ｈ20
84,000人

以下
H32

第２次京都市生
活安全（防犯・
事故防止）基本
計画（京都市主要
統計）

交通事故によっ
て負傷し，治療
を要する者の数

国の目標なども
考慮し，平成22
年までの目標
（12,000人以
下）の約7割まで
の減少を目指
す。

－

推進施策２　　消費生活の安心・安全の推進及び消費者の自立支援

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

消費者啓発事業
の参加者数

単年度
4,518人

H21

累計値
63,000人
（単年度
6,800人）

H32 事業担当課調べ
出前講座等，消費
者啓発事業の参
加者数

現況値を5割増と
することにより累
計値63,000人を目
指す

13323

消費者教育事業
の参加者数

単年度
518人

H21

累計
8,500人
（単年度
1,000人）

H32 事業担当課調べ
くらしの達人等，消
費者教育事業の
参加者数

現況値を倍増とす
ることにより累計
値8,500人を目指
す

－

市民ボランティア
の活動回数

32回 H21 100回 H32 事業担当課調べ
京（みやこ）・くらし
のサポーターの活
動回数

現況値の3倍増を
目指す

－

計画期間

平成23年度～32年度

計画期間

平成23年度～32年度

施策に関係する主な分野別計画等

京都市消費生活基本計画

施策に関係する主な分野別計画等

第２次京都市生活安全（防犯・事故防止）基本計画



政策分野６　　文化

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

市民ふれあいス
テージ出演申込
数

92件 H21 100件 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

市民ふれあいス
テージへの出演申
込数

現況値から１割増 -

京都市芸術文化
特別奨励制度応
募者数

85件 H21 128件 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

京都市芸術文化
特別奨励制度へ
の応募者数

現況値から約1.5
割増

-

文化施設の年間
入場者数

2,892千人
（最新値：
3,471千人

(H21)）

H20

3,200千人
（最新の現

況値を踏
まえ「3,800
千人」に目
標値を修

正）

H32
独自設定（事業担
当課調べ）

文化施設（動物
園，美術館，二条
城，無鄰菴）の利
用者数

現況値から１割増 21273

市指定・登録文
化財の数

468件
（最新値：

477件
(H22)）

H20 550件 H32
独自設定（京都市
教育委員会告示）

本市が指定，登録
した文化財の数

現況値から１割増

施策指標

推進施策１　　すべての市民が京都のまちを支え，かつ誇りにできる文化芸術創造のまちづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

学術，文化，芸
術又はスポーツ
の振興を図る活
動を行う市内
NPO法人数

252団体 H22 400団体 H32 事業担当課調べ

学術，文化，芸術
又はスポーツの振
興を図る活動を行
う市内に所在する
NPO法人の数

現況値から約１．
５割増

-

京都市後援名義
使用許可数

381件 H21 419件 H32 事業担当課調べ

文化芸術に関する
事業についての，
京都市後援名義
の使用許可件数

現況値から約１割
増

21223

施策に関係する主な分野別計画等

京都文化芸術都市創生計画

計画期間

平成19年3月～
　　平成29年3月



推進施策２　　歴史に培われた和の文化の継承と新たな創造活動の支援

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

芸術大学におけ
る修士課程及び
博士課程への進
学者数

56人 H21 62人 H32 事業担当課調べ

京都市立芸術大
学における①学部
卒業生のうち修士
課程に進学した者
及び②修士課程
修了者のうち博士
課程へ進学した者
の合計数（進学先
には他大学を含
む。）

現況値から約１割
増

21242

伝統芸能等事業
の入場者数

4,996人 H21 5,500人 H32 事業担当課調べ

伝統芸能等事業
（市民狂言会，京
都薪能，京都創生
座）の入場者数

現況値から約１割
増

-

推進施策３　　世界的な交流を視野に入れた文化芸術環境の向上　

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

ホール等の入場
者数

1,002,244
人

H20
1,100,000

人
H32 事業担当課調べ

コンサートホール，
京都会館，文化会
館等（アバンティ
ホールを除く）の
入場者数

現況値から約１割
増

-

京都芸術セン
ターＨＰのアクセ
ス件数

- - 120,000件 H32 事業担当課調べ
京都芸術センター
ＨＰのアクセス件
数

H22見込値から約
1割増

-

推進施策４　　かけがえのない文化財の保護，活用と伝承　　

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

文化財保護審議
会答申件数

477件 H21 550件 H32 事業担当課調べ
指定，登録するに
当たり適当と認め
られた数

現況値から約1割
増

みやこ文化財愛
護委員，文化財
マネージャーの
育成数

愛護委員
153人

ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
90人

H21

愛護委員
200人

ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
160人

H32 事業担当課調べ

文化財の公開事
業や建造物保護
の取組等に参加
できる人の育成数

現況値から約2割
から7割増

京都文化芸術都市創生計画

施策に関係する主な分野別計画等

京都文化芸術都市創生計画

平成19年3月～
　　平成29年3月

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

施策に関係する主な分野別計画等

計画期間

平成19年3月～
　　平成29年3月

計画期間



政策分野７　　スポーツ

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

週１回以上運動
やスポーツをす
る市民の割合

48.4% H22 65%以上 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

週１回以上運動や
スポーツをする市
民の割合

スポーツ実施率を
２人に１人から３人
に２人へ

市 内 で プ ロ ス
ポーツやトップス
ポーツを直接観
戦した市民の割
合

24.4% H22 30%以上 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

市内でプロスポー
ツやトップスポーツ
を直接観戦した市
民の割合

直接観戦者を４人
に１人から３人に１
人へ

スポーツ活動に
ボランティアとし
て参加した市民
の割合

3.1% H22 10%以上 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

スポーツ活動にボ
ランティアとして参
加した市民の割合

ボランティア参加
率を３０人に１人
から１０人に１人へ

施策指標

推進施策１　　それぞれの年齢や個性，環境に応じてスポーツやレクリエーションを楽しんでいるまちづくり（「するスポーツ」）

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

スポ－ツ施設の
利用件数

327,875件 H21 400,000件 H32 事業担当課調べ
本市スポーツ施設
の利用件数

現況値から約25%
増

推進施策２　　トップレベルのスポーツに身近に触れられているまちづくり（「みるスポーツ」）

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

プロスポ－ツ・全
国規模大会の開
催日数（延べ日
数）

76日／年 H20 120日／年 H32 事業担当課調べ

プロスポーツ及び
競技範囲が全国
に及ぶ大会の開
催延べ日数

土日祝日に開催さ
れている状態

推進施策３　　多様なスポーツ活動を支え合っているまちづくり（「支えるスポーツ」）

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

市主催のスポ－
ツ事業のボラン
ティア参加者数

H21 H32 事業担当課調べ
市主催のスポーツ
事業のボランティ
ア参加者数

現況値から３倍増

施策に関係する主な分野別計画等

「スポーツの絆が生きるまち推進プラン」（仮称）京都市市民スポーツ振興計画

施策に関係する主な分野別計画等

「スポーツの絆が生きるまち推進プラン」（仮称）京都市市民スポーツ振興計画

施策に関係する主な分野別計画等

「スポーツの絆が生きるまち推進プラン」（仮称）京都市市民スポーツ振興計画 平成23年度～平成32年度

計画期間

平成23年度～平成32年度

計画期間

平成23年度～平成32年度

計画期間



政策分野８　　産業・商業

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

製造業市内総生
産額

1,289,729
百万円

（推計値）
H22

1,572,172
百万円

H32 事業担当課調べ
製造業市内 総生
産額

政府発表の「新成
長戦略」におい
て，今後の年次に
おける平均成長率
（実質）を毎年２．
０％ずつ増加させ
ており，この考え
方に基づき，製造
業における京都市
内総生産の平均
成長率を毎年２．
０％ずつ増加させ
ることとする。

－

京都府の完全失
業率

5.3% H21 4% H32
総務省統計局
「労働力調査」

京都府内の完全
失業率

H13-19年（いざな
み景気）の期間
中，一番低かった
数値並み

－

施策指標

推進施策１　　多様で活力ある中小・ベンチャー企業の育成と発展支援

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

課題解決延べ件
数

185件 H21 2,000件 H31 事業担当課調べ

パワーアップコー
ディネーター及び
アドバイザーが訪
問し，企業の課題
を解決した数

実績を踏まえ，今
後解決件数を維
持することとして
目標を設定。

推進施策２　　産学公の連携による新産業の育成・振興と新事業の創出

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

知的クラスター
創成事業に係る
共同研究成果に
よる売上高（累
積）

1億7千万
円

H2１ 75億円 H24
知的クラスター創
成事業中核機関
調べ

知的クラスター創
成事業参画機関
の１年間における
共同研究成果によ
る売上高（累積）

知的クラスター創
成事業終了時（24
年度）の目標値と
した。

マンガミュージア
ムとの連携によ
り新産業・新事
業を創出した件
数

ー H2１ 10件 H32 事業担当課調べ

マンガミュージア
ムとの連携により
新産業・新事業を
創出する

１年に１事業の
ペースで新産業・
新事業を創出す
る。

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



推進施策３　　京都の強みを生かした事業環境の整備

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

なし

推進施策４　　伝統産業の活性化と新たな展開の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

伝統産業製品の
出荷額

1,1116億円 H17 １％増
全国伝統的工芸
品総覧

経済産業省指定
の「伝統的工芸
品」17品目を対象

京都市伝統産業
活性化推進計画
を踏襲

伝統産業に接し
たことがある市
民の割合

200.5% H17 220%
市政総合アンケー
ト結果

「どのような場面で
伝統産業に接した
ことがあるか」とい
う設問に対する複
数回答の合計

京都市伝統産業
活性化推進計画
を踏襲

「伝統産業の日」
事業の来場者数

228,948人 H21 300,000人
「伝統産業の日
2009」事業実績

伝統産業の日関
連事業すべての
来場者数の合計

京都市伝統産業
活性化推進計画
を踏襲

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



推進施策５　　地域の特性に応じた商業振興

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

市内の空き店舗
率

13.70% H16 5% H32

「京の商店街
2000」
「京の商店街
2005」
(京都商店連盟発
行)

商店数に空き店舗
数を足した数に占
める空き店舗数の
割合

10年間で，前々回
調査時(H11)の空
き店舗率4.4%に近
づけることを目標
とした。

商店街に加入し
ている商店の割
合

85％ Ｈ19 90% Ｈ32
商店街組織に係る
調査

総店舗数に占める
商店街に加入して
いる店舗の割合

「商店街の振興に
関する条例」を推
進し，10年後に加
入率の上昇を図
る。

市内事業所数 22,560 Ｈ19 24,700 Ｈ32 商業統計調査
市内の事業所数
（法人及び個人）

10年間で，前々回
調査時(H14)の事
業所数24,784箇所
に近づけることを
目標とした。

推進施策６　　ソーシャルビジネス（社会的企業）への支援

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

中小企業のソー
シャルビジネス
の関心度

ー －
80%

（検討中）
H25  

中小企業を対象と
したソーシャルビ
ジネスに関するア
ンケート調査（本
市実施予定）

アンケート調査に
おいてソーシャル
ビジネスについて
の関心があると回
答した中小企業の
割合

平成23年度にアン
ケート調査を実施
し，関心度の現況
値を把握した上
で，現況値をより
高めていくことを
目標とする。

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



推進施策７　　市民に安心していただける流通体制の強化

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

定期検査

検査器物
数

8,730
不合格器

物数
101

H21
不合格器

物数
50

H32
計量法

(独自設定)
事業担当課調べ

市内の１年間にお
ける計量器検査数

２年に１回義務付
けされた検査であ
り，偶数年度は６
行政区，奇数年度
は５行政区として
設定。指導の徹底
により21年度の半
分以下

ー

立入検査

検査器物
数

65,210
不合格器

物数
0

H21
不合格器

物数
0

H32
計量法

(独自設定)
事業担当課調べ

市内の１年間にお
ける計量器検査数

２年に１回義務付
けされた検査であ
り，偶数年度は６
行政区，奇数年度
は５行政区として
設定。指導の徹底
により現状を維持
していく

ー

取扱数量（青果） 282,898t H21 289,008ｔ H27
京都中央卸売市
場整備計画推定
値

一年間における青
果部の取扱数量

過去の取扱数値
に基づいた推計値
にその他要因をか
けたもの

取扱数量（水産
物）

55,122ｔ H21 60,083ｔ H27
京都中央卸売市
場整備計画推定
値

一年間における水
産物部の取扱数
量

過去の取扱数値
に基づいた推計値
にその他要因をか
けたもの

取扱頭数 25,869頭 21 36,000頭 32

京都市中央卸売
市場第二市場「京
（みやこ）ミート
マーケット」マス
タープラン（事業担
当課調べ）

第二市場における
1年間の取扱頭数

平成22年度策定
のマスタープラン
において設定した
頭数

22131

取扱金額
7,288百万

円
21

11,387百
万円

32

京都市中央卸売
市場第二市場「京
（みやこ）ミート
マーケット」マス
タープラン（事業担
当課調べ）

第二市場における
1年間の取扱金額

平成22年度策定
のマスタープラン
において設定した
金額

22131

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



推進施策８　　雇用の維持・確保と新たな雇用創出に向けた取組の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

若年有業者率 62.5% Ｈ19 68.5% Ｈ32
総務省統計局
「就業構造基本調
査」

市内の１５歳以上
３５歳未満人口に
占める若年（１５歳
以上３５歳未満）
有業者の割合

平成９年調査と平
成１９年　調査とを
比べた増加率を単
年化し，目標年次
と現況年次の年数
差分を掛け現況値
に上乗せ

－

女性有業者率 48.5% Ｈ19 49.9% Ｈ32
総務省統計局
「就業構造基本調
査」

市内の１５歳以上
女性人口に占める
女性有業者の割
合

平成９年調査と平
成１９年　調査とを
比べた増加率を単
年化し，目標年次
と現況年次の年数
差分を掛け現況値
に上乗せ

－

高齢有業者率 23.2% Ｈ19 24.8% Ｈ32
総務省統計局
「就業構造基本調
査」

市内の６５歳以上
人口に占める高齢
（６５歳以上）有業
者の割合

現況値から過去１
０年でも最も高
かった高齢有業者
率（平成９年調査）
を設定

－

京都府の障害者
雇用率

1.82% Ｈ22 2.00% Ｈ32 京都労働局調べ

障害者雇用促進
法に基づく京都府
下の障害者雇用
率

京都府の目標と同
調。
１．８％の法定雇
用率を超え，さら
に２%の大台への
上積みを図る。

－

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



政策分野９　　観光

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

施策指標

推進施策１　　

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

計画期間

平成22年度～平成31年度

施策に関係する主な分野別計画等

京都市農林行政基本方針

３月２３日開催のマネジメント会議（「未来・京都観光振興
計画２０１０＋５」の進ちょく状況や施策・事業の検証を行
う。）での調整を予定



政策分野１０　　農林業

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

農業粗生産額
16,474百

万円
H19

18,000百
万円

H31
京都市農林行政
基本方針（事業担
当課調べ）

市内の農業の粗
生産額（生産数量
×販売価格）

年間約127百万円
の増加

－

林業粗生産額 707百万円 H19 950百万円 H31
京都市農林行政
基本方針（事業担
当課調べ）

市内の林業の粗
生産額（生産数量
×販売価格）

年間約20百万円
の増加

－

施策指標

推進施策１　　産業として魅力ある農林業の構築と担い手の育成

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

農業経営基盤強
化措置法に基づ
く認定農業者数

168人 H21 250人 H31 事業担当課調べ

概ね年間400万円
以上の所得をめざ
し効率的な経営を
営む農業者

年間約10人増加
（京都市農林行政
基本指針）

－

林業労働者数 224人 H20 350人 H31 京都府林業統計
年 間 に 30日 以 上
林業労働に従事

年間約12人増加
（京都市農林行政
基本指針）

－

推進施策２　　環境や社会に貢献できる農林業の育成

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

間伐面積（スギ
やヒノキの人工
林における間伐
面積）

535ha／年 H20
1,000ha／

年
H31 京都府林業統計

本市のスギやヒノ
キの人工林におけ
る間伐面積

H20末の間伐対象
森林面積
（10320ha）を10年
で伐採（京都市農
林行政基本指針）

－

「京の旬野菜」供
給量

9,657ｔ H20 11,000ｔ H31 事業担当課調べ
京の旬野菜認定
生産者の農産物
生産量

毎年約135ｔ増加
（京都市農林行政
基本指針）

－

計画期間

平成22年度～平成31年度

計画期間

平成22年度～平成31年度

施策に関係する主な分野別計画等

京都市農林行政基本方針

施策に関係する主な分野別計画等

京都市農林行政基本方針



推進施策３　　市民との共汗で築く農林業

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

市民農園区画数 3,825区画 H20 5,000区画 H31 事業担当課調べ
市内の市民農園
の設置区画数

年間約110区画増
加（京都市農林行
政基本指針）

22145

計画期間

平成22年度～平成31年度京都市農林行政基本方針

施策に関係する主な分野別計画等



政策分野１１　　大学

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

学生数
（全国の学生数
に占める割合）

13万9千人
（4.6%）

H21
14万5千人

（5%）
H32

独自設定（学校基
本調査）

市内の大学，短期
大学の学生数

１８歳以上人口が
減少する中で現時
点での増加予定
数を加えた学生数
を維持

留学生数 4,688人 H20 10,000人 H29
京都市国際化推
進プラン（事業担
当課調べ）

学校基本調査によ
る，京都市内に本
部がある大学等に
所属する留学生
数

現況値から倍増

施策指標

推進施策１　　京都で学び，住み続けたくなる「大学のまち」の実現

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

京カレッジ提供
講座数

460 H22 480
大学コンソーシア
ム京都

生涯学習事業「京
カレッジ」の充実

多様な講座の提
供を目指すところ
であるが，ニーズ
や社会状況を踏ま
えたものを取り込
み，徐々に増加さ
せる

京カレッジ延べ
受講者数

1446 H22 1600
大学コンソーシア
ム京都

生涯学習事業「京
カレッジ」の延べ受
講者

平成21年度比１割
増加を目指す

推進施策２　　大学の国際化に向けた人材育成と留学生等の受入拡大

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

留学生おこしや
すPASS発行数

564 H21 6,300 H23 国際化推進室

本市の文化施設
等の入場が無料
（期間限定）となる
「留学生おこしや
すＰＡＳＳ」の発行
数

未来まちづくりプラ
ン（政策推進プラ
ン）設定目標

留学生おこしや
すPASS施設利
用者数

702 H21  国際化推進室

本市の文化施設
等の入場が無料
（期間限定）となる
「留学生おこしや
すＰＡＳＳ」を利用
した施設利用者数

平成21年度～
　　平成25年度末

計画期間

平成21年度～
　　平成25年度末

計画期間

施策に関係する主な分野別計画等

「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画」

施策に関係する主な分野別計画等

「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画」



推進施策３　　学生のパワーで活気あふれる「学生のまち」の実現　

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

学生の活動拠点
入場者数

37,611
H22.
12末

80000
ユースビジョン報
告

学生の活動拠点
を中心とした学生
の活動状況の把
握

現在，学生団体の
数がどれだけある
かは不明であり，
また，学生の修学
年限を考えると解
散していく団体が
あると見込まれ
る。半年で37,611
団体の登録から算
出した

学生の活動拠点
登録団体数

４２
H22.
12末

100
ユースビジョン報
告

学生の活動拠点
を中心とした学生
の活動状況の把
握

現在，学生団体の
数がどれだけある
かは不明であり，
また，学生の修学
年限を考えると解
散していく団体が
あると見込まれ
る。半年で４２団体
の登録から算出し
た

推進施策４　　産業の振興と大学教育の充実に向けた産学公地域連携の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

学まちコラボ申
請件数

23 H21 30 H25
市民協働政策推
進室

大学と地域との連
携を強化するため,
今後とも事業の充
実を目指す

過去最高申請件
数

京都市と大学と
の締結協定大学
数（京都市内）

33 H21
市内

大学数
市民協働政策推
進室

京都市と大学との
協定締結には,
様々なものがある
が,市内大学のす
べてが,何らかの
形で京都市と連携
することを目的と
する

市内大学数（すべ
ての大学）

計画期間

平成21年度～
　　平成25年度末

施策に関係する主な分野別計画等

「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画」

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画」
平成21年度～
　　平成25年度末



政策分野１２　 国際化

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

京都市国際交流
会館登録ボラン
ティア数

406人 H20 800人 H32
独自設定（(財）京
都市国際交流協
会調べ）

国際交流会館に
登録するボラン
ティアの数

現況値から倍増 ー

コンベンション開
催件数

171件 H20 （未定）

独自設定（京都文
化交流コンベン
ションビューロー
調べ）

コンベンションの
開催件数

Ｈ22年度中に外部
委員会（未来・京
都観光振興計画２
０１０＋５マネジメ
ント会議）で検討
予定

22241

施策指標

推進施策１　　世界のひとびとを引き寄せる京都の魅力の向上と発信

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

コンベンション参
加者数

85,762人 H20

独自設定（京都文
化交流コンベン
ションビューロー
調べ）

国際会議に参加し
た人数

平成22年度実績
を踏まえ，平成23
年度に設定

22242

外国から京都市
への視察・表敬
訪問受入人数

1,646人 H21
独自設定（事業担
当課調べ）

京都市全体で受
け入れた外国から
の視察・表敬訪問
人数

平成22年度実績
を踏まえ，平成23
年度に設定

ー

推進施策２　　市民主体の国際交流・国際協力の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

kokoka国際交流
団体ねっと加入
団体数

155件 H21
独自設定（(財)京
都市国際交流協
会調べ）

kokoka国際交流
団体ねっとの加入
団体数（但し，現
況値は平成22年5
月に解散した京都
国際交流団体連
絡協議会(A.I.E.K.)
の数値）

平成22年度実績
を踏まえ，平成23
年度に設定

21315
21325

京都市国際交流
会館
セミナー・イベン
ト参加者数

26,828人 H21
独自設定（(財)京
都市国際交流協
会調べ）

京都市国際交流
会館でのセミ
ナー・イベント参加
者数

平成22年度実績
を踏まえ，平成23
年度に設定

21311
21321

施策に関係する主な分野別計画等

京都市国際化推進プラン

施策に関係する主な分野別計画等

京都市国際化推進プラン

京都市MICE戦略

未来・京都観光振興計画2010+5

平成20年度～平成29年度

計画期間

平成20年度～平成29年度

平成22年3月～

計画期間

平成22年～26年



推進施策３　　外国籍市民等がくらしやすく，活躍できる多文化が息づくまちづくりの推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

京都市における
外国人
入国及び転入者
数

6,323人 H21
独自設定
（事業担当課調
べ）

京都市における外
国人
入国及び転入者
数

平成22年度実績
を踏まえ，平成23
年度に設定

11173

市内在住留学生
数（在留資格が
留学ビザの学生
数）

6,532人 H21 10,000人 H29
京都市国際化推
進プラン（事業担
当課調べ）

留学ビザで市内在
住している外国人
数（大学，短大，大
学院，日本語教育
機関等の学生数）

平成22年度実績
を踏まえ，平成23
年度に設定

ー

国際文化交流に
関する講師等派
遣件数

80件 H21
独自設定
（事業担当課調
べ）

京都市国際文化
市民交流促進サ
ポート事業登録
者，ＰＩＣＮＩＫ，多
文化学習推進プロ
グラム派遣件数
（但し，京都市国
際文化市民交流
促進サポート事業
は平成22年度から
実施）

平成22年度実績
を踏まえ，平成23
年度に設定

ー

京都市国際化推進プラン

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

平成20年度～平成29年度



政策分野１３　　子育て支援

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

ファミリーサポー
ト事業登録者数

5,033人
H22.
11末

10,000人 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

京都市ファミリー
サポートセンター
の会員として登録
している人の人数

現況値から倍増 12225

保育所待機児童
数

236人
H22.

4

０人（待機
児童緊急
対策として
目標年次
をH26→
H24に修
正）

H24
京都市未来こども
プラン（事業担当
課調べ）

入所できなかった
児童のうち，他に
入所可能な保育
所があるにもかか
わらず，特定の保
育所のみを希望し
待機となった児童
及び昼間里親に
入室した児童を除
いた児童数値

待機ゼロを目指す 12221

施策指標

推進施策１　　市民ぐるみ・地域ぐるみで子育てを支え合う子育て支援の風土づくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

やんちゃフェスタ
（１部，２部）来場
者数

50,000人 H22 55,000人 H32 事業担当課調べ

子育てに関する機
関・団体，企業や
学生などが一堂に
会し，子育ての楽
しさを実感できる
イベントへの参加
者数

現況値からの１割
増を目指す

11132

推進施策２　　子どものいのちと人権が大切にされるまちづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

虐待相談に対し
速やかに対応
（48時間以内）し
た件数の割合
（％）

96.50% H21 100% Ｈ27
現行の政策評価
客観指数

対応件数から匿名
児童の通告など48
時間以内に判明し
なかった件数を差
引いた割合

完全実施を目指す 11131

虐待相談ホーム
ページアクセス
件数（件）

98,656件 H21 109,000件 Ｈ27
現行の政策評価
客観指数

児童相談所ホー
ムページ「あした
笑顔になあれ」の
アクセス件数

10％増 11133

施策に関係する主な分野別計画等

京都市未来こどもプラン

施策に関係する主な分野別計画等

京都市未来こどもプラン

計画期間

平成22年度～26年度

計画期間

平成22年度～26年度



推進施策３　　次世代を育むすべての家庭を支援し支え合えるまちづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

子育て支援活動
いきいきセンター
（つどいの広場）
実施箇所数（箇
所）

20箇所 H21 35箇所 H26 事業担当課調べ
子育て親子が交
流，集う場を提供

児童館などと併せ
て，より身近な地
域で乳幼児の親
子が気軽に集い，
交流できる場所を
確保する

－

保育所定員 24,525人 H21 25,185人 H24 事業担当課調べ
認可保育所にお
ける定員数

待機ゼロを目指す －

延長保育実施箇
所数（夜間延長
保育含む）（箇
所）

179箇所 H21 195箇所 H26 事業担当課調べ

開所から11時間30
分以上の保育を
実施している保育
所数

より身近な場所に
確保する

12222

一時保育実施箇
所数（箇所）

42箇所 H21 50箇所 H26 事業担当課調べ

認可保育所に入
所していない児童
の一時的な保育を
実施している保育
所数

より身近な場所に
確保する

12223

休日保育実施箇
所数（箇所）

5箇所 H21 7箇所 H26 事業担当課調べ
休日・祝日等にお
ける保育を実施し
ている保育所数

より身近な場所に
確保する

12224

母子福祉セン
ター利用者実績

       1,573
人

H21 2,000人 H32 事業担当課調べ

ひとり親家庭の生
活全般にわたる各
種相談や,自立に
必要な講習会等
の参加数

父子家庭の利用
促進等により利用
者増を目指す

12245

推進施策４　　子どもを安心して生み健やかに育てることのできるまちづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

生後４箇月まで
の乳児のいる家
庭の訪問率（％）
（訪問率＋未訪
問者への支援）

89.2% H21 100% H26
独自設定（事業担
当課調べ）

生後４箇月までの
乳児のいる家庭へ
の訪問割合及び
未訪問者への支
援の実施割合

未訪問者への支
援も含め，100%を
目指す

－

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

京都市未来こどもプラン 平成22年度～26年度

京都市未来こどもプラン

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

平成22年度～26年度



推進施策５　　子どもの健全育成のための環境づくり，放課後の子どもたちの居場所づくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

児童館の利用児
童数（人）

480,601人 H21 629,000人 H26 事業担当課調べ
自由来館者数のう
ち，児童のみの利
用者数

過去最大値をもと
に算出した，一元
化児童館１３０箇
所整備達成後の
利用児童数

12252

学童クラブ事業
等登録児童数
（人）
放課後まなび教
室登録児童数
（人）

7,996人
9,832人

H22.
4

H21

8,730人
10,500人

H26 事業担当課調べ
同事業の登録児
童数

学童クラブの待機
児童ゼロ及び放課
後学び教室希望
者全員の登録の
維持を目指す

12251

中高生と赤ちゃ
んの交流事業実
施箇所数（箇所）

30箇所 H21 50箇所 H26 事業担当課調べ
事業実施児童館
数

市内中学校・高等
学校の設置個所
数合計の約半数

－

京都市未来こどもプラン 平成22年度～26年度

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



政策分野１４　　障害者福祉

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

10年間で新たに
地域生活へ移行
する人数

－ （検討中） H32
独自設定（事業担
当課調べ）

施設・病院から地
域生活へ移行した
人の延べ人数

第２期京都市障害
福祉計画における
Ｈ23年度目標値
（年間70人）を参
考に検討

－

10年間で新たに
福祉施設から一
般就労に移行す
る人数

－ （検討中） H32
独自設定（事業担
当課調べ）

福祉施設から一般
就労に移行した人
の延べ人数

第２期京都市障害
福祉計画における
Ｈ23年度目標値
（年間50人）を参
考に検討

－

施策指標

推進施策１　　お互いに認め合い支え合ってくらすまちづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

移動支援※の利
用時間数

42,980時
間／月

H21 （検討中） H32
独自設定（事業担
当課調べ）

※屋外での移動
が困難な障害の
ある人に対し，社
会生活及び社会
参加のための移
動を支援する事業
の利用時間数

（検討中） 11222

コミュニケーショ
ン支援を活用し
た利用者数

4,902人 H21 （検討中） H32
独自設定（事業担
当課調べ）

手話通訳や要約
筆記等のコミュニ
ケーション支援を
利用した人数

（検討中） －

推進施策２　　自立した地域生活への移行促進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

居宅介護等の利
用時間数

102,685時
間／月

H21 （検討中） H32
独自設定（事業担
当課調べ）

居宅介護等の利
用時間数

（検討中） 12134

グループホーム
等の利用者数

440人 H20 （検討中） H32
独自設定（事業担
当課調べ）

ＧＨＣＨ福祉ホー
ムの利用者（支給
決定者）

（検討中） 12133

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

支えあうまち・京（みやこ）のほほえみプラン 平成20年度～平成24年度

支えあうまち・京（みやこ）のほほえみプラン 平成20年度～平成24年度

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



推進施策３　　生きがいを持って働くことができる社会づくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

就業・生活支援
センターにおけ
る相談・支援件
数

3,857件 H21 （検討中） H32
独自設定（事業担
当課調べ）

就業・生活支援セ
ンターにおける障
害のある方に対す
る相談・支援の件
数

（検討中） －

就労デイ・ケア事
業における個別
就労支援人数

971人 H20 （検討中） H32
独自設定（事業担
当課調べ）

就労デイ・ケア事
業における個別就
労支援人数

（検討中） －

推進施策４　　生活しやすい社会環境の整備

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

市民向け印刷物
の情報保障配慮
率

26％
（見込み）

H22 （検討中） H32
独自設定（事業担
当課調べ）

市民向けに発行
する印刷物
(10,000部以上発
行するもの)につい
て，色弱の方でも
見やすい配色，外
国語版の作成，点
字版の作成等，必
要な配慮をする。

（検討中） －

建築物等のバリ
アフリーの促進
に関する条例に
基づく協議件数

400件／年 H21 （検討中） H32
独自設定（事業担
当課調べ）

現行のバリアフ
リー条例に規定す
る対象建築物の
対象規模を引き下
げる。

（検討中） －

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

平成20年度～平成24年度

計画期間

支えあうまち・京（みやこ）のほほえみプラン

京都市みやこユニバーサルデザイン推進指針 平成17年12月～

施策に関係する主な分野別計画等



政策分野１５　　地域福祉

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

民生委員活動数 251，007件 21 263,631件 32
平成２１年度　福
祉行政報告例

福祉行政報告例
における民生委員
（児童委員）の相
談・支援件数及び
その他活動件数

過去５年（H17～
H21)の最高値

－

施策指標

推進施策１　　地域の福祉ニーズの把握

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

区地域福祉推進
委員会の活動回
数

33件/年 22 41件/年 23 事業担当課調べ

住民，社会福祉協
議会，民生委員・
児童委員，社会福
祉施設職員，ボラ
ンティア，NPO法
人等から構成され
ている地域の安
心・安全を福祉の
観点から実現する
ために各行政区に
設置している委員
会

過去3ヵ年平均 －

福祉相談システ
ムの利用数

２５０４ 21 ２５０４ 23
独自設定（事業担
当課調べ）

福祉相談システム
のアクセス数

過去最高値 －

推進施策２　　地域におけるつながりの構築

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

京・地域福祉パ
イロット事業の申
請件数

26件/年 22 29件/年 23 事業担当課調べ

多様化する福祉
ニーズに対応する
ため，住民主体の
先駆的な取組に対
して事業費の一部
の助成を行う事業
の申請件数

過去平均の1割増
し

－

福祉ボランティア
センター利用登
録団体数

615団体 21 615団体 23
独自設定（事業担
当課調べ）

福祉ボランティア
センターにおける
利用登録団体数

過去最高の団体
数

－

各区ボランティア
センター相談件
数

1,511人 21 1,511人 23
独自設定（事業担
当課調べ）

各区ボランティア
センター（11区）に
おけるボランティア
に関する相談件数

過去5年間におけ
る最高件数

－

平成21年度～
　　期間の定めなし

計画期間

平成21年度～
　　期間の定めなし

計画期間

施策に関係する主な分野別計画等

京・地域福祉推進指針

施策に関係する主な分野別計画等

京・地域福祉推進指針



推進施策３　関係者の連携・協働の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

京・地域福祉パ
イロット事業の助
成件数のうち地
域と大学の連携
事業

5件/累計 21 17件/累計 32 事業担当課調べ

「京・地域福祉パイ
ロット事業」におけ
る助成件数のうち
地域と大学が連携
した地域福祉活動
の件数

1件／年。年間1件
は助成を行い，地
域と大学の連携を
支援していく。

－

地域福祉権利擁
護事業契約件数
（社協事業）

427件 21 427件 23
独自設定（事業
担当課調べ）

認知症高齢者，知
的障害や精神障
害のあるひとな
ど，判断能力が不
十分なために福祉
サービスを十分に
利用できないひと
などを援助する事
業の契約件数

過去最高の契約
件数

－

推進施策４　地域福祉を通じた安心・安全のまちづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

民生委員地域福
祉活動・自主活
動件数

76，048件 21 79,884件 32
平成２１年度　福
祉行政報告例

福祉行政報告例
における民生委員
（児童委員）のそ
の他活動件数のう
ち地域福祉活動・
自主活動件数

過去５年（H17～
H21)の最高値

－

計画期間

平成21年度～
　　期間の定めなし

計画期間

平成21年度～
　　期間の定めなし

京・地域福祉推進指針

施策に関係する主な分野別計画等

京・地域福祉推進指針

施策に関係する主な分野別計画等



政策分野１６　　高齢者福祉

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

認知症あんしん
サポーター登録
者数

15,581人 H20 ５万人 H26

厚生労働省報告
書（事業担当課調
べ）
京都市民長寿すこ
やかプラン１１７

認知症に対する正
しい知識と具体的
な対応方法等を学
んだサポーターの
登録者数

国において取り組
んでいる認知症
キャラバンメイト
400万人の達成に
向けた本市の取
組値

―

施設・居住系介
護保険サービス
定員数

11,428人 H20 13,598人 H26
京都市民長寿すこ
やかプラン（事業
担当課調べ）

介護保険施設及
び介護専用居住
系サービスの定員
数

すべての団塊の
世代が高齢者とな
る平成26年度にお
いて，必要とされ
るサービス量を推
計

―

地域包括支援セ
ンター相談件数

235,007件 H21 未定 ―
事業担当課調べ
京都市民長寿すこ
やかプラン４１３

地域包括支援セン
ターへの年間相談
延べ件数

― ―

施策指標

推進施策１　　高齢者の尊厳を保つ社会の構築

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

認知症サポート
リーダー養成者
数

1,393人 H20 未定 ―
事業担当課調べ
京都市民長寿すこ
やかプラン１１７

認知症あんしんサ
ポーターの養成や
認知症に対する理
解の普及啓発をす
るサポートリー
ダーの養成者数

― ―

認知症高齢者に
係る市長による
後見等開始申立
件数

18件 H21 未定 ―
事業担当課調べ
京都市民長寿すこ
やかプラン１２８

成年後見制度の
利用が必要な身
寄りのない重度の
認知症高齢者等
に係る市長により
後見等開始申立
件数

― 11142

推進施策２　　活力ある長寿社会の実現

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

シルバー人材セ
ンター会員数

5,515人 H21 未定 ―
事業担当課調べ
京都市民長寿すこ
やかプラン３１９

シルバー人材セン
ターの会員数

― 11233

施策に関係する主な分野別計画等

第４期京都市民長寿すこやかプラン

施策に関係する主な分野別計画等

第４期京都市民長寿すこやかプラン

計画期間

平成21年度～平成23年度

計画期間

平成21年度～平成23年度



老人福祉セン
ター利用者数

558,736人 H21 未定 ―
事業担当課調べ
京都市民長寿すこ
やかプラン３１５

市内17箇所の老
人福祉センターの
のべ入場者数

（京都市民長寿す
こやかプラン）

11225

介護予防事業参
加者数

747人 H21 3,065人 H23
事業担当課調べ
京都市民長寿すこ
やかプラン２０９

特定高齢者を対
象とした介護予防
事業への参加実
人数

（京都市民長寿す
こやかプラン）

―

推進施策３　　高齢者を支えるネットワークの推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明 目標値設定の考え方
従来の

指標番号

老人福祉員訪問
者数

28,203人 H21 未定 ―
事業担当課調べ
京都市民長寿すこ
やかプラン４２５

老人福祉員が訪
問しているひとり
暮らし高齢者数

― ―

一人暮らしお年
寄り見守りサ
ポーター登録者
数

987人 H21 10,000人 H23
事業担当課調べ
京都市民長寿すこ
やかプラン４２６

一人暮らし高齢者
等に対する目配り
を行うサポーター
の登録者数

（京都未来まちづく
りプラン）

―

推進施策４　介護サービスの充実による豊かな生活の実現

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

地域密着型サー
ビス事業所整備
数

66箇所 H20 152箇所 H26
事業担当課調べ
京都市民長寿すこ
やかプラン１０２

小規模多機能型
居宅介護及び認
知症対応型共同
生活介護サービス
事業所数

（京都市民長寿す
こやかプラン）

―

特別養護老人
ホーム等入所施
設整備定員数

4,576人 H21 5,518人 H26
事業担当課調べ
京都市民長寿すこ
やかプラン１０１

特別養護老人
ホームの整備定
員数

（京都市民長寿す
こやかプラン）

―

居宅サービス利
用量

35,269人 H21 35,869人 H23
事業担当課調べ
京都市民長寿すこ
やかプラン１０５

居宅サービスの利
用者数

（京都市民長寿す
こやかプラン）

―

施策に関係する主な分野別計画等

第４期京都市民長寿すこやかプラン

施策に関係する主な分野別計画等

第４期京都市民長寿すこやかプラン

計画期間

計画期間

平成21年度～平成23年度

平成21年度～平成23年度



推進施策５　　魅力ある介護現場の実現

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

ファーストステッ
プ研修受講者数

30人 H21 未定 ―
事業担当課調べ
京都市民長寿すこ
やかプラン５０１

質の高いケアを提
供できる小規模
チームのリーダー
となる介護職員を
養成するファース
トステップ研修の
受講者数

＜参考＞
22年度申込者数
23人

―

京・福祉の研修
情報ネットに登
録された研修・
講座数

未定 ― 未定 ―
事業担当課調べ
京都市民長寿すこ
やかプラン５２１

京・福祉の研修情
報ネットにおける
研修主催者団体
登録数

― ―

第４期京都市民長寿すこやかプラン

施策に関係する主な分野別計画等

平成21年度～平成23年度

計画期間



政策分野１７　　保健衛生・医療

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

健康悪化による
死亡率
（人口10万人当
たり）
※65歳未満

150人 H21 135人 H32

厚生労働省人口
動態統計
京都市推計人口

健康悪化による死
亡率（不慮の事
故，他殺その他の
外因を除く)

現況値の10%削減
これまでの取組に
より，減少傾向。
過去のトレンドを
踏まえ，今後とも
削減

－

施策指標

推進施策１　　市民の健康づくり活動の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

生活習慣病によ
る死亡率（人口
10万人当たり）
※65歳未満

233人 H21 210人以下 H32

厚生労働省人口
動態統計
京都市推計人口

生活習慣病による
死亡率（がん，心
疾患，脳血管疾患
等)

現況値の10%削減
これまでの取組に
より，減少傾向。
過去のトレンドを
踏まえ，今後とも
削減

12311
～3

12361
～3

自殺者数（年間） 315人 H21 240人以下 H28
厚生労働省人口
動態統計

年間自殺者数

自殺者急増前
（H9）の240人以下
（将来的には0を目
指す）

－

推進施策２　　保健医療サービスの充実

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

京都市の看護師
数（人口10万人
当たり）

702人 H21 740人 H27
厚生労働省「病院
報告」

人口10万人当たり
の病院勤務の看
護師の数

現況値の5%増
第七次看護職員
受給見通しに基づ
き，第六次見通し
の達成状況も勘案
して決定

－

計画期間

平成22年度～28年度

計画期間

平成21年度～23年度

平成13年度～24年度

（平成21年3月～） 

平成23年度～27年度

施策に関係する主な分野別計画等

京都市病院事業改革プラン

施策に関係する主な分野別計画等

「きょう いのち ほっとプラン―京都市自殺総合対策推進計画―」

京都市民健康づくりプラン

京都市口腔保健推進行動指針「歯ッピー・スマイル京都」

新・京（みやこ）・食育推進プラン（仮称）



推進施策３　　食や生活環境の安全・安心の確保

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

京・食の安全衛
生管理認証制度
認証数

55件 H21 500件以上 H32 事業担当課調べ

京・食の安全衛生
管理認証制度に
認証された事業者
数

現況値の10倍 －

非喫煙者の割合
男64.5％
女86.3％

H19

男90％以
上

女95％以
上

H32 事業担当課調べ
20歳以上の非喫
煙者の割合

男性：現況値の約
4割増
女性：現況値の約
1割増

－

推進施策４　　健康危機に対する安全・安心の確保

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

腸管出血性大腸
菌発生件数（過
去5年間平均）

64.2件 H21 57.8件 毎年 事業担当課調べ

1～3類感染症で
大半を占める腸管
出血性大腸菌の
発生件数

現況値の10%減 －

インフルエンザ
定点医療機関当
たりの報告数が
全国平均を上回
る週数

1週 H21
5週以下に

維持
毎年 事業担当課調べ

インフルエンザ流
行発生の指標とな
る定点当たりの報
告数（週1回）が全
国平均を上回る週
数

全国平均を上回る
週数を10%未満に
維持

－

平成23年度～27年度

平成23年度～

計画期間

平成21年度～30年度

計画期間施策に関係する主な分野別計画等

京都市食の安全安心推進計画（仮称）

新・京都市たばこ対策行動指針（仮称）

施策に関係する主な分野別計画等

～京（みやこ）・どうぶつ共生プラン～　京都市動物愛護行動計画



政策分野１８　学校教育

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

学校教育に参画
するボランティア

38000人 22 50000人 32 事業担当課調べ

市民ぐるみの教育
を推進するにあた
り，市民の学校教
育への参画の推
進が必要となる。

約３０％増

小中一貫教育な
ど校種間連携を
推進する中学校
ブロック

100% 22 100% 32 事業担当課調べ

子どもたちの「生き
る力」を育むため，
校種間の連携によ
る一貫した取組が
必要となる。

全ての中学校ブ
ロックにおける実
施が必要と考え
る。

「生きる力」を身
につけた子ども

アンケートなど

総合支援学校高
等部卒業生の企
業等就職者数

３４０人
（過去１０

年間）
21

６００人
（今後１０

年間）
32 事業担当課調べ

総合支援学校高
等部卒業生の自
立的な社会参加を
より一層進める必
要がある。

今後１０年間の総
合支援学校高等
部卒業生の企業
等就職者数を，過
去１０年間（３４０
人）の５０％増を上
回る６００人とす
る。

安全快適な学校
施設や最新の設
備など，充実した
教育環境の整備

なし アンケートなど

施策指標

推進施策１　　市民ぐるみの教育の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

コミュニティ・ス
クールなど開か
れた学校づくりを
推進する小中学
校

100% 22 100% 32 事業担当課調べ

市民ぐるみの教育
を推進する上で，
徹底した開かれた
学校づくりが必要
である。

全ての小中学校で
の推進が必要であ
る。

総合支援学校高
等部生徒の企業
等実習回数

540 22 800 32 事業担当課調べ

企業等への就職に
必要な実践的な能
力を身につけるた
め実習の充実を図

る。

今年度の実習回
数を１０年後に５
０％増とすることを
目指す。

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



推進施策２　　子どもたちに「生きる力」を育む教育の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

学力向上を支え
る京都市学習支
援プログラムを
活用する小・中
学校

100% 22 100% 32 事業担当課調べ
「確かな学力」の育
成に向けた取組を
示す指標。

全ての小中学校で
の実施が必要であ
る。

子どもの暴力行
為の件数

千人当たり
8.8件

21 当たり4.3件 32

児童生徒の問題
行動等生徒指導
上の諸問題に関
する調査（文部科
学省）

子どもたちの「規
範意識」の育成に
向けた取組の結果
を示す指標。

・　２１年度の数値
を半減
・　２１年度の全国
平均（4.3件）並

新体力テストの
結果が過去１０
年間の平均値を
上回る項目（小
２，小５，中２）

２８／４８
項目

（５８％）
22

全項目
（１００％）

32

京都市立学校児
童・生徒
新体力テスト結果
報告書

毎年本市において
実施する体力・運
動能力調査の数
値

長期低下傾向から
やや改善のきざし
が見えはじめた体
力・運動能力値を
過去実績と比較

通級による専門
的な指導を受け
ているＬＤ等の発
達障害のある児
童生徒数

333 22 700 32 事業担当課調べ

ＬＤ等の発達障害
のある児童生徒へ
の専門的な通級指
導を充実する。

２２年度実績の倍
以上増

推進施策３　　教職員の資質・指導力向上

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

総合教育セン
ター利用者数

28350人 21 34559人 27

夜間・長期休業中
等の課題別研修
の受講者数，研究
会活動での利用
者数，カリキュラム
開発支援センター
の利用者数・ホー
ムページ等のアク
セス数

教職員の専門性
や指導力向上のた
めの自主研修・研
究施設としての必
要性を示す指標

過去5年間の最高
値＋ホームページ
等のアクセス数

総合教育セン
ター研修受講者
のアンケート評
価

3.61 21 3.76 27

教育委員会が実
施する研修講座に
ついてのアンケー
トの総合評価の平
均値

各研修講座毎に
「ねらいの明確度」
「内容の理解度」
「内容の満足度」
「職務への有用
度」「運営手法の
満足度」について4
段階評価によるア
ンケートを実施

過去３年（平成19
年度からアンケー
ト実施）の評価の
平均伸び率（０．０
３）分を毎年達成

する

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



推進施策４　　新しい学習環境づくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

エレベーターや
スロープ，身体
障害者用トイレ
等の設置

要調査 100% 32 事業担当課調べ
校舎の新設・改築
等の機会を利用し
て整備を進める。

校舎入口のスロー
プ設置＋エレベー
ター・身体障害者
用トイレの設置校
数

太陽光・風力発
電システムや校
舎断熱等の整備
率

要調査 100% 32 事業担当課調べ

太陽光・風力発電
システムや校舎断
熱等を新設・改築
等の機会を利用し
て整備を進める。

緑のカーテン，風
力発電，太陽光発
電，校庭芝生化，
校舎断熱，節水型
トイレ等，環境教
育に活用できる施
設改修を行った校
数

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



政策分野１９　　生涯学習

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

市民がまちのあ
らゆる場で学ん
でいる

アンケート？
（※アンケート以外
ではデータ把握で
きない）

市民共汗サポー
ター数

? ? 総合企画局調べ

子どもを共に育
む京都市民憲章
の理念に基づく
行動が市民に浸
透している

アンケート？
（※アンケート以外
ではデータ把握で
きない）

施策指標

推進施策１　　市民だれもが参加できる「学びのネットワーク」の拡充

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

京まなびネット・
みやこ子ども土
曜塾掲載事業数

1,986企画 21 3,000企画 32 事業担当課調べ 現在の１．５倍に

図書館利用登録
者数

39万人 21 50万人 32 事業担当課調べ １０万人増

推進施策２　　学びが社会に還元されるしくみづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

博物館ふれあい
ボランティア活動
回数

5,046回 21 32 事業担当課調べ

学校を核とした
地域の学び参加
者数

458,816人 21 50万人 32 事業担当課調べ

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



推進施策３　　子どもを共に育む気運づくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

子どもを取り巻く
緊急課題講座参
加者数

事業担当課調べ

※現況値は携帯
電話インストラク
ターによるものの
み

子どもを共に育
む親支援プログ
ラム参加者数

1,252人
（22．12月

末）
22 10,000人 32 事業担当課調べ

OK企業登録社
数

１７７社 １０００社
京都市教育委員

会による調査

ワーク・ライフ・バラ
ンスの実現に向け
た指標として取り
組む

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



政策分野２０　　歩くまち

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

地下鉄の旅客数
（１日当たり）

32万７千人 H21 ５万人増 H32
高速鉄道事業健
全化計画（事業担
当課調べ）

地下鉄の１日当た
りの旅客数

10年以内に財政
健全化法に基づく
資金不足比率を
20％未満に引下
げ

市バスの旅客数
（１日当たり）

31万１千人 H21 32万人 H32
自動車運送事業
健全化計画（事業
担当課調べ）

市バスの１日当た
りの旅客数

７年以内に財政健
全化法に基づく資
金不足比率を
20％未満に引下
げ

京都に関する感
想調の悪い評価

22% H20 10%以下 H32
独自設定（京都市
観光調査年報）

観光客へのアン
ケートで交通に関
する質問に「悪い」
と回答した割合

現況値から半減 13452

地下鉄事業の資
金不足比率

114.5% H21 20％未満 H30

京都市高速鉄道
事業経営健全化
計画
（事業担当課調
べ）

公営企業の事業
規模に対する資金
不足の比率で，財
政健全化法に定
められているもの

左記計画に基づ
き，平成30年度ま
でに20％未満に引
下げ

放置自転車台数 4,200台 H21 1,400台 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

京都市内の鉄道
駅周辺における放
置自転車の台数

これまでの推移か
ら推計

施策指標

推進施策１　　世界トップレベルの使いやすさをめざした公共交通の再編強化

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

バリアフリー事
業を着手した旅
客施設数の割合

53.2% H21 事業担当課調べ

全体構想に基づ
き，基本構想策定
に着手した施設の
割合。

13413

推進施策２　　歩く魅力を最大限に味わえるような歩行者優先のまちづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

パークアンドライ
ドの利用者満足
度

97.5% H21 事業担当課調べ

パークアンドライド
利用者アンケート
調査において，「と
ても良かった」「ま
あまあ良かった」と
する回答の割合

13453

施策に関係する主な分野別計画等

「歩くまち・京都」総合交通戦略

施策に関係する主な分野別計画等

「歩くまち・京都」総合交通戦略 H21～

計画期間

H21～

計画期間



推進施策３　　歩いて楽しいくらしを大切にするライフスタイルへの転換（「スローライフ京都」大作戦）

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

観光客公共交通
利用割合

70.0% H21
京都市観光調査
年報

京都市への観光
客が利用する交
通手段に占める公
共交通の割合

13451

推進施策４　　地下鉄の魅力向上とまちづくりへのさらなる活用

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

地下鉄の旅客数
（１日当たり）

32万７千人 H21 ５万人増 H32

京都市高速鉄道
事業経営健全化
計画
（事業担当課調
べ）

地下鉄の１日当た
りの旅客数

左記計画に掲げ
た健全化策による
お客様の増加を見
込んだ目標値

推進施策５　　歩行者と共存可能な自転車利用の促進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

鉄道駅周辺にお
ける駐輪場の整
備状況

70.0% H21 80.0% H32 事業担当課調べ
京都市内の鉄道
駅周辺における駐
輪場の整備状況

山間部等で駐輪
需要がなく，駐輪
場整備が不要な
駅を除いた

施策に関係する主な分野別計画等

「歩くまち・京都」総合交通戦略

計画期間

H21～

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

改訂京都市自転車総合計画 平成22年度～平成31年度

京都市自動車運送事業経営健全化計画 平成21年度～平成27年度

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

京都市高速鉄道事業経営健全化計画 平成21年度～平成30年度



政策分野２１　　土地利用と都市機能配置

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

交通拠点周辺の
集客的土地利用
の割合

28.4% H17 29% H27
独自設定（事業担
当課調べ）

地下鉄駅及び都
市マスに位置付け
のある拠点駅周辺
（500m程度）エリア
における建物延床
面積合計のうち，
商業・業務等の集
客施設の延床面
積合計の占める
割合

現況値を維持

中心商業・業務
地 区 の 販 売 額
シェア（近畿)

1.65% H19 2.07% H32
独自設定（商業統
計調査）

中心商業・業務地
区における商品販
売額の近畿地方
に占めるシェア

過去10年間で最も
高い数値（H9：
2.07％）に設定

南部地域の製造
品出荷額等に占
める粗付加価値
の割合 (付 加価
値率)

38% H20 46.7% H32
独自設定（工業統
計調査）

南部地域企業の
製造品出荷額に
おける新しく創造
した価値が大きく
なると高くなる付
加価値の割合

過去10年間で最も
高い数値（H14：
46.7％）に設定

地域のまちづくり
の取組数

122件 H21 155件 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

地区計画，建築協
定及び景観協定
の締結数

平均で全学区
（222）で一つの取
組を目指す中で今
後10年では残り
1/3を目指す

施策指標

推進施策１　　便利でくらしやすい生活圏づくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

交通拠点周辺の
集客的土地利用
の割合

28.4% H17 29% H27
独自設定（事業担
当課調べ）

地下鉄駅及び都
市マスに位置付け
のある拠点駅周辺
（500m程度）エリア
における建物延床
面積合計のうち，
商業・業務等の集
客施設の延床面
積合計の占める
割合

現況値を維持

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



推進施策２　　商業・業務機能が集積したにぎわいのある魅力的なまちづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

中心商業・業務
地 区 の 販 売 額
シェア（近畿)

1.65% H19 2.07% H32
独自設定（商業統
計調査）

中心商業・業務地
区における商品販
売額の近畿地方
に占めるシェア

過去10年間で最も
高い数値（H9：
2.07％）に設定

推進施策３　　創造を続ける南部地域のまちづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

南部地域の製造
品出荷額等に占
める粗付加価値
の割合 (付 加価
値率)

38% H20 46.7% H32
独自設定（工業統
計調査）

南部地域企業の
製造品出荷額に
おける新しく創造
した価値が大きく
なると高くなる付
加価値の割合

過去10年間で最も
高い数値（H14：
46.7％）に設定

推進施策４　　市内各地における個性豊かで魅力的なまちづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

地域のまちづくり
の取組数

122件 H21 155件 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

地区計画，建築協
定及び景観協定
の締結数

平均で全学区
（222）で一つの取
組を目指す中で今
後10年では残り
1/3を目指す

推進施策５　　まちづくりを支えるしくみづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

地域のまちづくり
の取組数

122件 H21 155件 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

地区計画，建築協
定及び景観協定
の締結数

平均で全学区
（222）で一つの取
組を目指す中で今
後10年では残り
1/3を目指す

施策に関係する主な分野別計画等

施策に関係する主な分野別計画等

施策に関係する主な分野別計画等

計画期間

計画期間

施策に関係する主な分野別計画等

計画期間

計画期間



政策分野２２　　景観

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

三山森林景観保
全・再生ガイドラ
インに基づく森
林整備面積

０ｈａ H22 １４０ｈａ H32
独自設定（風致保
全課）

国有林及び民有
林（本市所有林を
含む。）における
森林景観を保全・
再生するために整
備した面積

歴史的風土特別
保存地区の指定
面積約２，８６１ｈａ
の約５％に相当す
る面積を目標値と
する。

景観規制地域内
における建築物
及び工作物に係
る認定申請・届
出件数（過年度
実績比較）

3,632件 H21

3,600件
（平成20，
21年度の
平均値）

H32
独自設定（市街地
景観課）

新景観政策により
大幅に見直しがさ
れた景観地区地
区，建造物修景地
区における建築物
等に係る認定申
請・届出件数につ
いて，過去の実績
の平均値と比較す
る。

建築物等に係る認
定申請・届出件数
は，経済状況等の
外的要因に影響を
受けるものであ
る。よって，年度当
初からの集計が可
能な平成20，21年
度の平均値と同等
数を目標として設
定する。

屋外広告物等に
係る認定申請・
届出個数（過年
度実績比較）

6,842件 H21

7,000件
（平成20，
21年度の
平均値）

H32
独自設定（市街地
景観課）

新景観政策により
大幅に見直しがさ
れた屋外広告物
等に係る許可個数
（短期物件を除
く。）について，過
去の実績の平均
値と比較する。

屋外広告物等に
係る許可件数は，
経済状況等の外
的要因に影響を受
けるものである。
よって，年度当初
からの集計が可能
な平成20，21年度
の平均値と同等数
を目標として設定
する。

景観重要建造物
等の指定数

45件 H22 350件 H32
独自設定（景観政
策課）

景観重要建造物
及び歴史的風致
形成建造物等を
毎年度30件指定し
ていく。

　景観重要建築物
の指定候補数とし
て約６００件が抽
出されており，１０
年間でこの半分に
ついて，景観重要
建造物や歴史的
風致形成建造物
等への指定を進
める。

新たな景観づくり
の取組数

01件 H22 50件 H32
独自設定（景観政
策課）

H22の関連条例改
正により制度化し
た「地域景観づくり
協議会」の制度等
を活用した新たな
取組数。毎年度５
件づつ取組を広げ
ていく。

上，中，下京区で
は半分の元学区
で，それ以外では
建造物修景地区
の16類型で少なく
とも１学区は取組
を進めることとして
設定する。

－

歴史まちづくり法
による道路修景
整備地区の無電
柱化完了率（町
並み景観に配慮
した美しい道路
の整備）

0％ H21 100％ H32 事業担当課調べ

歴史まちづくり法
による道路修景整
備地区の無電柱
化完了率

完全実施を目指
す。



施策指標

推進施策１　　山紫水明の自然景観の保全

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

森林景観づくり
のための古都保
存法・風致地区
条例等に基づく
許可・協議件数

０件 H21 50件 H32
独自設定（風致保
全課）

国有林や民有林
等におけるガイド
ラインに基づく現
状変更許可申請
及び協議の年間
目標件数を5件と
し，延べ50件を目
標値とした。

市民や事業者が，
具体的に三山の
森林景観を保全・
再生する際に，必
要な法的な手続き
により，実数を把
握できることから，
当該数値を設定し
た。

三山森林景観保
全・再生ガイドラ
インに基づく森
林整備面積（本
市による取組
み）

０ｈａ H22 ５０ｈａ H32
独自設定（風致保
全課）

民有林（本市所有
林を含む。）にお
ける森林景観を保
全・再生するため
に整備した面積

「四季・彩りの森復
活プロジェクト」に
掲げる目標値３５
ｈａ及び，本市が買
い入れた山林の
一部となる１５ｈａ
を加えた数値とす
る。

推進施策２　　品格ある市街地景観の形成

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

景観規制地域内
における建築物
及び工作物に係
る認定申請・届
出件数（過年度
実績比較）

3,632件 H21

3,600件
（平成20，
21年度の
平均値）

H32 事業担当課調べ

新景観政策により
大幅に見直しがさ
れた景観地区地
区，建造物修景地
区及び眺望景観
保全地域における
建築物等に係る認
定申請・届出件数
について，過去の
実績の平均値と比
較する。

建築物等に係る認
定申請・届出件数
は，経済状況等の
外的要因に影響を
受けるものであ
る。よって，年度当
初からの集計が可
能な平成２０・２１
年度の平均値と同
等数を目標として
設定する。

屋外広告物等に
係る認定申請・
届出個数（過年
度実績比較）

6,842件 H21

7,000件
（平成20，
21年度の
平均値）

H32 事業担当課調べ

新景観政策により
大幅に見直しがさ
れた屋外広告物
等に係る許可個数
（短期物件を除
く。）について，過
去の実績の平均
値と比較する。

屋外広告物等に
係る許可件数は，
経済状況等の外
的要因に影響を受
けるものである。
よって，年度当初
からの集計が可能
な平成２０・２２年
度の平均値と同等
数を目標として設
定する。

計画期間

計画期間

施策に関係する主な分野別計画等

京都市景観計画

施策に関係する主な分野別計画等

京都市景観計画



推進施策３　　歴史的な町並みや京町家等の保全

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

地域の景観を形
成する核となる
建造物等の指定
数

45件
（H18以降）

H22 30件 年度
独自設定（景観政
策課）

景観重要建造物
及び歴史的風致
形成建造物等の
指定数。毎年度３
０件指定していく。

　京町家まちづくり
調査により，景観
重要建築物の指
定候補数として約
６００件が抽出され
ており，１０年間で
この半分につい
て，景観重要建造
物や歴史的風致
形成建造物等へ
の指定を進める。

－

推進施策４　　無電柱化等による魅力あふれる道路空間の創出

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

歴史的町並みに
配慮した無電柱
化整備率

0％ H21 100％ H32 事業担当課調べ

歴史まちづくり法
による道路修景整
備地区の無電柱
化完了率

完全実施を目指す

京都市歴史的風
致維持向上計画
による道路修景
整備率

0％ H21 100％ H32 事業担当課調べ
歴史まちづくり法
による道路修景整
備完了率

完全実施を目指す

推進施策５　　市民とともに推進する景観まちづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

「美観メイクアー
ティスト」等を中
心とした景観ま
ちづくりの取組
数

0件 H22 50件 H32
独自設定（景観政
策課）

H23から「美観メイ
クアーティスト」育
成講座を実施し，
地域における景観
づくりの取組を活
性化していく。

「美観メイクアー
ティスト」等を核と
した景観まちづくり
の取組を年間５件
程度を目標に設定
した。

－

平成23年度～

計画期間

平成23年度～

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

京（みやこ）のみちデザイン指針 平成22年度～

平成12年度～

平成21年度～平成30年度

計画期間

京都市景観計画

京町家再生プラン

施策に関係する主な分野別計画等

施策に関係する主な分野別計画等

京都市景観計画

京都市歴史的維持向上計画



政策分野２３　　建築物

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

検査済証の交付
率

78.3% H18 100% H26

京都市建築物安
心安全実施計画
（事業担当課調
べ）

確認済証を交付し
た件数に対する検
査済証を交付した
件数の割合

完了検査を受ける
ことは法律上の義
務であり，すべて
の新築建築物の
安全性を確保する
必要がある。

11123

特定建築物の耐
震化率

78.8% H18 90% H27

京都市建築物耐
震改修促進計画
（事業担当課調
べ）

多数の者が利用
する建築物等（市
有建築物含む）の
うち耐震性能を有
するものの割合

耐震改修促進法
に基づく国の基本
方針及び京都市
建築物耐震改修
促進計画に掲げる
耐震化率９０％の
目標値に合わせ
る。

－

定期的に安全点
検された既存建
築物件数

563件／3箇
年度

H19
～

H21
10,000件 H32

建築基準法（事業
担当課調べ）

建築基準法第１２
条の定期報告制
度による報告の件
数及び既存建築
物の査察その他
調査の件数の合
計

市内の既存建築
物のうち，多くの市
民に影響を与える
建築物を中心とし
て，安全対策の必
要性や重要性が
高いものの数は１
万棟と推計され
る。

－

キャスビー京都
高評価件数

0件 H21 300件／年 H32
京都市地球温暖
化対策条例（事業
担当課調べ）

※京都らしい環境
配慮建築物を適
切に評価・誘導す
るための京都独自
のシステムとして
新たに定めた基準
（キャスビー京都）
により評価された
ものの中で，高評
価のものの件数
※キャスビー全国
版によるH21年単
年度の高評価件
数は，14件

現状のキャスビー
全国版での評価に
基づき，高評価に
誘導する対象物を
精査して設定。

－

バ リア フリ ー優
良建築物の件数

400件/年 H21 500件/年 H32

京都市建築物等
のバリアフリーの
促進に関する条例
（事業担当課調
べ）

現行のバリアフ
リー条例に規定す
る対象建築物の
数

対象とする建築物
の規模を引き下げ
ることによる増加
をこれまでの確認
申請の傾向等から
推定

－



施策指標

推進施策１　　安全な新築建築物の供給

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

中間検査合格証
の交付率

89.0% H18 100% H26
建築基準法（事業
担当課調べ）

中間検査を要する
確認済証の件数
に対する中間検査
合格証を交付した
件数の割合

中間検査を要する
新築建築物は，漏
れなく中間検査を
受け，すべて合格
し，完了検査の１０
０％実施に繋げる
ことにより，新築建
築物の安全が確
保されることを目
指す。

－

推進施策２　　既存建築物の安全性の向上

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

対象建築物の定
期報告数

447件／3箇
年度

H19
～

H21
8,000件

H30
～

H32

建築基準法（事業
担当課調べ）

建築基準法第１２
条第１項の定期報
告の数

建築基準法に基
づく定期報告(３箇
年に１回）を活用
し，既存建築物の
所有者自らによる
安全点検・報告の
徹底を図る。

－

既存建築物の査
察その他調査の
件数

116件／3箇
年度

H19
～

H21
2,000件 H32

建築基準法（事業
担当課調べ）

建築基準法第１２
条第５項の報告徴
収及び同条第６項
の立入調査の件
数並びに法律に基
づかない査察その
他調査の件数の
合計

行政による安全点
検として，既存建
築物の査察や状
況把握調査を積
極的に実施し，違
反是正や安全指
導に取り組む。１０
年間の累計で
2,000件の査察等
による調査と定期
報告の8,000件と
を合計して１万件
の安全点検(政策
指標）を目指す。

－

計画期間

平成22年度～31年度

計画期間

施策に関係する主な分野別計画等

京都市建築物安心安全実施計画

平成22年度～31年度

施策に関係する主な分野別計画等

京都市建築物安心安全実施計画

京都市建築物耐震改修促進計画 平成19年度～27年度



推進施策３　　細街路対策による災害に強いまちづくり

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

後退杭及び中心
鋲の申出件数

4件 Ｈ21 5,000件 Ｈ32 事業担当課調べ

対象区域を市全
域に拡大したこと
による，後退杭及
び中心鋲の申出
件数

市全域における２
項道路に接する敷
地の建築確認件
数のうち，１００％
を目標とする。

－

推進施策４　　環境に配慮され，だれもが使いやすい建築物の誘導

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明 目標値設定の考え方 従来の
指標番号

キャスビー京都
の届出件数

0件/年
（これから

制度開始）
H21

1,000件/
年

H32
京都市地球温暖
化対策条例（事業
担当課調べ）

京都らしい環境配
慮建築物を適切に
評価・誘導するた
めの京都独自の
システムとして，新
たに定めた基準の
届出件数

適用義務の将来
的な拡大と任意提
出の見込数の合
計をこれまでの確
認申請の傾向から
推定

－

バリアフリー条
例の規定に適合
する建築物の件
数

400件／年 H21 500件／年 Ｈ32

建築物等のバリア
フリーの促進に関
する条例（事業担
当課調べ）

現行のバリアフ
リー条例に規定す
る対象建築物の
対象規模を引き下
げる。

現状より100件程
度の適合件数の
増加を目標とす
る。

－

推進施策５　　公共建築物の先導的整備

京都市建築物耐震改修促進計画

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

市有建築物の耐
震化率

71.4% H21 90% H27 事業担当課調べ

耐震化された市有

建築物※の割合
※交通局，上下水
道局所管施設，教
育委員会所管の
学校及び市営住
宅を除く

これまでの推移か
ら推計
（京都市建築物耐
震改修促進計画）

－

市有建築物の
キャスビー京都
高評価取得率

0%
（これから

制度開始）
H21 100% H24 事業担当課調べ

京都らしい環境配
慮建築物を適切に
評価・誘導するた
めの京都独自の
システムである
キャスビー京都に
よる高評価取得の
割合
※キャスビー全国
版によるH22年単
年度の高評価取
得率は，50％

すべての新築する
市有建築物（延床
面積300㎡以上）
において，キャス
ビー京都の高評価
取得を目指す。

－

京都市建築物安心安全実施計画

施策に関係する主な分野別計画等

施策に関係する主な分野別計画等

計画期間

計画期間

平成19年度～27年度

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



政策分野２４　　住宅

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

平成の京町家と
認定長期優良住
宅が戸建て住宅
の年間着工件数
に占める割合

H21
年度

未定
各年住宅着工統
計及び事業担当
課調べ

新築住宅のうち，
京都らしさを引き
継ぐものや環境・
コミュニティに配慮
されたものが新た
に着工された住宅
にどれだけ占めて
いるのかを示す

耐震化，バリアフ
リ ー 化 ， 省 エ ネ
化による固定資
産税の減額を受
けた件数

92件 H21 未定 資産税課調べ

耐震化，バリアフ
リー化など工事件
数を毎年捕捉する
調査がないため，
減税のために申
請された件数を用
いて動向を示す

中古住宅の取引
量

2117件 H22 未定

社団法人近畿圏
不動産流通機構
中古住宅成約
データ及び中古マ
ンション成約デー
タ

市内で売買が行
われた中古物件
の取引件数の総
数によって中古住
宅の取引の動向
を示す

空き家の流通に
取り組む活動に
よるマッチング数

H22 未定 事業担当課調べ

地域連携型空き
家流通促進事業
及び民間で取り組
まれている空き家
の活用によってど
れだけ空き家の活
用が進んだかを示
す

高齢者向け住宅
の 戸 数 （ 高 優
賃，高円賃 ，高
専賃）

1064件 H22 未定 事業担当課調べ

高齢者の入居を
拒まれない住宅や
バリアフリー対応
ができている住戸
がどの程度確保で
きているかを示す

市営住宅の当該
年度の募集戸数

H21
年度

未定 事業担当課調べ

低所得者に対する
住戸がどの程度
確保できているか
を示す



施策指標

推進施策１　　京都らしいすまい方の継承

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

平成の京町家累
積認定戸数
(京都らしい住宅
ストックの普及)

０戸（Ｈ22.
９月認定制

度創設）
5,200戸 H31

京都市住宅マス
タープラン（事業担
当課調べ）

10年間に認定した
「平成の京町家」
の累積戸数

5年間で毎年100
戸増加して累積
1500戸，H42には
木造戸建て住宅
着工戸数（約3500
戸）の半数が「平
成の京町家」と想
定し，両者の間を
直線補完

京町家の年間リ
フォーム実施率

7.0%
H16-
H20

平均
10.0%

H26-
H30

平均

京都市住宅マス
タープラン（住宅・
土地統計調査）

推進施策２　　住宅ストックの良質化のための適正な維持管理や更新の支援

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

年間リフォーム
実施率

7.0% 4.7% 7%
H26-
H30

平均

京都市住宅マス
タープラン（住宅・
土地統計調査）

要支援 マン ショ
ン率

6% H18 解消 H31

京都市住宅マス
タープラン（H17.18
京都市高経年マン
ション実態調査）

高経年の分譲マン
ション（昭和56年５
月以前に建築確
認を受けたもの）
のうち，①管理規
約がない，②総会
又は理事会が開
かれていない，③
管理費又は計画
修繕のための積
立金を徴収してい
ない，④大規模修
繕工事を実施して
いない，といういず
れかの項目に該
当するものの割合

解消を目指す

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

京都市住宅マスタープラン 平成２３年度～平成３１年度

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

京都市住宅マスタープラン 平成２３年度～平成３１年度



推進施策３　　既存住宅の流通活性化のための条件整備

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

耐震基準適合証
明書の発行数

- -
事業担当課調べ
（京都市資産税
課）

耐震基準適合証
明書の発行数

未定

購入する住宅」
の建て方に関す
る中古住宅の取
得希望

18% 50% 住生活総合調査

購入する住宅の
建て方に関する意
向調査における中
古住宅の取得希
望割合（対新築
比）

中古住宅の市場
価値と新築住宅と
が同等にまで高ま
り，取得希望が増
えることを想定す

る

推進施策４　　住宅・住環境の安全性の向上

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

検査済証の交付
率

住宅の耐震化率

推進施策５　　重層的な住宅セーフティネット（安全網）の構築

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

高齢者が居住す
る住宅のバリア
フリー化率(高齢
者に対応した住
宅の割合)

36.6% H20 75% H30
京都市住宅マス
タープラン（住宅・
土地統計調査）

65歳以上の者が
居住する住宅の
バリアフリー化の
割合

現況値から倍増

施策に関係する主な分野別計画等

京都市住宅マスタープラン

計画期間

平成２３年度～平成３１年度

京都市住宅マスタープラン 平成２３年度～平成３１年度

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

京都市住宅マスタープラン 平成２３年度～平成３１年度

京都市建築物安心安全実施計画

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

京都市建築物耐震改修促進計画



推進施策６　　中・大規模住宅の市営住宅団地のマネジメント

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明 目標値設定の考え方
従来の

指標番号

中・大規模の市
営住宅のうち地
域コミュニティに
資する活動の場
を有する団地数

１６団地 H21 ５２団地 H31
京都市住宅マス
タープラン
(事業担当課調べ)

中・大規模の市営
住宅のうち地域コ
ミュニティに資する
施設の導入率

中大規模団地の
全てに導入する

施策に関係する主な分野別計画等

京都市住宅マスタープラン 平成２３年度～平成３１年度

計画期間



政策分野２５　　道と緑

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

第１次緊急輸送
道路の整備（安
心・安全な移動
ができる幹線道
路ネットワークの
整備）

94% H21 100% H32
独自設定（事業担
当課調べ）

他の府県からの輸
送ルートとなる高
規格道路，直轄国
道等と京都府庁，
京都市役所を結
ぶ路線の道路改
良率

完全整備を目指す

緑視率（き め細
やかな緑のネッ
トワークの形成）

18％
（37の調査
地点の平

均）

H22 20% H32
京都市緑の基本
計画（事業担当課
調べ）

人の目の高さにお
ける目に見える範
囲の緑の割合

現況の１割アップ
を目指す

道路，橋りょうへ
の予防保全型管
理手法の導入率
（社会資本の良
好な保全）

16% H21 100% H32
独自設定（事業担
当課調べ）

施設の中長期的
な劣化予測を行う
とともに，予算的
制約の下でいつど
のような対策を，
どこで行うのか最
適であるか体系的
に意思決定する手
法を，道路舗装に
導入した率

国の基準による

土地区画整理事
業によるまちな
み整備率

85% H21 92% H32
独自設定（事業担
当課調べ）

土地区画整理事
業が施行され良好
なまちなみが形成
された区域の面積
割合について，事
業済面積を事業
済面積と事業中面
積の和で割った率

施行中土地区画
整理事業地区数
の２／３の整備完
了を目指す



施策指標

推進施策１　　幹線道路ネットワークの充実

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

第１次緊急輸送
路における都市
計画道路の整備
率

55% H21 100％ H32 事業担当課調べ

他の府県からの輸
送ルートとなる高
規格道路，直轄国
道等と京都府庁，
京都市役所を結
ぶ路線の都市計
画道路の整備率

完全整備を目指す

第１次緊急輸送
路における道路
延長規格改良率

97.6% H21 99.8% H32 事業担当課調べ

他の府県からの輸
送ルートとなる高
規格道路，直轄国
道等と京都府庁，
京都市役所を結
ぶ路線の道路改
良率（都計道路を
除く）

ほぼ完全整備を
目指す

第１次緊急輸送
路の橋りょう耐
震補強完了率

61.5% H21 100％ H32 事業担当課調べ

他の府県からの輸
送ルートとなる高
規格道路，直轄国
道等と京都府庁，
京都市役所を結
ぶ路線の道路改
良率

完全整備を目指す

施策に関係する主な分野別計画等

京都市建設局中長期運営方針

計画期間

平成20年度～平成29年度



推進施策２　　健やかな生活が実感できる緑化の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

緑化助成面積 3,350㎡ H21 10,000㎡ H32 事業担当課調べ

地球温暖化やヒー
トアイランド現象の
緩和，加えて，良
好な景観の形成な
どを目的に，民有
地の屋上緑化，壁
面緑化及び地上
緑化の一定の条
件を満たしたもの
に対し助成し，新
たに増えた緑化面
積

実績ベース

まちなかの花壇
の設置地区数
（スポンサー花
壇）

1地区 H21 10地区 H32 事業担当課調べ

市民・事業者との
協働による緑豊か
なまちづくりの一
環として，企業・団
体・市民等からの
協賛・協力により
歩いて楽しい緑と
花いっぱいのまち
づくりを推進してい
く花壇設置地区数

まちなかの花壇設
置地区の増を目
指す

街路樹の総本数 90万本 H21 100万本 H32 事業担当課調べ

道路管理者（京都
市）が設置・管理
する道路区域内
の並木の総本数

実績ベース

施策に関係する主な分野別計画等

京都市建設局中長期運営方針

京都市緑の基本計画 平成22年度～平成37年度

計画期間

平成20年度～平成29年度



推進施策３　　都市活動を支える社会資本の維持管理

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

生活道路におけ
る舗装アセットマ
ネジメント導入率

0% H21 100% H32 事業担当課調べ

施設の中長期的
な劣化予測を行う
とともに，予算的
制約の下でいつど
のような対策を，
どこで行うのが最
適であるか体系的
に意思決定する手
法を，生活道路舗
装に導入した率

完全整備を目指す

幹線道路におけ
る舗装アセットマ
ネジメント導入率

76% H21 100% H32 事業担当課調べ

施設の中長期的
な劣化予測を行う
とともに，予算的
制約の下でいつど
のような対策を，
どこで行うのが最
適であるか体系的
に意思決定する手
法を，幹線道路舗
装に導入した率

完全整備を目指す

安心して通行可
能な橋りょうの橋
数

0% H21 100% H32 事業担当課調べ

施設の中長期的
な劣化予測を行う
とともに，予算的
制約の下でいつど
のような対策を，
どこで行うのが最
適であるか体系的
に意思決定する手
法を，橋りょうに導
入した率

完全整備を目指す

推進施策４　　まちのにぎわいと潤いを創出する市街地環境の整備

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

道路整備延長率 74% H21 82% H32 事業担当課調べ
土地区画整理事
業による道路整備
率

実績ベース

公園整備進捗率 28% H21 34% H32 事業担当課調べ
土地区画整理事
業による公園整備
率

実績ベース

仮換地指定率 73% H21 76% H32 事業担当課調べ
土地区画整理事
業による仮換地の
指定率

実績ベース

平成20年度～平成29年度

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

京都市建設局中長期運営方針 平成20年度～平成29年度

京都市建設局中長期運営方針

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間



政策分野２６　　消防・防災

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

火災による死者
（放火自殺者等
を除く)(死者ゼロ
をめざした取組
の推進)

14人(過去
１0年間
（H12～
H21）の平
均)

― 半減 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

火災による死者（放火
自殺者等を除く）の数

現況値から半減

市民が応急手当
を実施した割合

41.6% H21 70％以上 H32
独自設定（事業担
当課調べ）

救急隊により病院搬送
した心肺停止傷病者の
うち，市民により応急手
当てが実施された割合

現況値から7割増 13225

施策指標

推進施策１　　火災を未然に防止して市民のいのちとくらしと財産を守る予防消防の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

火災件数 170 H22 160 H32 事業担当課調べ
市内で年間に発生した
火災件数

政策指標を目標と
したときの数値目
標

13224

推進施策２　　あらゆる災害による被害を最小限に抑える消防活動体制の充実強化

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

住宅火災1件当
たりの焼損面積

34㎡ H21 15㎡ ― 事業担当課調べ

効果的な火災予防の
取組，火災現場活動能
力の向上等による焼損
面積の減少

政策指標を目標と
したときの数値目
標

13232

推進施策３　　市民への応急手当の普及啓発と救急体制の充実による救命効果の向上

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

応急手当の知識
や技術を身につ
けた市民の数

31,397人
H21
年度

34,000人 ―
独自設定（事業担
当課調べ）

応急手当の知識や技
術を身につけた市民の
数

消防局が目標とし
ている数値

13221

計画期間

平成１６年度～平成４１年度

計画期間

施策に関係する主な分野別計画等

施策に関係する主な分野別計画等

施策に関係する主な分野別計画等

京都市消防局震災消防水利整備計画

計画期間



施策施策４　　地域の災害対応力の向上をはじめとする防災危機管理体制の充実

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

防火防災教育訓
練への参加者数
（延べ人数）

380,050人
H21
年度

該当年度
の４月１
日時点で
の人口か
ら３歳以
下及び防
火指導対
象者を除
いた1/3

― 事業担当課調べ
防火防災教育訓練へ
の参加者数（延べ人
数）

該当年度の４月１
日時点での人口
から３歳以下及び
防火指導対象者
を除いた1/3

13223

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

京都市国民保護計画 平成１８年度～

京都市地域防災計画 昭和３７年度～



政策分野２７　　くらしの水

政策指標

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

主要管路の耐震
適合性管の割合

38.6% H21 42.4% H24
独自設定（事業担
当課調べ）

主要管路の総延
長に対する耐震適
合性管の延長の
割合

これまでの推移か
ら推計

雨水整備率（10
年確率対応）

17.3％ H21 25.6% H24

京（みやこ）の水ビ
ジョン
（事業担当課調
べ）

雨水整備の計画
面積に対する整備
済み面積の割合

左記計画に基づき
浸水に対する安全
度の向上を目指
す。

13214

高度処理人口普
及率（下水道）

47.7％ H21 48.3% H24

京（みやこ）の水ビ
ジョン
下水道維持管理
サービス向上のた
めのガイドライン
（事業担当課調
べ）

下水の高度処理
の普及割合

左記計画に基づき
市内河川や下流
水域の水質向上，
良好な水環境を目
指す。

13128

平成16年記録的
豪雨時の河川浸
水被害箇所解消
率

87.5% H20 100% H32
独自設定（事業担
当課調べ）

平成１６年の記録
的豪雨の際に河
川からの溢水によ
る浸水被害があっ
た河川の改修実
施率

完全解消を目指す

市民アンケート
における，水に
関する問題改善
のための取組を
行っていないと
の回答の割合

22.0% H22 0% H32 事業担当課調べ

市民アンケートに
おいて「水に関す
る問題改善のため
の取組みを行って
いない」と回答した
割合

水共生の取組に
対する市民意識
の向上を目指す



施策指標

推進施策１　　安全・安心な水道・下水道の構築

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

有収率（水道） 86.4% H21 87.4% H24

京（みやこ）の水ビ
ジョン
水道事業ガイドラ
イン
（事業担当課調
べ）

年間の給水量に
対する料金収入
の対象となる水量
の割合

左記計画に基づき
漏水減少の取組
により有収率向上
を目指す。

道路部分の鉛製
給水管の割合

27.9% H21 16% H24
京(みやこ)の水ビ
ジョン（事業担当
課調べ）

給水管のうち，道
路部分に鉛製の
給水管を使用して
いる件数の割合

左記計画に基づき
全廃を目指す。

下 水 道 経 年 管
（戦前に布設した
管路）対策率

74.5% H21 86.9% H24
京(みやこ)の水ビ
ジョン（事業担当
課調べ）

戦前に布設した下
水道管路のうち経
年管対策済みの
管路の割合

左記計画に基づき
老朽化した下水道
管路の機能維持・
向上を目指す。

推進施策２　　環境負荷の少ない水道・下水道の構築

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

合流式下水道改
善率

38.8％ H21 57.8% H24

京（みやこ）の水ビ
ジョン
下水道維持管理
サービス向上のた
めのガイドライン
（事業担当課調
べ）

合流式下水道の
改善割合

左記計画に基づき
雨の日の河川へ
の未処理下水や
ごみ等の流出を防
ぎ，良好な水質や
景観を守る。

13129

温室効果ガス排
出量削減率(16
年度比）

9.1％ H21 2.7% H22

「京都市役所CO2

削減アクションプラ
ン」（事業担当課
調べ）

上下水道事業に
おける温室効果ガ
スの排出量の削
減割合（16年度
比）

環境保全・温暖化
対策を推進する。
（政策推進プラン）

京（みやこ）の水ビジョン

京都市上下水道事業　中期経営プラン

施策に関係する主な分野別計画等

京（みやこ）の水ビジョン

京都市上下水道事業　中期経営プラン

施策に関係する主な分野別計画等

計画期間

平成20年度～平成29年度

平成20年度～平成24年度

計画期間

平成20年度～平成29年度

平成20年度～平成24年度



推進施策３　　下水道の機能維持・向上

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

有収率（水道） 86.4% H21 87.4% H24

京（みやこ）の水ビ
ジョン
水道事業ガイドラ
イン
（事業担当課調
べ）

年間の給水量に
対する料金収入
の対象となる水量
の割合

左記計画に基づき
漏水減少の取組
により有収率向上
を目指す。

下 水 道 経 年 管
（戦前に布設した
管路）対策率

74.5% H21 86.9% H24
京(みやこ)の水ビ
ジョン（事業担当
課調べ）

戦前に布設した下
水道管路のうち経
年管対策済みの
管路の割合

左記計画に基づき
老朽化した下水道
管路の機能維持・
向上を目指す。

推進施策４　　市民ニーズに対応した上下水道サービスの推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

上下水道事業に
係る情報の提供
度

0.88 H21

水道事業ガイドラ
インの指標に下水
道を合わせたもの
（事業担当課調
べ）

給水件数に対する
広報誌配布部数
の割合

アンケート情報
収集割合

0.40 H21

水道事業ガイドラ
インの指標に下水
道を合わせたもの
（事業担当課調
べ）

給水人口に対する
アンケート回答人
数の割合

京都市上下水道事業　中期経営プラン

京都市上下水道事業　中期経営プラン 平成20年度～平成24年度

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

京（みやこ）の水ビジョン 平成20年度～平成29年度

施策に関係する主な分野別計画等

京（みやこ）の水ビジョン

計画期間

平成20年度～平成29年度

平成20年度～平成24年度



推進施策５　　上下水道事業の経営基盤の強化・安定

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

推進施策６　　水辺環境の整備

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

平成16年記録的
豪雨時の河川浸
水被害箇所解消
率

87.5% H21 100% H32 事業担当課調べ

平成16年の記録
的豪雨の際に河
川からの溢水によ
る浸水被害があっ
た河川の改修実
施率

完全解消を目指す

推進施策７　　水共生の取組の推進

指標名 現況値 年次 目標値 年次 出典 説明
目標値設定の

考え方
従来の

指標番号

市民アンケート
における浸透貯
留施設を設置し
たいという意識
の向上

16% H22 50% H32 事業担当課調べ

市民アンケートに
おいて「浸透貯留
施設を設置した
い」と回答した割
合

水共生の取組に
対する市民意識
の向上を目指す

計画期間

京都市上下水道事業　中期経営プラン

京（みやこ）の水ビジョン

施策に関係する主な分野別計画等

平成20年度～平成29年度

平成20年度～平成24年度

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

第10次治水五箇年計画 平成19年度～平成23年度

雨に強いまちづくり推進計画 平成22年度～

施策に関係する主な分野別計画等 計画期間

京都市水共生プラン 平成15年度～

雨に強いまちづくり推進計画 平成22年度～

検討中



政策分野１　環境　

推進施策１　自然環境とくらしを気遣う環境の保全

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

環境

自然とく
らしを気
づかう環
境の保全

次世代自
動車普及
促進事業

タクシー及び
レンタカー事
業者に対し、
EV及びPHV
購入時に補
助を行う

EV及びPHV
の販売台数
が増える。

化石燃料車か
らＥＶ及びＰＨＶ
に転換される
（温室効果ガス
の排出量の抑
制）

健全で恵み豊
かな環境が保た

れている。

環境にやさしい
まちになってい
る

指標 補助実施数 エコカーの普及
温室効果ガス
排出量削減率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

環境

自然とく
らしを気
づかう環
境の保全

地球温暖
化対策家
庭部門
（こどもエ
コライフ
チャレン
ジ推進事
業）

こどもエコライ
フチャレンジ
推進事業

こどもエコライ
フチャレンジ
参加者累計
の増加

子どもから家庭
へ省エネに関す
る知識が広まる

子どもたちが，
自然と景観をか
けがえのないも
のと実感してい

る

環境にやさしい
まちとなってい
る

指標
検討中
実施小学校
数等

検討中
参加児童数
等

全京都市立小
学校における，
こどもエコライフ
チャレンジ実施
率

温室効果ガス
排出量削減率

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

参考資料１－３



政策分野１　環境　

推進施策２　低炭素型のくらしやまちづくりの実現

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

環境

低炭素型
のくらし
やまちづ
くりの実
現

エコドライ
ブ推進事
業

エコドライブ
の研修・講習
等の普及啓
発を実施する

エコドライブ
に関心を持つ
人が増える

エコドライバー
ズ宣言者が増
える

「京都流ライフ
スタイル」が広
がっている

環境にやさしい
まちとなってい
る

指標
エコドライブ
の研修・講習
実施回数

エコドライバー
ズ宣言者数

温室効果ガス
排出量削減

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

環境

低炭素型
のくらし
やまちづ
くりの実
現

地球温暖
化対策家
庭部門

低炭素のモデ
ル地区「エコ
学区」事業，
ライフスタイ
ルの転換事
業

エネルギーの
「見える化」と
省エネ，省資
源の取組を体
験し，ライフス
タイルの転換
を理解

省エネ，省資源
に取組む家庭
が増加し，ライ
フスタイルの転
換が始まる

「京都流ライフ
スタイル」が広
がっている

環境にやさしい
まちとなってい
る

指標 検討中 検討中
エコライフ活動
実施人数

温室効果ガス排
出量削減率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

環境

低炭素型
のくらし
やまちづ
くりの実
現

次世代自
動車普及
促進事業

タクシー及び
レンタカー事
業者に対し、
EV及びPHV
購入時に補
助を行う

EV及びPHV
の販売台数
が増える。

化石燃料車か
らＥＶ及びＰＶ転
換される（温室
効果ガスの排
出量の抑制）

環境にやさしい
まちになってい
る

指標 補助実施数
EV及びPHV
の普及数

次世代自動車
普及率

自動車による温
室効果ガス等の
排出量削減

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

環境
低炭素ま
ちづくりの
実現

交通手段別分
担率における自
動車以外の部
分の増加

「低炭素型まち
づくり」が進んで

いる

環境にやさしい
まちとなってい
る

指標 非自動車分担率
温室効果ガス排
出量削減率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

環境
低炭素ま
ちづくりの
実現

キャスビー京都
の届出件数の増
加

「低炭素型まち
づくり」が進んで

いる

環境にやさしい
まちとなってい
る

指標
キャスビー京都
の届出件数

温室効果ガス排
出量削減率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

環境
低炭素ま
ちづくりの
実現

京都の環境に
あった，温室効
果ガス排出量
の少ない家づく
りの普及

「低炭素型まち
づくり」が進んで

いる

環境にやさしい
まちとなってい
る

指標
平成の京町家累
積認定戸数

温室効果ガス排
出量削減率

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１　環境　

推進施策３　ごみを出さない循環型社会の構築

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

環境

ごみを出
さない循
環型社会
の構築

すぐにご
みになる
ものを「買
わない・
つくらな
い」

レジ袋削減協
定の対象業
種の拡大，参
加事業者の
拡大

容器包装材
の削減

生活のあらゆる
場面で，ごみを
出さない2Rを重
視した暮らしへ
の転換

ごみを出さない
くらしと事業活

動が広がってい
る

環境にやさしい
まちとなってい
る

指標
対象業種，参
加事業者数

容器包装材
の排出量

一人一日当たり
のごみ排出量

市受入量

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

環境

ごみを出
さない循
環型社会
の構築

徹底した
分別によ
るリサイ
クルの推
進

回収拠点の
拡大や既存
の資源回収
のさらなる充
実

回収量の増
加

徹底した再資源
化が進んでいる

徹底した再資源
化が進んでいる

環境にやさしい
まちとなってい
る

指標 回収拠点数 回収量 再生利用率 市受入量

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

環境

ごみを出
さない循
環型社会
の構築

ごみの持
つエネル
ギー回収
の最大化

最適な整備
計画と効率の
良い運転計
画

発電の高効
率化

ごみ1トンあたり
の発電量増加

環境技術の開
発，再生可能エ
ネルギー資源
の活用が進ん

でいる

環境にやさしい
まちとなってい
る

指標 総発電量
平均発電効
率

ごみ1トンあたり
の発電量

温室効果ガス
削減率

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２　人権・男女共同参画

推進施策１　すべてのひとの人権を尊重する人権文化の尊重

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

人権・男
女共同参
画

すべての
ひとの人
権を尊重
する人権
文化の構
築

人権文化
推進計画
進行管理

人権文化推進
計画に基づき，
全庁的に人権
施策の実施を
推進する。

各局・区におい
て，人権施策を
実施する。

市民の中に人
権を大切にし，
尊重しあう習慣
が根付く。

より豊かな人間
関係が育まれて

いる。

ひとりひとりが尊
重される社会を
めざす

指標

人権に係る相
談機関・窓口
や人権文化構
築に関わる取
組の紹介件数

人権文化の構築
に関わる取組とし
て全庁で実施す
る事業の数

京都人権擁護
委員協議会に
おける人権相談
取扱件数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２　人権・男女共同参画

推進施策２　人権尊重の理念を自主的な行動につなげる取組の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

人権・男
女共同参
画

人権尊重
の理念を
自主的な
行動につ
なげる取
組の推進

市民啓発
事業

市民に向けて
多彩な人権啓
発活動を行う。

多くの市民が
啓発活動に参
加し，人権尊重
の意識が高ま
る。

社会の様々な人
権問題について，
市民の正しい理
解と認識，行動へ
の意欲は高まっ
ている。

より豊かな人間
関係が育まれて

いる。

ひとりひとりが尊
重される社会を
めざす

指標
人権啓発活動
補助金の交付
件数

人権啓発活動
補助金の予算
執行率

市民の自主的な
啓発活動を支援
する事業の利用
件数

京都人権擁護
委員協議会に
おける人権相談
取扱件数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

人権・男
女共同参
画

人権尊重
の理念を
自主的な
行動につ
なげる取
組の推進

企業内人
権啓発

企業に対して
資料提供・ビデ
オ貸出・講師派
遣や講座参加
機会の提供に
より，その人権
尊重への取組
を支援

企業において
人権尊重の
ための取組
がさらに活発
化

企業及びその従
業員をはじめとす
る企業に関わる
人々が，人権問
題についての正
しい理解と認識を
もち，解決のため
に自主的に取り
組む。

より豊かな人間
関係が育まれて

いる。

ひとりひとりが尊
重される社会を
めざす

指標

人権啓発サ
ポート制度の
活用件数及び
企業向け人権
啓発講座等事
業実施回数

人権啓発サ
ポート制度によ
る提供等を受
けた方及び企
業向け人権啓
発講座参加者
の数

企業啓発事業の
利用者の割合

京都人権擁護
委員協議会に
おける人権相談
取扱件数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２　人権・男女共同参画

推進施策３　すべてのひとがいきいきと活動できる取組の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

人権・男
女共同参
画

すべての
人がいき
いきと活
動できる
取組の推
進

労働学校
運営

京都労働学
校でスキル
アップ等の講
座を開設する

講座の受講
者数が増える

市民がスキル
アップできる

すべてのひとが
いきいきと活動
できる場所と機
会に恵まれてい

る

一人ひとりが尊
重される社会を
めざす

指標
京都労働学
校延べ受講
者数

京都労働学校受
講生の満足度

15歳以上の人
口に占める完全
失業者の割合

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２　人権・男女共同参画

推進施策４　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

人権・男
女共同参
画

仕事と生
活の調和
（ワー
ク・ライ
フ・バラ
ンス）の
推進

きょうと男
女共同参
画推進プ
ランの推
進

「きょうと男女
共同参画推
進宣言」事業
者登録制度
の実施・広報
誌の作成・情
報交換会

登録事業者
の増加。登録
制度の周知。
情報交換会
参加事業者
の増加

企業における女
性登用や仕事と
家庭生活の両
立支援の取組
の支援

ワーク・ライフ・
バランス（仕事と
生活の調和）が
進展している

ひとりひとりが尊
重される社会を
めざす

指標

ウィングス
フォーラム
（表彰式実
施）の参加者

「きょうと男女
共同参画推
進宣言」事業
者登録制度
の登録事業
者数

子育て中の社
員を支援する制
度などを法定以
上の基準で設
置している企業
の割合

くるみんマーク
取得企業数（京
都市内）

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２　人権・男女共同参画

推進施策５　女性に対するあらゆる暴力の根絶

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

人権・男
女共同参
画

女性に対
するあら
ゆる暴力
の根絶

配偶者等
に対する
暴力の防
止に関す
る取組

京都市ＤＶ相
談支援セン
ターにおいて
相談・情報提
供・自立への
支援施策を実
施する。

市民に身近な
自治体とし
て，支援窓口
を設け，ＤＶ
対策を強化す
る。

現在ある各種
施策を有効的に
活用し，ＤＶ被
害者が自立でき
るよう支援を行
う。

個人の尊厳が
確立され，安心
してくらしている

ひとりひとりが尊
重される社会を
めざす

指標

京都市男女
共同参画セン
ター ウィング
ス京都の「女
性への暴力
相談」開設時
間数

配偶者暴力相
談支援センター
におけるDVに
関する対応件
数（京都府内）

配偶者暴力相
談支援センター
で受け付けた配
偶者・交際相手
等からの暴力(Ｄ
Ｖ)相談件数（京
都府内）

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野３　青少年

推進施策１　青少年の自主的な活動の促進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

青少年の
成長と参
加

青少年の
自主的な
活動の促
進

青少年活
動セン
ターの運
営

青少年の参
加・体験事業
の実施

青少年が参加・
体験を通して
「生きる力」を身
につける

青少年が「生き
る力」を身につ
け，青少年がみ
ずからの生き

方・将来像を設
計している

若き市民と共に
未来の京都を
築く

指標 実施事業数
青少年活動セン
ターの事業参加

者数

青少年活動セ
ンターで活躍す
るボランティア
数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

青少年の
成長と参
加

青少年の
自主的な
活動の促
進

青少年活
動セン
ターの運
営

青少年活動
への施設提
供

青少年活動
センターの利
用者の増加

青少年の自主
的な活動が活
発になる

青少年が「生き
る力」を身につ
け，青少年がみ
ずからの生き

方・将来像を設
計している

若き市民と共に
未来の京都を
築く

指標
会議室等の
稼働率

青少年の利
用者数

青少年活動セン
ター青少年グ
ループ登録数

青少年活動セ
ンターで活躍す
るボランティア
数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

青少年の
成長と参
加

青少年の
自主的な
活動の促
進

百井青少
年村の運
営

野外活動を通
じた青少年の
育成

青少年が自然
体験を通して
「生きる力」を身
につける

青少年が「生き
る力」を身につ
け，青少年がみ
ずからの生き

方・将来像を設
計している

若き市民と共に
未来の京都を
築く

指標
施設利用者
数

百井青少年村の
施設利用者数

青少年活動セ
ンターで活躍す
るボランティア
数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

青少年の
成長と参
加

青少年の
自主的な
活動の促
進

青少年モ
ニター制
度

幅広い分野で
提案を行うモ
ニターの募集

モニターとし
て活動に参加

市政の幅広い
分野において，
意思決定の過
程に青少年の
力がいかされて
いる

青少年の力が
市政に生かされ

ている

若き市民と共に
未来の京都を
築く

指標

中,高及び大
学への呼び
かけと一般公
募を実施

モニター登録
者数

青少年モニター
の意見回答率

青少年（13～30
歳）が参画して
いる審議会等の
割合

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

青少年の
成長と参
加

青少年の
自主的な
活動の促
進

青少年の
市政参加
への促進

青少年が参
加する審議会
等を増やす。

青少年の社会
への参加意識
が高まる。

青少年の力が
市政に生かされ

ている

若き市民と共に
未来の京都を
築く

指標
青少年が参
画する審議会
数

審議会等に参画
する青少年の人
数

青少年（13～30
歳）が参画して
いる審議会等の
割合

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野３　青少年

推進施策２　課題に直面する青少年の総合支援の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

青少年の
成長と参
加

課題に直
面する青
少年の総
合的支援
の推進

子ども・若
者総合支
援事業

子ども・若者
総合相談窓
口で，社会参
加，社会的自
立に向けた相
談を行う。

社会参加，社
会的自立に
向け，適切な
支援機関へ
繋げるための
相談を行う。

関係機関が連
携した支援を行
う。

課題に直面す
る青少年への

支援が実施され
ている

若き市民と共に
未来の京都を
築く

指標
電話相談件
数

来所相談件
数

相談窓口から
支援機関につな
いだ件数

自立に向け改
善した青少年の
割合

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

青少年の
成長と参
加

課題に直
面する青
少年の総
合的支援
の推進

京都若者
サポート
ステー
ション事
業

職業的自立
に向けた支援
を行う。

職業的自立
に向け，職業
ふれあい事
業での体験を
積む。

職業的自立に
向けた活動が
始められる。

課題に直面す
る青少年への

支援が実施され
ている

若き市民と共に
未来の京都を
築く

指標
こころの専門
相談実施件
数

職業ふれあ
い体験事業
の件数

より就職等に結
びつく方向に変
化した者の割合

自立に向け改
善した青少年の
割合

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野３　青少年

推進施策３　青少年の成長を支援する環境づくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

青少年の
成長と参
加

青少年の
成長を支
援する環
境づくり

青少年事
業の広
報・普及

NPO等が実
施する青少年
育成事業を認
証し，広く発
信する。

連携するNPO
等の数が増
える

NPO等が実施
する青少年育
成事業の情報
発信数が増え，
青少年の事業
参加機会が増
える。

全ての青少年を
受け入れる居場

所がある

若き市民と共に
未来の京都を
築く

指標
連携するNPO
等の数

ユースアクショ
ンプラン認証事
業数

ユースアクショ
ンプラン認証事
業への参加者
数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

青少年の
成長と参
加

青少年の
成長を支
援する環
境づくり

京都市青
少年活動
センター
の運営

地域や学校
等と連携し
た，地域交流
事業の推進

青少年が地
域との交流事
業に参加する

青少年の地域
社会への参加
機会が広がる

全ての青少年を
受け入れる居場

所がある

若き市民と共に
未来の京都を
築く

指標
地域交流事
業の参加者
数

青少年活動セン
ターにおける地
域交流事業数

ユースアクショ
ンプラン認証事
業への参加者
数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野４　地域コミュニティ

推進施策１　いきいきと活動する地域コミュニティづくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

市民生活
とコミュ
ニティ

いきいき
と活動す
る地域コ
ミュニ
ティづく
り

地域コ
ミュニティ
活性化策
の推進

まちづくりアド
バイザー等に
よる働きかけ
を行う

まちづくり組
織を設立する
学区が増える

地域コミュニティ
が組織の活性
化に努めている

地域の課題に
主体的に取り組
める多様なコ

ミュニティができ
ている

住民同士がつ
ながり，おもい
やり，　地域の
みんなで築くく
らしやすいまち
をめざす

指標

自治会加入
促進パンフ
レット作成部
数

自主的にまちづ
くり組織を設立
した学区数

自治会加入率

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野４　地域コミュニティ

推進施策２　すべての市民活動団体の活性化

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

市民生活
とコミュ
ニティ

すべての
市民活動
団体の活
性化

地域コ
ミュニティ
活性化策
の推進

市民活動総
合センターに
よる情報提
供，相談等を
行う

ＮＰＯ法人数
が増える

市民活動団体
が活発に取組を
展開する

さまざまな分野
の市民活動団
体が地域コミュ
ニティと連携し
て活動している

住民同士がつ
ながり，おもい
やり，　地域の
みんなで築くく
らしやすいまち
をめざす

指標
市民活動総
合センター入
館者数

ＮＰＯ法人設立
講座参加人数

NPO法人数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野４　地域コミュニティ

推進施策３　地域コミュニティと京都市との新しいパートナーシップ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

市民生活
とコミュ
ニティ

地域コミュ
ニティと京
都市との新
しいパート
ナーシップ

地域コ
ミュニティ
活性化策
の推進

まちづくりアド
バイザー等に
より活動に対
するアドバイ
スを行う

まちづくり活
動に取り組む
学区が増える

自主的にまちづ
くり活動に取り
組む学区が増
える

地域コミュニティ
と行政とのパー
トナーシップが
深化している

住民同士がつ
ながり，おもい
やり，　地域の
みんなで築くく
らしやすいまち
をめざす

指標

自治会加入
促進パンフ
レット作成部
数

区役所やまちづく
りアドバイザーと
連携してまちづく
り活動に取り組ん
でいる学区数

自治会加入率

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野５　生活安全

推進施策２　消費生活の安心・安全の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

市民生活
の安全

消費生活
の安心・
安全の推
進

消費者啓
発の推進

悪質商法に
関する手口や
その対処法
に関する情報
を発信する

悪質商法に
関する手口や
その対処法
に関する情報
に接する人が
増える

悪質商法への
適切な対処がで
きる人が増える

消費者被害の
防止が図られ救
済体制も充実し

ている

地域が支えあ
う，だれもが安
心してくらせる
まちをめざす

指標
出前講座開
催数

出前講座参
加者数

消費者啓発事
業の参加者数

高齢者の消費
生活相談件数
（人口10万人あ
たり）

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

市民生活
の安全

消費生活
の安心・
安全の推
進

消費者教
育の推進

消費生活に
ついての関心
を高めるきっ
かけづくりを
行う

消費生活に
ついて関心を
もつ人が増え
る

消費者の生活
力が向上する

豊かな消費生
活が営まれてい

る

地域が支えあ
う，だれもが安
心してくらせる
まちをめざす

指標
くらしの達人
事業の実施

くらしの達人
応募者数

消費者教育事
業の参加者数

高齢者の消費
生活相談件数
（人口10万人あ
たり）

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

市民生活
の安全

消費生活
の安心・
安全の推
進

市民との
協働の推
進

市民ボラン
ティアへの支
援を行う

市民ボラン
ティアの活動
が増える

市民ボランティ
アの質が向上
する

豊かな消費生
活が営まれてい

る

地域が支えあ
う，だれもが安
心してくらせる
まちをめざす

指標

京・くらしのサ
ポーターへの
活動機会の
提供数

京・くらしのサ
ポーターの活
動回数

市民ボランティ
アの活動回数

高齢者の消費
生活相談件数
（人口10万人当
たり）

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野５　生活安全

推進施策１　生活安全（防犯・事故防止）の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

市民生活
の安全

生活安全
（防犯・
事故防
止）の推
進

学区の安
心安全
ネット継
続応援事
業

学区の安心
安全ネット活
動に補助金を
交付するな
ど，必要な支
援を行う。

学区の安心
安全ネット
ワークが活性
化される。

学区で自主的な
安心安全活動
が実施される。

お互いに助け合え
るまちになっている
交通事故や犯罪が
少ない安心・安全な
まちになっている

地域が支えあ
う，だれもが安
心してくらせる
まちをめざす

指標
補助金交付
学区数

取組開始学
区数

交通事故による
死者数

犯罪発生（刑法
犯）認知件数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

市民生活
の安全

生活安全
（防犯・
事故防
止）の推
進

学区の安
心安全
ネット継
続応援事
業

学区の安心
安全ネット活
動に補助金を
交付するな
ど，必要な支
援を行う。

学区の安心
安全ネット
ワークが活性
化される。

学区で自主的な
安心安全活動
が実施される。

お互いに助け合え
るまちになっている
交通事故や犯罪が
少ない安心・安全な
まちになっている

地域が支えあ
う，だれもが安
心してくらせる
まちをめざす

指標
補助金交付
学区数

取組開始学
区数

交通事故による
死傷者数

犯罪発生（刑法
犯）認知件数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野６　文化

推進施策１　すべての市民が京都のまちを支え，かつ誇りにできる文化芸術創造のまちづくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

文化

すべての市
民が京都の
まちを支
え，かつ誇
りにできる
文化芸術創
造のまちづ
くり

文化ボラ
ンティア
事業

文化ボラン
ティアの募集
と文化芸術活
動への派遣

文化ボラン
ティアの活動
が活発になる

自らが文化芸
術活動を支援
する機運が高ま
る

日常の生活
シーンのなかに
文化芸術がとけ

こんでいる

世界的な文化
芸術都市として
創生する

指標
文化ボラン
ティアを派遣
した延べ日数

学術，文化，芸術又
はスポーツの振興
を図る活動を行う市
内NPO法人数

市民ふれあいス
テージ出演申込
数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

文化

すべての市
民が京都の
まちを支
え，かつ誇
りにできる
文化芸術創
造のまちづ
くり

京都市文
化会館

文化的な催物や
会議等さまざま
な活動の場とし
て施設を提供

地域の文化
芸術活動が
盛んになる

自らが文化芸
術活動を行う機
運が高まる

日常の生活
シーンのなかに
文化芸術がとけ

こんでいる

世界的な文化
芸術都市として
創生する

指標
文化会館の
総利用者数

京都市後援名義
使用許可数

市民ふれあいス
テージ出演申込
数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

指標

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野６　文化

推進施策２　歴史に培われた和の文化の継承と新たな創造活動の支援

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

文化

歴史に培
われた和
の文化の
継承と新
たな創造
活動の支
援

京都芸術
センター

・多様な芸術活
動の支援
・芸術に関する情
報の発信
・芸術を通じた市
民と芸術家等の
交流促進

様々な分野
の若手芸術
家の育成

京都から新たな
芸術活動を創
造し発信する

文化芸術に関
わる活動が盛ん

となっている

世界的な文化
芸術都市として
創生する

指標
芸術センター
利用者数

芸術大学におけ
る修士課程及び
博士課程への進
学者数

京都市芸術文化
特別奨励制度応
募者数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

文化

歴史に培
われた和
の文化の
継承と新
たな創造
活動の支
援

文化芸術
を鑑賞・体
験する機
会を創出
するため
の取組

京都創生座の実
施

・伝統芸能の，分
野を超えた交流
が生まれる
・京都の伝統芸
能により，国内外
の人々を惹き付
ける

京都の伝統的
な文化芸術を体
験する機会を通
じ，これらの文
化芸通が継承さ
れる

文化芸術に関
わる活動が盛ん

となっている

世界的な文化
芸術都市として
創生する

指標
京都創生座
入場者数

伝統芸能等事業
の入場者数

京都市芸術文化
特別奨励制度応
募者数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野６　文化

推進施策３　世界的な交流を視野に入れた文化芸術環境の向上

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

文化

世界的な
交流を視
野に入れ
た文化芸
術環境の
向上

京都コン
サート
ホール

・優れた音楽鑑
賞の機会の提供
・音楽を通じた国
際交流の促進
・内外の音楽文
化の受発信

鑑賞者の増
加，音楽芸術
による国際交
流，青少年の
育成

音楽文化に触れ
る機会が増加す
ることにより，文
化活動を支える
人や，発表する
場が増える

文化芸術によっ
て社会全体が

活気づいている

世界的な文化
芸術都市として
創生する

指標
京都コンサー
トホール入場
者数

ホール等の入
場者数

文化施設の年
間入場者数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

文化

世界的な
交流を視
野に入れ
た文化芸
術環境の
向上

京都芸術
センター

・多様な芸術活
動の支援
・芸術に関する情
報の発信
・芸術を通じた市
民と芸術家等の
交流促進

京都芸術セン
ターの利用者
が，多様な芸
術活動に関す
る情報に触
れ，芸術を通じ
た交流が促進
される

広く世界に向け
て的確に京都
の文化芸術の
魅力が発信され
る

文化芸術によっ
て社会全体が

活気づいている

世界的な文化
芸術都市として
創生する

指標
京都芸術セン
ター利用者数

京都芸術セン
ターＨＰのアクセ
ス件数

文化施設の年
間入場者数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野６　文化

推進施策４　かけがえのない地域の文化財の保護，活用と伝承

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

文化

かけがえ
のない地
域の文化
財の保
護，活用
と伝承

条例関連
実態調査
（未指定
文化財庭
園調査）

市内に存在
する歴史的・
文化的資産
の調査を行う

文化財の指
定・登録候補
を決定する

文化財の指定・
登録数が増える

文化財が社会
全体で守られ，
地域の活性化
にもつながって
いる

世界的な文化
芸術都市として
創生する

指標

条例関連実態
調査数（未指
定文化財庭園
調査）

文化財保護
審議会諮問
件数

文化財保護審
議会答申件数

市指定・登録文
化財の数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

文化

かけがえ
のない地
域の文化
財の保
護，活用
と伝承

みやこ文
化財愛護
委員，文化
財マネー
ジャーの
育成

文化財研修
の開催

みやこ文化財
愛護委員，文
化財マネー
ジャーを登録
する

文化財の公開
事業等にボラン
ティアとして参
加する他，調
査，修理等に携
わる

文化財が社会
全体で守られ，
地域の活性化
にもつながって
いる

世界的な文化
芸術都市として
創生する

指標
講座開催数，
受講者数

登録者数

文化財の公開事
業等や歴史的建
造物保護のため
の取組等に参加
する人数

市指定・登録文
化財の数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野７　スポーツ

推進施策１　「するスポーツ」の取組の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

スポーツや
レクリエー
ションに親
しむ機会に
恵まれたま
ちをつくる

「するス
ポーツ」
の取組の
推進

地域体育
館の利用

施設の利用を
促す

施設の利用
件数が増える

スポーツをする
人が増える

それぞれの年
齢や個性，環境
に応じてスポー
ツを楽しんでい

る

スポーツやレクリ
エーションに親し
む機会に恵まれた
まちづくりが実現
する

指標
地域体育館
の施設利用
件数

本市スポーツ施
設の利用件数

週１回以上運動
やスポーツをす
る市民の割合

施策指標 政策指標

推進施策２　「みるスポーツ」の取組の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

スポーツや
レクリエー
ションに親
しむ機会に
恵まれたま
ちをつくる

「みるス
ポーツ」
の取組の
推進

地域密着
型プロス
ポーツ
チームの
試合観戦

試合に係る広
報活動及びイ
ベントの実施

観客数が増
える

スポーツをみる
人が増える

トップレベルの
スポーツに身近
に触れられてい

る

スポーツやレクリ
エーションに親し
む機会に恵まれた
まちづくりが実現
する

指標

本市地域密着型プ
ロスポーツチーム
のホームゲームの
観客数

プロスポーツ・
全国規模大会
の開催日数

市内でプロスポーツ
やトップスポーツを
直接観戦した市民
の割合

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



推進施策３　「支えるスポーツ」の取組の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

スポーツや
レクリエー
ションに親
しむ機会に
恵まれたま
ちをつくる

「支える
スポー
ツ」の取
組の推進

京都マラ
ソンのボ
ランティア
参加

ボランティア
の募集

ボランティア
参加者が増
える

スポーツを支え
る人が増える

多様なスポーツ
活動が支え合
い，ひととひとと
がつながってい
る

スポーツやレクリ
エーションに親し
む機会に恵まれた
まちづくりが実現
する

指標
京都マラソン
ボランティア
参加者数

市主催のスポー
ツ事業のボラン
ティア参加者数

スポーツ活動にボラ
ンティアとして参加
した市民の割合

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野８　産業・商業　

推進施策１　多様で活力ある中小企業・ベンチャーの育成と発展支援

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

多様で活力
ある中小企
業・ベン
チャーの育
成と発展支
援

中小企業
パワー
アッププ
ロジェクト

企業を訪問
し，専門家，
他の支援機
関と連携し，
総合的，継続
的に支援

企業の問題
点の把握

支援企業の問
題解決

産業の活性化，
雇用及び税収

の増大

新たな価値を創
る都市

指標 企業訪問数
発生要望件

数

課題解決件数
（対応済み要望

件数）

製造業における
市内総生産

施策指標 政策指標

推進施策２　産学公の連携による新産業の創出と新事業の創出

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

産業・商
業

産学公の連
携による新
産業の創出
と新事業の
創出

知的クラ
スター創
成事業の
推進

産学公共同
研究の実施

産学公共同
研究が進む

共同研究成果
が事業化される

付加価値の高
いものづくりが
推進されている

イノベーション
が創出されるま
ちとなっている

指標 参画機関数
KYO-NANO
会会員数

共同研究成果
による売上高

製造業における
市内総生産

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

産業・商
業

産学公の
連携によ
る新産業
の創出と
新事業の
創出

コンテンツ
産業推進
事業，マン
ガミュージ
アム新展
開事業

マンガコンテン
ツ活用推進事
業，KYOTO
CMEX，人材育
成講座などの
実施

コンテンツ産
業における新
産業・新事業
展開の支援，
人材の育成

コンテンツ産業
の振興につなが
る

京都ならではの
「美」「感性」を
生かし，独自性
と創造性を生み

出すまち

新たな価値を創
る都市をめざす

指標
事業の実施
数

コンテンツ産業に
おける新産業・新
事業展開への支
援件数

マンガミュージア
ムとの連携により
新産業・新事業を
創出した件数

製造業における
市内総生産

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



推進施策３　京都の強みを生かした事業環境の整備

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

産業・商
業

京都の強
みを生か
した事業
環境の整
備

戦略的企
業誘致の
推進

企業誘致活
動の実施

市内に企業
が立地する

市内企業の活
性化，就業の場
の拡大及び税
収の増加

企業が相互に
刺激を与え，連
関しながら発展

する

新たな価値を創
る都市になって
いる

指標
立地意向の
ある企業の発
掘数

企業立地促
進助成制度
補助金交付
件数

正規雇用者増
加人数

働くことを希望
するすべての人
が就業できるま
ち

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野８　産業・商業　

推進施策６　ソーシャルビジネス（社会的企業）への支援

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

産業・商
業

ソーシャ
ルビジネ
ス（社会
的企業）
への支援

ソーシャ
ルビジネ
ス支援事
業

ソーシャルビ
ジネス事業者
を支援する。

ソーシャルビ
ジネスの認知
度が向上す
る。

ソーシャルビジ
ネスの概念が
社会に定着す
る。

商いでにぎわ
い，魅力あふれ

る町

新たなる価値を
作る都市をめざ
す。

指標
ソーシャルビ
ジネス支援対
象者数

中小企業のソー
シャルビジネス
の関心度

年間商品販売
額

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野８　産業・商業　

推進施策７　市民に安心していただける流通体制の強化

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

適正計量
の確保

計量検査
定期検査
立入検査

定期検査済
証（合格シー
ル）の発行

定期検査の必
要性を理解して
もらえる

適正計量が充
実してくる

指標
不合格器物
使用者の指
導徹底

不合格器物
数の減

不合格器物数
の減

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

産業・商
業

市民に安
心してい
ただける
流通体制
の強化

中央卸売
市場の整
備による
市場機能
の強化

マスタープラ
ンの推進

中央卸売市
場の整備

取扱頭数の増
頭

取扱金額の増
額

安全・安心な市
場機能の強化

市民の食生活
の安定と向上

指標
マスタープラ
ンの進ちょく
状況

市場整備の
進ちょく状況

取扱頭数

取扱金額

年間商品販売
額

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

産業・商
業

卸売市場
の管理

マスター
プランに
基づいた
流通拠点
としての
整備推進

効率的かつ
安全安心な
生鮮食料品
の流通体制
の推進

市場流通量
の増加

「食の安全，安
心」の確立。適
正な価格の形
成

京都市及び周
辺地域に対す
る生鮮食料品
の流通拠点

市民に安心して
いただける流通
体制の強化

指標

安全，安心な
生鮮食料品の
取扱体制の確
保

需要者のニー
ズに対応した
取扱体制の構
築

市場取扱数量
卸売市場の活
性化

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野８　産業・商業　

推進施策７　雇用の維持・確保と新たな雇用創出に向けた取組の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

産業・商
業

雇用の維
持・確保
と新たな
雇用創出
に向けた
取組の推
進

京都企
業・就業
情報デー
タベース
システム
の運営

京都の中小
企業データ作
成及びＷＥＢ
サイト公開

京都の中小
企業情報の
閲覧者の増
加，若年求職
者の就職活
動の間接的
支援

京都の中小企
業と若年求職者
の「雇用のミス
マッチ」解消に
寄与

働くことを希望
するすべてのひ
とが就業できる

まち

新たな価値をつ
くる都市をめざ
す

指標
ＷＥＢサイト
のアクセス数

企業情報の公開
による中小企業
支援及び閲覧者
の就職活動支援

若年有業者率
京都府の完全
失業率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

産業・商
業

雇用の維
持・確保
と新たな
雇用創出
に向けた
取組の推
進

きょうと男
女共同参
画推進プ
ランの推
進

「きょうと男女
共同参画推進
宣言」事業者
登録制度の実
施・広報誌の
作成・情報交
換会

登録事業者
の増加。登録
制度の周知。
情報交換会
参加事業者
の増加

企業における女
性登用や仕事と
家庭生活の両
立支援の取組
の支援

働くことを希望
するすべてのひ
とが就業できる

まち

新たな価値をつ
くる都市をめざ
す

指標

ウィングス
フォーラム（表
彰式実施）の
参加者

「きょうと男女共
同参画推進宣
言」事業者登録
制度の登録事業
者数

女性有業者率
京都府の完全
失業率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

産業・商
業

雇用の維
持・確保
と新たな
雇用創出
に向けた
取組の推
進

シルバー
人材セン
ター運営
補助

シルバー人材
センターの会
員が増加する

シルバー人材セ
ンターへの登録
が増えること
で，高齢者の知
恵や経験，技能
が生かされる

働くことを希望
するすべてのひ
とが就業できる

まち

新たな価値をつ
くる都市をめざ
す

指標
シルバー人材
センターの年
度末会員数

高齢有業者率
京都府の完全
失業率

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

産業・商
業

雇用の維
持・確保
と新たな
雇用創出
に向けた
取組の推
進

障害者就
労支援推
進事業

障害者就労
支援推進事
業（雇用促進
を含む）を実
施する

多様な働き方
を可能にする
支援を行う

一般企業等に
就職する障害
のある人が増
加する。

働くことを希望
するすべてのひ
とが就業できる

まち

新たな価値をつ
くる都市をめざ
す

指標
障害者就労
支援推進事
業の実施

企業開拓数
及び研修参
加者数

京都府の障害者
雇用率

京都府の完全
失業率

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野１０　農林業　

推進施策１　産業として魅力ある農林業の構築と担い手の育成

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

農林業

産業とし
て魅力あ
る農林業
の構築と
担い手の
育成

農林業の
中核的な
担い手へ
の支援

省略
営農等相談件
数が増える

農業経営基盤
強化措置法に
基づく認定農業
者が増える

農林業の魅力
創出で多様な担
い手が育つ環
境が整っている

人と生命と環境
と育む京の農林
業をめざす

指標 省略
営農等相談件
数

農業経営基盤
強化措置法に
基づく認定農業
者数

農業粗生産額

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

農林業

産業とし
て魅力あ
る農林業
の構築と
担い手の
育成

付加価値
の高い農
林産物の
生産の推
進

省略
林業労働者長
期就労日数が
増える

林業に従事する
労働者が増える

農林業の魅力
創出で多様な担
い手が育つ環
境が整っている

人と生命と環境
と育む京の農林
業をめざす

指標 省略
林業労働者長
期就労日数

林業労働者数 林業粗生産額

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１０　農林業　

推進施策２　　環境や社会に貢献できる農林業の育成

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

農林業

環境や社
会に貢献
できる農
林業の育
成

二酸化炭
素吸収に
つながる
取組の推
進

省略
林道，作業道
が整備される

二酸化炭素吸
収につながる間
伐面積が増える

農林業が環境
や社会に貢献で
きている

人と生命と環境
と育む京の農林
業をめざす

指標 省略
林道・作業道
延長

間伐面積（スギ
やヒノキの人工
林における間伐
面積）

林業粗生産額

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

農林業

環境や社
会に貢献
できる農
林業の育
成

過度の化
石エネル
ギー依存
からの転
換

省略
京の旬野菜認
定生産者数が
増える

環境に負荷をか
けない適期適作
に取り組む農家
が増える

農林業が環境
や社会に貢献で
きている

人と生命と環境
と育む京の農林
業をめざす

指標 省略
京の旬野菜認
定生産者数

「京の旬野菜」
供給量

農業粗生産額

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１０　農林業　

推進施策３　　市民との共汗で築く農林業

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

農林業
市民との
共汗で築
く農林業

農林業に
ふれる機
会の創出

省略
市民農園に取
り組む農業者
が増える

市民農園の区
画数が増える

市民の農林業
への参画と理解
が進んでいる

人と生命と環境
と育む京の農林
業をめざす

指標 省略
市民農園開設
数

市民農園区画
数

京都市の農林
業が魅力的であ
ると感じている
市民の割合

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野１１　大学

推進施策１　京都で学び，住み続けたくなる「大学のまち」の実現

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

大学

京都で学
び，住み続
けたくなる
「大学のま
ち」の実現
に向けた施
策

京カレッ
ジ

京カレッジの
講座内容を充
実する

提供講座数
が増える

個性あふれる
多様な講座が
提供できる

「学びの環境」
の充実により全
国に占める市内
学生数の割合

が上がる

大学の集積が
都市の活力を
支え高めるまち

をめざす

指標
大学講義提
供数

京カレッジ延
べ受講者数

受講者の満足
度

市内学生数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野１１　大学

推進施策２　大学の国際化に向けた人材育成と留学生等の受入拡大

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

大学

大学の国際
化に向けた
人財育成と
留学生等の
受入拡大

留学生お
こしやすＰ
ＡＳＳ

事業内容の
拡充

おこしやす
PASS利用者
数の増加

母国における
日本の魅力の

発信

留学整数が増
加する

大学の集積が
都市の活力を
支え高めるまち

をめざす

指標
発行件数の
増加

施設利用者
数

留学生誘致
ホームページの
アクセス数増加

市内大学留学
生数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野１１　大学

推進施策３　学生のパワーで活気あふれる「学生のまち」の実現

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

大学

学生のパ
ワーで活気
あふれる
「学生のま
ち」の実現

輝く学生
応援プロ
ジェクト

「学生の活動
拠点」の運営

拠点を中心と
して活動する
団体が増える

助成金申請団
体が増える

学生の力で,京
都のまちが活気

にあふれる

大学の集積が
都市の活力を
支え高めるまち

をめざす

指標 入場者数 登録団体数
助成事業申請
件数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野１１　大学

推進施策４　産業の振興と大学教育の充実に向けた産学公地域連携の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

大学

産業の振興
と大学教育
の充実に向
けた産学公
地域連携の
推進

学まちコ
ラボ事業

学まちコラボ
事業の推進

学まちコラボ
事業申請件
数の増加

行政と大学との
連携による，市
政及び地域等
への還元

産学公地域連
携が進んだまち

大学の集積が
都市の活力を
支え高めるまち

をめざす

指標 　なし 申請件数
京都市と大学と
の協定締結大
学数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野１２　国際化

推進施策１　世界の人々を引き寄せる京都の魅力の向上と発信

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

国際化

世界中の
ひとびと
を引き寄
せる京都
の魅力の
向上と発
信

多彩な国
際交流の
推進事業

国際化推進
室が対応する
外国からの表
敬訪問数が
増える。

コンベンション
参加者が増える

世界中の人々
を引き寄せるま
ちになっている

住む人にも，訪
れる人にも魅力
的な国際都市
をめざす

指標
接遇賓客者
数

コンベンション
参加者数

コンベンション
開催件数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

国際化

世界中の
ひとびと
を引き寄
せる京都
の魅力の
向上と発
信

多彩な国
際交流の
推進事業

国際化推進
室が対応する
外国からの表
敬訪問数が
増える。

全庁的に外国
からの研修・視
察・表敬訪問に
来る人が増え
る。

世界中の人々
を引き寄せるま
ちになっている

住む人にも，訪
れる人にも魅力
的な国際都市
をめざす

指標
接遇賓客者
数

外国から京都
市への視察・表
敬訪問受入人
数

コンベンション
開催件数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１２　国際化

推進施策２　市民主体の国際交流・国際協力の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

国際化

市民主体
の国際交
流・国際
協力の推
進

京都市国
際交流会
館

国際交流会
館への来館
者数が増え
る。

国際交流団体
が活発に活動し
ている。

市民，民家レベ
ルでの国際交
流が定着してい
る。

住む人にも，訪
れる人にも魅力
的な国際都市
をめざす

指標
京都市国際
交流会館来
館者数

kokoka国際交
流団体ねっと加
入団体数

京都市国際交
流会館登録ボラ
ンティア数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

国際化

市民主体
の国際交
流・国際
協力の推
進

京都市国
際交流会
館

国際交流会
館への来館
者数が増え
る。

国際理解を深
める市民が増え
る。

市民，民家レベ
ルでの国際交
流が定着してい
る。

住む人にも，訪
れる人にも魅力
的な国際都市
をめざす

指標
京都市国際
交流会館来
館者数

京都市国際交
流会館セミ
ナー・イベント参
加者数

京都市国際交
流会館登録ボラ
ンティア数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１２　国際化

推進施策３　外国籍市民が暮らしやすく，活躍できるまちづくりの推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

国際化

外国籍市
民がくら
しやす
く，活躍
できる多
文化が息
づくまち
づくりの
推進

外国籍市
民施策の
総合的な
推進

医療通訳が
派遣される病
院が増える。

京都に住みた
いと思う外国人
が増える。

多文化が息づく
まちとなってい
る。

住む人にも，訪
れる人にも魅力
的な国際都市
をめざす

指標
医療通訳派
遣対象病院
数

京都市における
外国人入国及
び転入者数

京都市国際交
流会館登録ボラ
ンティア数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

国際化

外国籍市
民がくら
しやす
く，活躍
できる多
文化が息
づくまち
づくりの
推進

外国籍市
民施策の
総合的な
推進

医療通訳が
派遣される病
院が増える。

市内に在住する
外国人の学生
が増える。

多文化が息づく
まちとなってい
る。

住む人にも，訪
れる人にも魅力
的な国際都市
をめざす

指標
医療通訳派
遣対象病院
数

市内在住留学
生数（在留資格
が留学ビザの
学生数）

京都市国際交
流会館登録ボラ
ンティア数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

国際化

外国籍市
民がくら
しやす
く，活躍
できる多
文化が息
づくまち
づくりの
推進

外国籍市
民施策の
総合的な
推進

外国籍市民
の活動を伝え
る広報誌の
発行数が増
える

外国籍市民が
知識や能力が
発揮できる機会
が増える。

多文化が息づく
まちとなってい
る。

住む人にも，訪
れる人にも魅力
的な国際都市
をめざす

指標
ニュースレ
ター配布数

国際文化交流
派遣件数

京都市国際交
流会館登録ボラ
ンティア数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野１３　子育て支援

推進施策１　市民ぐるみ・地域ぐるみで子育てを支え合う子育て支援の風土づくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

市民ぐる
み・地域
ぐるみで
子育てを
支え合う
子育て支
援の風土
づくり

京都やん
ちゃフェス
タの開催

京都やんちゃ
フェスタ参画
団体との連携
を進める

京都やんちゃ
フェスタの参
加者が増える

子どもの健全育
成や子育て支
援の風土づくり
につながる

地域全体で子
どもや子育て親
子を見守り，支

えている

市民ぐるみ・地
域ぐるみで子ど
もを共に育むま
ちづくりを進め
る

指標
やんちゃフェ
スタ出展等団
体数

やんちゃフェ
スタ来場者数

やんちゃフェス
タ来場者数

ー

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

市民ぐる
み・地域
ぐるみで
子育てを
支え合う
子育て支
援の風土
づくり

子どもを
共に育む
京都市民
憲章の推
進

同憲章を普及
啓発する

憲章の理念
に共感し，実
践する市民が
増える

家庭，地域，学
校，企業，行政
など社会のあら
ゆる場において
行動の輪が広
がる

地域全体で子
どもや子育て親
子を見守り，支

えている

市民ぐるみ・地
域ぐるみで子ど
もを共に育むま
ちづくりを進め
る

指標
市民しんぶん
等での広報
回数

同憲章の認
知度

「こどもを地域ぐ
るみで見守って
くれるので安心
できる」と思う人
の割合

－

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１３　子育て支援

推進施策２　子どものいのちと人権が大切にされるまちづくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

子どもの
いのちと
人権が大
切にされ
るまちづ
くり

児童虐待
への的確
な対応

虐待相談に
対して速やか
な対応を行う

相談のあった
児童の安全を
確認・確保す
る

児童虐待を未
然に防止する

子どものいのち
と人権が大切に

されている

市民ぐるみ・地
域ぐるみで子ど
もを共に育むま
ちづくりを進め
る

指標

虐待相談に
対し48時間以
内に対応した
件数

安全が確認・
確保された児
童の数

迅速かつ的確
に安全が確保さ
れた児童の割
合(48時間以内
に対応した割
合）

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

子どもの
いのちと
人権が大
切にされ
るまちづ
くり

児童虐待
発生防止
の啓発

ホームページ
により児童虐
待防止に関
する情報を発
信する

児童虐待に
ついて理解す
る市民が増え
る

児童虐待防止
に関する市民の
意識が高くなる

子どものいのち
と人権が大切に

されている

市民ぐるみ・地
域ぐるみで子ど
もを共に育むま
ちづくりを進め
る

指標
児童虐待相
談ホームペー
ジの発信

児童虐待に
ついて理解す
る市民の数

児童虐待防止
に関心のある市
民の数（ホーム
ページアクセス
件数）

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１３　子育て支援

推進施策３　次世代をはぐくむすべての家庭を支援し支え合えるまちづくり　

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

次世代を
育むすべ
ての家庭
を支援し
支え合え
るまちづ
くり

子育て支
援活動い
きいきセ
ンター（つ
どいの広
場）事業
の実施

子育て親子
の交流，集い
の場の提供と
事業の実施

つどいの広場
利用者数が
増加する

より身近な地域
で乳幼児の親
子が気軽に集
い，交流できる
場所が増える

地域全体で子
どもや子育て親
子を見守り，支
えている

市民ぐるみ・地
域ぐるみで子ど
もを共に育むま
ちづくりを進め
る

指標 運営経費
つどいの広場
利用者数

つどいの広場実
施箇所数（箇所）

ファミリーサポー
ト事業登録者数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

次世代を
育むすべ
ての家庭
を支援し
支え合え
るまちづ
くり

母子福祉
センター
の運営

ひとり親家庭
への相談援
助,情報提
供。

自立を支援す
る講座への
参加が増える

ひとり親家庭を
トータルでサ
ポートし,自立を
助ける

地域全体で子
どもや子育て親
子を見守り，支
えている

市民ぐるみ・地
域ぐるみで子ど
もを共に育むま
ちづくりを進め
る

指標
電話,来所に
よる就業相談
数

就職準備セミ
ナー参加者
数

母子福祉セン
ター利用者数

ファミリーサポー
ト事業登録者数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１３　子育て支援

推進施策３　次世代をはぐくむすべての家庭を支援し支え合えるまちづくり　

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

次世代を
育むすべ
ての家庭
を支援し
支え合え
るまちづ
くり

保育所待
機児童対
策

新設及び既
存保育所の
増改築を実施
する

保育所定員
数が拡大する

保育所待機児
童が解消してい
く

仕事と子育てを
両立しやすいま
ち

市民ぐるみ・地
域ぐるみで子ど
もを共に育むま
ちづくりを進め
る

指標
修繕・改築件
数

保育所入所
児童数

保育所定員
保育所待機児
童数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

次世代を
育むすべ
ての家庭
を支援し
支え合え
るまちづ
くり

延長保育
事業

延長保育に
取り組む保育
所に対して，
実施経費を補
助する

就労時間帯
の多様化等
による保育需
要に対応でき
る

延長保育実施
保育所が拡大
する

仕事と子育てを
両立しやすいま
ち

市民ぐるみ・地
域ぐるみで子ど
もを共に育むま
ちづくりを進め
る

指標 補助経費 利用者数 実施箇所数
保育所待機児
童数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

次世代を
はぐくむ
すべての
家庭を支
援し支え
合えるま
ちづくり

一時保育
事業

一時保育に
取り組む保育
所に対して，
実施経費を補
助する

緊急時やリフ
レッシュなど
による保育需
要に対応でき
る

一時保育実施
保育所が拡大
する

仕事と子育てを
両立しやすいま
ち

市民・地域ぐる
みで子どもを共
に育むまちづく
りを進める

指標 補助経費 利用者数 実施箇所数
保育所待機児
童数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

次世代を
はぐくむ
すべての
家庭を支
援し支え
合えるま
ちづくり

休日保育
事業

休日保育に
取り組む保育
所に対して，
実施経費を補
助する

就労形態の
多様化等によ
る保育需要に
対応できる

休日保育実施
保育所が拡大
する

仕事と子育てを
両立しやすいま
ち

市民・地域ぐる
みで子どもを共
に育むまちづく
りを進める

指標 補助経費 利用者数 実施箇所数
保育所待機児
童数

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１３　子育て支援

推進施策４　子どもを安心して生み健やかに育てることのできるまちづくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

子どもを
安心して
生み健や
かに育て
ることの
できるま
ちづくり

新生児等
訪問指導
事業（こ
んにちは
赤ちゃん
事業）

生後４箇月ま
での乳児のい
る全ての家庭
を訪問し，保
健指導等を行
う。

母親の育児
不安や子ども
の発達異常を
早期発見し，
適切な施策に
つなげる。

虐待の予防や，
子どもの健やか
な成長を確保す
ることができる。

子どもを安心し
て生み健やか
に育てることが

できている

市民ぐるみ・地
域ぐるみで子ど
もを共に育むま
ちづくりを進め
る

指標

生後４箇月ま
での乳児のい
る家庭への
訪問件数

－
生後４箇月まで
の乳児のいる
家庭の訪問率

－

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野１３　子育て支援

推進施策５　子どもの健全育成のための環境づくり，放課後の子どもたちの居場所づくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

子どもの
健全育成
のための
環境づく
り，放課
後の子ど
もたちの
居場所づ
くり

児童館事
業

児童館の設
置を進める

児童館の利
用児童数が
増える

放課後の児童
の居場所づくり
が進む

仕事と子育てを
両立しやすいま

ち

市民ぐるみ・地
域ぐるみで子供
を共に育むまち
づくりを進める

指標
児童館の設
置数

児童館の利
用児童数

児童館の利用
児童数

ー

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

子どもの
健全育成
のための
環境づく
り，放課
後の子ど
もたちの
居場所づ
くり

学童クラ
ブ事業等
登録児童
数

学童クラブの
設置を進める

学童クラブ事
業等登録児
童数が増える

放課後の児童
の居場所づくり
が進む

仕事と子育てを
両立しやすいま

ち

市民ぐるみ・地
域ぐるみで子供
を共に育むまち
づくりを進める

指標
学童クラブの
設置数

学童クラブ事
業等登録児
童数

学童クラブ事業
等登録児童数

ー

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

子育て支
援

子どもの
健全育成
のための
環境づく
り，放課
後の子ど
もたちの
居場所づ
くり

中高生と
赤ちゃん
との交流
事業

中高生と赤
ちゃんとの交
流事業の新
規実施を進め
る

中高生と赤
ちゃんとの交
流事業の参
加者が増える

中高生の健全
育成が進む

市民，地域ぐる
みで子育てを支
え合う子育て支
援の風土づくり

市民ぐるみ・地
域ぐるみで子供
を共に育むまち
づくりを進める

指標

中高生と赤
ちゃんとの交
流事業実施
箇所数

中高生と赤
ちゃんとの交
流事業参加
者数

中高生と赤ちゃ
んとの交流事業
実施箇所数

ー

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野１４　障害者福祉

推進施策１　お互いに認め合い支え合ってくらすまちづくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

障害者福
祉

お互いに
認めあい
支え合っ
てくらす
まちづく
り

移動支援
事業

外出するため
の移動支援
のサービスを
提供する

移動支援の
サービスの利
用時間が増
加する

障害のあるひと
が外出する機
会が増加する

お互いに認め
合い支えあって
ともに地域でく
らすまちづくり
が進んでいる

障害のある人も
ない人も，すべ
ての人が違いを
認め合い，支え
合うまちづくりを
推進する

指標
サービスの支
給決定量

移動支援の
利用時間数

移動支援の利
用時間数

10年間で新た
に地域生活へ
移行する人数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

障害者福
祉

お互いに
認めあい
支えあっ
て暮らす
まちづく
り

社会参加
推進事業

コミュニケー
ション支援事
業を提供する

コミュニケー
ション支援を
利用するひと
が増える

障害のあるひと
の社会参加の
機会が増える

お互いに支え
あって共に地域
でくらすまちづ
くりが進んでい

る

障害のある人も
ない人も，すべ
ての人が違いを
認めあい，支え
あうまちづくりを
推進する

指標

コミュニケー
ション支援の
利用申請者
数

コミュニケー
ション支援を
活用した利用
者数

コミュニケーショ
ン支援を活用し
た利用者数

10年間で新た
に地域生活へ
移行する人数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１４　障害者福祉

推進施策２　自立した地域生活への移行促進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

障害者福
祉

自立した
地域生活
の促進

障害福祉
サービス
（居宅介
護等）

居宅介護等
のサービスを
提供する

居宅介護等
のサービスの
利用時間が
増える

福祉的支援を
必要とするひと
に必要な福祉
サービスを十分
に提供する

障害のある人が
自立した地域生
活を送ることが

できている

障害のある人も
ない人も，すべ
ての人が違いを
認めあい，支え
あうまちづくりを
推進する

指標
居宅介護等
の支給決定
量

居宅介護等
の利用時間
数

居宅介護等の
利用時間数

10年間で新た
に地域生活へ
移行する人数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

障害者福
祉

自立した
地域生活
の促進

障害福祉
サービス
（グルー
プホーム
等）

グループホー
ム等のサービ
スを提供する

グループホー
ム等のサービ
スの利用者
が増える

居住の場を必
要とするひとに
必要な福祉
サービスを十分
に提供する

障害のある人が
自立した地域生
活を送ることが

できている

障害のある人も
ない人も，すべ
ての人が違いを
認めあい，支え
あうまちづくりを
推進する

指標
グループホー
ム等の支給
決定量

グループホー
ム等の利用
者数

グループホーム
等の利用者数

10年間で新た
に地域生活へ
移行する人数

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１４　障害者福祉

推進施策３　生きがいを持って働くことができる社会づくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

障害者福
祉

生きがい
を持って
働くこと
ができる
地域社会
づくり

障害者就
労支援推
進事業

障害者就労
支援推進事
業（企業に対
する雇用支援
を含む）を実
施する。

研修や職場
実習を受ける
障害のある人
が増える。

一般就労に向
けて意欲的に取
り組もうとする
障害のある人
が増える。

働く意欲のある
ひとが生きがい
をもって働くこと
ができている

障害のある人も
ない人も，すべ
ての人が違いを
認めあい，支え
あうまちづくりを
推進する

指標
就労支援研修
の実施回数，
企業開拓数

研修参加者
数及び職場
実習体験者
数

就業・生活支援
センターにおけ
る相談・支援件
数

10年間で新たに
福祉施設から一
般就労に移行す
る人数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

障害者福
祉

生きがい
を持って
働くこと
ができる
地域社会
づくり

就労デ
イ・ケア事
業

就労デイ・ケ
ア事業を実施
する

就労デイ・ケ
ア事業を終了
し，一般就労
に向けて活動
するひとが増
える。

一般就労に向
けて意欲的に取
り組もうとする
障害のある人
が増える。

働く意欲のある
ひとが生きがい
をもって働くこと
ができている

障害のある人も
ない人も，すべ
ての人が違いを
認めあい，支え
あうまちづくりを
推進する

指標
就労デイ・ケ
ア事業の通
所者数

個別就労支
援人数

個別就労支援
人数

10年間で新たに
福祉施設から一
般就労に移行す
る人数

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１４　障害者福祉

推進施策４　生活しやすい社会環境の整備

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

障害者福
祉

生活しや
すい社会
環境の整
備

みやこUD
推進事業

すべての人
に，分かりや
すい情報提
供を促進す
る。

情報を提供す
るときに必要
な配慮がされ
た印刷物が
増加する

誰もが，安心し
て必要な情報を
得ることができ
る。

すべての人に
とって生活しや
すい社会環境
の整備が進ん

でいる

障害のある人も
ない人も，すべ
ての人が違いを
認めあい，支え
あうまちづくりを
推進する

指標

印刷物の情報
保障への配慮
の促進（周知・
啓発）

印刷物の情
報保障配慮
率

市民向け印刷
物の情報保障
配慮率

10年間で新た
に地域生活へ
移行する人数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

障害者福
祉

生活しや
すい社会
環境の整
備

建築物の
バリアフ
リーに関
する事前
協議

建築物につい
て，バリアフ
リーに関する
事前協議を行
う。

現行のバリア
フリー条例に
適合する建築
物が増加する

すべての人が
暮らしやすいよ
うに，建築物等
のハード面の整
備が促進する。

すべての人に
とって生活しや
すい社会環境
の整備が進ん

でいる

障害のある人も
ない人も，すべ
ての人が違いを
認めあい，支え
あうまちづくりを
推進する

指標
事前協議に
関する周知・
啓発

バリアフリー
条例に基づく
建築物に関
する協議件数

バリアフリー条
例に基づく建築
物に関する協議
件数

10年間で新た
に地域生活へ
移行する人数

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１５　地域福祉

推進施策１　地域福祉のニーズの把握

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

地域福祉
地域福祉
のニーズ
の把握

区地域福
祉推進委
員会の活
性化

区地域福祉
推進委員会
の開催，具体
的な取組の
実施

区の分野別ネッ
トワークの多様
な問題・情報等
が共有できる。

地域の多様か
つ複雑な課題
に各分野が協
働して取り組
み，必要な方に
必要な福祉
サービスの提供
が可能となる。

社会的に弱い
立場にあるひと
の尊厳が保た
れ，社会の一員
として包み支え
あっている。

自治・協働によ
り自立を実現
し，地域の福祉
力をつむぎ，高
める。

指標
区地域福祉
推進委員会
の活動回数

区地域福祉推
進委員会の活
動回数

区地域福祉推
進委員委員委
員会の活動回
数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

地域福祉
地域福祉
のニーズ
の把握

福祉相談
システム
の充実

福祉相談シス
テムの適切な
管理により，
福祉事務所
職員へ適切
な情報を提供
する。

地域の複雑・
多様化する福
祉課題につい
て，公的な機
関が適切な対
応ができる。

地域の多様・複
雑な課題に各
分野が協働して
取り組み，必要
な方に福祉
サービスの提供
が行渡る。

社会的に弱い
立場にあるひと
の尊厳が保た
れ，社会の一員
として包み支え
あっている。

自治・協働によ
り自立を実現
し，地域の福祉
力をつむぎ，高
める。

指標
福祉相談シス
テムの適正管
理

福祉相談システ
ムの利用件数

福祉相談システ
ムの利用件数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１５　地域福祉

推進施策２　地域におけるつながりの構築

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

地域福祉

地域にお
けるつな
がりの構
築

京・地域
福祉パイ
ロット事
業の充実

京・地域福祉
パイロット事
業助成活動を
伝播し，他の
活動の活性
化を図る。

地域の課題
について，地
域住民主体
の活動が盛
んになる。。

地域住民主体
の地域福祉活
動団体，活動
内容が充実す
る。

地域のつなが
り・絆が深くなっ
ている。

自治・協働によ
り自立を実現
し，地域の福祉
力をつむぎ，高
める。

指標
地域福祉活
動の件数

京・地域福祉パ
イロット事業申
請件数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

地域福祉

地域にお
けるつな
がりの構
築

福祉ボラ
ンティアセ
ンターの
運営

地域福祉等
のボランティ
ア活動に関わ
りやすい環境
を整える。

地域福祉等
のボランティ
ア活動に関心
を持つ方が増
える。

地域福祉等の
ボランティア活
動に携わる方
が増える。

地域のつなが
り・絆が深くなっ
ている。

自治・協働によ
り自立を実現
し，地域の福祉
力をつむぎ，高
める。

指標

福祉ボラン
ティアセン
ターホーム
ページアクセ
ス数

福祉ボラン
ティアセン
ター来館者数

福祉ボランティ
ア利用登録団
体数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

地域福祉

地域にお
けるつな
がりの構
築

区ボラン
ティアセン
ター運営
補助

身近な地域
で，地域福祉
等のボランティ
ア活動に関わ
りやすい環境
を整える。

身近な地域
で，地域福祉
活動等のボラ
ンティア活動
に関心を持つ
方が増える。

身近な地域で，
地域福祉等の
ボランティア活
動に携わる方
が増える。

地域のつなが
り・絆が深くなっ
ている。

自治・協働によ
り自立を実現
し，地域の福祉
力をつむぎ，高
める。

指標

各区ボラン
ティアセン
ターホーム
ページアクセ
ス数

各区ボラン
ティアセン
ター相談件数

各区ボランティ
アセンター相談
件数

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１５　地域福祉

推進施策３　関係者の連携・協働の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

地域福祉
関係者の
連携・協
働の推進

京・地域
福祉パイ
ロット事
業，市・区
地域福祉
推進委員
会

大学の知的
資源及び学
生のエネル
ギーを地域福
祉の推進へと
結びつける。

大学の知的
資源・学生の
エネルギーが
地域福祉活
動に結びつ
く。

大学のまち京都
ならでは地域福
祉活動が展開
できる。

地域の特性を
生かした支え合
いの活動が活
発になってい
る。

自治・協働によ
り自立を実現
し，地域の福祉
力をつむぎ，高
める。

指標

地域福祉活
動を実践する
団体と大学と
の連携の支
援

大学との連携

地域福祉パイ
ロット事業にお
ける地域と大学
が連携した活動
の件数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

地域福祉
関係者の
連携・協
働の推進

地域福祉
権利擁護
事業補助

地域福祉権
利擁護事業

地域福祉活
動が充実す
る。

地域福祉活動
が充実し，地域
の特性を生かし
た支え合いの活
動が活発にな
る。

地域の特性を
生かした支え合
いの活動が活
発になってい
る。

自治・協働によ
り自立を実現
し，地域の福祉
力をつむぎ，高
める。

指標
地域福祉権
利擁護事業
専門員数

地域福祉権
利擁護事業
契約件数

地域福祉権利
擁護事業契約
件数

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１５　地域福祉

推進施策４　地域福祉を通じた安心・安全のまちづくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

地域福祉

地域福祉
を通じた
安心・安
全のまち
づくり

民生委員
活動支援

多様な問題・
情報等に対
して，地域に
根ざした民生
委員が安心・
安全のまちづ
くりに取組め
る。

身近な地域福
祉課題の解決
に結びつく

自分たちのまち
を自分たちで
担っている

自治・協働によ
り自立を実現
し，地域の福祉
力をつむぎ，高
める。

指標

民生委員地
域福祉活動・
自主活動件
数

民生委員地域
福祉活動・自主
活動件数

民生委員活動
数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野１６　高齢者福祉

推進施策１　高齢者の尊厳を保つ社会の構築

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

高齢者福
祉

高齢者の
尊厳を保
つ社会の
構築

認知症あ
んしん京
（みやこ）
づくり推
進事業

認知症サ
ポートリー
ダーを研修を
通して養成す
る

認知症サ
ポートリー
ダー養成者
の増加

サポートリーダーが
増加し，認知症に対
しての理解を広める
ことで、高齢者の尊
厳が保たれる社会
が構築される

高齢者の尊厳
が保たれ，心身
ともに健康で充
実した「幸」齢

期を送っている

「健康長寿のま
ち・京都」をみ
んなでつくる

指標 ―
認知症サポート
リーダー養成者
数

認知症あんしん
サポーター登録
者数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

高齢者福
祉

高齢者の
尊厳を保
つ社会の
構築

認知症高
齢者等権
利擁護推
進事業

成年後見制
度における市
長による後見
等開始の申
立て

認知症高齢
者等の権利
擁護対策の
推進が図られ
る

認知症高齢者
等が住み慣れ
た地域で安心し
て生活ができる

高齢者の尊厳
が保たれ，心身
ともに健康で充
実した「幸」齢

期を送っている

「健康長寿のま
ち・京都」をみ
んなでつくる

指標
市長による後
見等開始の
申し立て

認知症高齢者
に係る市長によ
る後見等開始
申立件数

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１６　高齢者福祉

推進施策２　活力ある長寿社会の実現

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

高齢者福
祉

活力ある
長寿社会
の実現

シルバー
人材セン
ター運営
補助

高齢者への
知恵や経験，
技能を生かす
環境を整え
る。

シルバー人材
センターの会
員が増加する

シルバー人材セ
ンターへの登録
が増えること
で，高齢者の知
恵や経験，技能
が生かされる

高齢者の知恵
や経験，技能を
生かすことに

よって，活力の
ある長寿社会が
実現されている

「健康長寿のま
ち・京都」をみ
んなでつくる

指標
シルバー人材
センターの年
度末会員数

シルバー人材セ
ンター会員数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

高齢者福
祉

活力ある
長寿社会
の実現

老人福祉
センター
利用者数

高齢者の活
動場所の提
供等を行う。

老人福祉セン
ターの利用者
数が増加する

多くの高齢者に
健康で明るい生
活を保障する

高齢者の知恵
や経験，技能を
生かすことに

よって，活力の
ある長寿社会が
実現されている

「健康長寿のま
ち・京都」をみ
んなでつくる

指標
年間延べ利
用者数

老人福祉セン
ター利用者数

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１６　高齢者福祉

推進施策３　高齢者を支えるネットワークの推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

高齢者福
祉

高齢者を
支える
ネット
ワークの
推進

老人福祉
員設置事
業

老人福祉員
による安否確
認，相談等が
行われる。

老人福祉員
の訪問数が
増加する

老人福祉員の
訪問が増えるこ
とで，高齢者を
支えるネット
ワークの構築が
進む

高齢者を支える
ネットワークの

構築を進めるこ
とによって，安
心して生活でき

ている

「健康長寿のま
ち・京都」をみ
んなでつくる

指標
訪問している
ひとり暮らし
高齢者数

老人福祉員訪
問者数

地域包括支援
センター相談件
数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

高齢者福
祉

高齢者を
支える
ネット
ワークの
推進

一人暮ら
しお年寄
りサポー
ター養成
事業

一人暮らしお
年寄りサポー
ターによる見
守り等が行わ
れる。

一人暮らしお
年寄り見守り
サポーター登
録者が増加
する

一人暮らしお年
寄り見守りサ
ポーター登録者
が増えること
で，高齢者を支
えるネットワーク
の構築が進む

高齢者を支える
ネットワークの

構築を進めるこ
とによって，安
心して生活でき

ている

「健康長寿のま
ち・京都」をみ
んなでつくる

指標
一人暮らしお
年寄りサポー
ター登録者数

一人暮らしお年
寄り見守りサ
ポーター登録者
数

地域包括支援
センター相談件
数

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１６　高齢者福祉

推進施策４　介護サービスの充実による豊かな生活の実現

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

高齢者福
祉

介護サー
ビスの充
実による
豊かな生
活の実現

地域密着
型サービ
ス等研修
事業

研修事業の
充実を図る。

地域密着型
施設設置に
必要な研修
の受講者が
増加する

地域密着型施
設整備数が増
えることで，介
護サービスが充
実する

介護サービスの
充実によって，
そのひとらしい
豊かな生活を
送っている

「健康長寿のま
ち・京都」をみ
んなでつくる

指標
研修受講者
数

地域密着型
サービス事業所
整備数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

高齢者福
祉

介護サー
ビスの充
実による
豊かな生
活の実現

― ―

入所施設整備
定員数が増える
ことで，介護
サービスが充実
する

介護サービスの
充実によって，
そのひとらしい
豊かな生活を
送っている

「健康長寿のま
ち・京都」をみ
んなでつくる

指標 ―

特別養護老人
ホーム等入所
施設整備定員
数

入所系介護保
険施設定員数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

高齢者福
祉

介護サー
ビスの充
実による
豊かな生
活の実現

― ―

居宅サービスの
利用量が増加
することで，介
護サービスが充
実する

介護サービスの
充実によって，
そのひとらしい
豊かな生活を
送っている

「健康長寿のま
ち・京都」をみ
んなでつくる

指標 ―
居宅サービス利
用量

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１６　高齢者福祉

推進施策５　魅力ある介護現場の実現

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

高齢者福
祉

魅力ある
介護現場
の実現

― ―

ファーストステッ
プ研修の受講
者が増えること
によって，職員
がやりがいを
もって活躍でき
る

介護現場が魅
力的な職場とな
ることによって，
職員がやりがい
をもって活躍し

ている

「健康長寿のま
ち・京都」をみ
んなでつくる

指標 ―
ファーストステッ
プ研修受講者
数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

高齢者福
祉

高齢者を
支える
ネット
ワークの
推進

京・福祉
の研修情
報ネット

福祉等の研
修や講座に
関する情報を
ホームページ
上で公開する

研修・講座の
受講手続を
ホームページ
上で行うこと
ができる

介護職員等が
自らの技術・知
識の向上を図る
ための研修情
報の入手が容
易になる

介護現場が魅
力的な職場とな
ることによって，
職員がやりがい
をもって活躍し

ている

「健康長寿のま
ち・京都」をみ
んなでつくる

指標
登録された研
修・講座数

京・福祉の研修
情報ネットに登
録された研修・
講座数

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１７　保健衛生・医療

推進施策１　市民の健康づくり活動の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

保健衛
生・医療

市民の健
康づくり
活動の推
進

京都市民
健康づく
りプラン
普及及び
推進事業

プランの取組
方針や目標を
市民・関係団
体等と共有
し，各種取組
を推進する

健康づくりに
意欲的に取り
組む市民等
が増える

生活習慣病患
者が減少する

すべての市民が
健康づくりに取り
組み，尊厳を
もってくらしてい
る

いきいきと健や
かな「笑顔・健
康都市」京都を
実現する

指標
10万人当たり
生活習慣病
による死亡率

10万人当たり
生活習慣病
による死亡率

10万人当たり生
活習慣病による
死亡率（65歳未
満）

健康悪化による
死亡率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

保健衛
生・医療

市民の健
康づくり
活動の推
進

命の大切
さと生きる
勇気・力を
取り戻すた
めの支援
の充実

普及啓発・講
座等の自殺
予防対策を推
進する

市民一人ひと
りのこころの
健康づくりが
図られる

自殺者数が減
少する

すべての市民が
健康づくりに取り
組み，尊厳を
もってくらしてい
る

いきいきと健や
かな「笑顔・健
康都市」京都を
実現する

指標
10万人当たり
の自殺者数
の割合

10万人当たり
の自殺者数
の割合

自殺者数
健康悪化による
死亡率

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１７　保健衛生・医療

推進施策２　保健医療サービスの充実

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

保健衛
生・医療

保健医療
サービス
の充実

看護系大
学修学支
援

看護系大学
へ修学する学
生を助成する

看護系大学
へ修学する学
生が増える

看護師として保
健医療の担い
手となる人が増
加する

必要なときに保
健医療サービス
を利用できる

いきいきと健や
かな「笑顔・健
康都市」京都を
実現する

指標 助成人数
看護系大学
入学者数

看護師就業者
数

健康悪化による
死亡率

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野１７　保健衛生・医療

推進施策３　食や生活環境の安全・安心の確保

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

保健衛
生・医療

食や生活
環境の安
全・安心
の確保

京（みや
こ）・食の
安全衛生
管理認証
制度に係
る講習会

食品製造施
設や宿泊施
設等に対する
講習会を開催
する

認証制度に
関心を持つ業
者が増える

認証を取得して
食品食品衛生
管理に自主的
に取り組む業者
が増える

食や生活環境の
安全と安心が確
保されている

いきいきと健や
かな「笑顔・健
康都市」京都を
実現する

指標
講習会開催
数

認証制度に
係る講習会
受講者数

京（みやこ）・食
の安全衛生管
理認証施設数

健康悪化による
死亡率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

保健衛
生・医療

食や生活
環境の安
全・安心
の確保

健康づく
りサポー
ト事業

健康教室・禁
煙相談等を実
施し，市民が
主体となった
健康づくりを
進める

たばこと健康
に関する正し
い知識が普
及する

禁煙者数が減
少する

食や生活環境の
安全と安心が確
保されている

いきいきと健や
かな「笑顔・健
康都市」京都を
実現する

指標
自主グループ
数

健康教室等
参加者数

非喫煙者の割
合

健康悪化による
死亡率

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１７　保健衛生・医療

推進施策４　健康危機に対する安全・安心の確保

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

保健衛
生・医療

健康危機
に対する
安全・安
心の確保

O157等腸
管出血性
大腸菌対
策

O157等に関
する市民啓発
や検査体制を
強化する

管出血性大
腸菌感染症
に対する正し
い知識が普
及する

腸管出血性大
腸菌感染症の
発生・流行が防
止される

健康危機に対
し，市民の安全
と安心が確保さ
れている

いきいきと健や
かな「笑顔・健
康都市」京都を
実現する

指標 検査件数 検査件数
腸管出血性大腸
菌発生件数（過
去5年間平均）

健康悪化による
死亡率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

保健衛
生・医療

健康危機
に対する
安全・安
心の確保

インフル
エンザ予
防接種

インフルエン
ザ予防接種
に関する市民
への情報提
供・普及啓発
等に取り組む

予防接種を受
ける市民が増
加する

インフルエンザ
の発生・蔓延が
抑制される

健康危機に対
し，市民の安全
と安心が確保さ
れている

いきいきと健や
かな「笑顔・健
康都市」京都を
実現する

指標
予防接種者
数

予防接種者
数

インフルエンザ定点
医療機関当たりの
報告者数が全国平
均を上回る週数

健康悪化による
死亡率

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１８　学校教育　

推進施策１　市民ぐるみの教育の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

学校教育
市民ぐる
みの教育
の推進

コミュニ
ティ・ス
クールの
推進

小中学校のコ
ミュニティ・ス
クール化

学校教育に
地域・保護者
が参画する学
校が増える。

子どもたちのた
めに学校・家
庭・地域が一体
となった取組が
実施される。

社会の宝である
子どもたちを地
域ぐるみで育ん
でいる

市民ぐるみで子
どもたちに「生き
る力」を育むま
ちをつくる

指標

小中学校に
おける学校運
営協議会設
置校数

小中学校に
おける学校運
営協議会設
置校数

コミュニティ・ス
クールなど開か
れた学校づくり
を推進する小・
中学校

学校教育に参
画するボラン
ティア

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

学校教育
市民ぐる
みの教育
の推進

総合支援
学校高等
部職業学
科等の取
組

総合支援学
校高等部職
業学科等で
の教育の推
進

総合支援学
校高等部職
業学科等の
実習の質の
向上と実習先
の新規開拓

総合支援学校
高等部生徒の
企業等実習の
充実が図られ
る。

社会の宝である
子どもたちを地
域ぐるみで育ん
でいる

市民ぐるみで子
どもたちに「生き
る力」を育むま
ちをつくる

指標
総合支援学
校高等部の
生徒数

総合支援学
校高等部生
徒の実習先
の新規開拓
数

総合支援学校
高等部生徒の
企業等実習回
数

総合支援学校
高等部卒業生
の企業等就業
者

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１８　学校教育　

推進施策２　子どもたちに「生きる力」を育む教育の推進　　

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

学校教育

子どもた
ちに「生
きる力」
を育む教
育の推進

小中一貫
による確
かな学力
の向上

小・中の教職
員が連携した
教育活動の
展開

小中一貫によ
る学力向上
施策が進めら
れる。

義務教育９年間
の中で子どもの
確かな学力の
向上が図られ
る。

教職員や保護
者が子どもを中
心にしっかり連
携できている

市民ぐるみで子
どもたちに「生き
る力」を育むま
ちをつくる

指標

小・中の教職
員が連携した
取組を実施す
る小・中学校

小中一貫によ
る学習支援プ
ログラムの実
施数

学力向上を支え
る京都市学習支
援プログラムを活
用する小・中学校

小中一貫教育
など，校種間連
携を推進する中
学校ブロック

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

学校教育

子どもた
ちに「生
きる力」
を育む教
育の推進

小中一貫
による確
かな学力
の向上

小・中の教職
員が連携した
教育活動の
展開

小中一貫によ
る学力向上
施策が進めら
れる。

義務教育９年間
の中で子どもの
確かな学力の
向上が図られ
る。

京都で学んだ
子どもたちがあ
らゆる場面で活
躍している

市民ぐるみで子
どもたちに「生き
る力」を育むま
ちをつくる

指標

小・中の教職
員が連携した
取組を実施す
る小・中学校

小中一貫によ
る学習支援プ
ログラムの実
施数

学力向上を支え
る京都市学習支
援プログラムを活
用する小・中学校

「生きる力」を身
につけた子ども

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

学校教育

子どもた
ちの「生
きる力」
を育む教
育の推進

規範意識
の醸成と
人権文化
の構築

規範意識の
育成

子どもの規範
意識が向上
する

子どもの問題行
動が減少する

京都で学んだ
子どもたちがあ
らゆる場面で活
躍している

市民ぐるみで子
どもたちに「生き
る力」を育むま
ちをつくる

指標
非行防止教
室の実施校
数

子どもの規範
に関する意識

子どもの暴力行
為の件数

「生きる力」を身
につけた子ども

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

学校教育

子どもた
ちに「生
きる力」
を育む教
育の推進

体力向上
の推進，
中高競技
力の向上

学校における
体力向上策
の実施

小中学校に
おける運動部
活動への加
入者が増え
る。

児童・生徒の体
力・運動能力が
向上する

京都で学んだ
子どもたちがあ
らゆる場面で活
躍している

市民ぐるみで子
どもたちに「生き
る力」を育むま
ちをつくる

指標
小中学校に
おける運動部
数

小中学校に
おける運動部
活動の加入
率

新体力テストの
結果が過去10
年間の平均値
を上回る項目

「生きる力」を身
につけた子ども

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

学校教育

子どもた
ちに「生
きる力」
を育む教
育の推進

ＬＤ等通
級指導に
係る事業

通級指導教
室の設置。

通級による専
門的な指導を
行う学校が増
加する。

ＬＤ等の発達障
害のある児童
生徒の学習活
動や学校生活
が充実する。

京都で学んだ
子どもたちがあ
らゆる場面で活
躍している

市民ぐるみで子
どもたちに「生き
る力」を育むま
ちをつくる

指標
通級指導教室
の設置数

通級指導教室
を設置する学
校数

通級による専門
的な指導を受け
ているＬＤ等の発
達障害のある児
童生徒数

「生きる力」を身
につけた子ども

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標





政策分野１８　学校教育　

推進施策３　教職員の資質・指導力向上　　　

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

学校教育

教職員の
資質・指
導力の向
上

研修体系
等の充
実・改善

研修体系・内
容,教育資料
等を充実し，
機能の充実を
図る

研究会活動
での利用者
数，カリキュラ
ム開発支援
センター利用
者数の増加

総合教育セン
ターの利用者数
の増加

京都で学んだ
子どもたちがあ
らゆる場面で活

躍している

市民ぐるみで子
どもたちに「生き
る力」を育むま
ちをつくる

指標

夜間・長期休
業中等の課
題別研修の
参加者数

研究会活動・
カリキュラム
開発支援セン
ターの利用者
数

総合教育セン
ターの利用者数

「生きる力」を身
につけた子ども

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

学校教育

教職員の
資質・指
導力の向
上

研修体系
等の充
実・改善

学校のニーズ
をとらえた研
修体系・内容
を検討する

「特化・自由
化・組織化」
の観点から，
研修体系・内
容等を改善
し，実施する

受講者の研修
内容についての
理解度，有用度
が向上する

京都で学んだ
子どもたちがあ
らゆる場面で活

躍している

市民ぐるみで子
どもたちに「生き
る力」を育むま
ちをつくる

指標

学校長アン
ケート実施
外部評価委
員会開催

研修体系・内
容等を改善し
た講座の実
施

受講者のアン
ケート評価の向
上

「生きる力」を身
につけた子ども

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１８　学校教育　

推進施策４　新しい学習環境づくり　

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

学校教育

ゆとりと
潤いのあ
る学習環
境づくり

学校施設
のバリア
フリー化

エレベータの
整備やスロー
プの設置など
バリアフリー
化の推進

児童生徒が
障害の有無
に関わらず，
安全で快適に
過ごせる

人にやさしい学
校施設の実現

社会の宝である
子どもたちを地
域ぐるみで育ん
でいる

市民ぐるみで子
どもたちに「生き
る力」を育むま
ちをつくる

指標

エレベータや
スロープ，身
体障害者用ト
イレ等の設置
校数

エレベータやス
ロープ，身体障
害者用トイレ等
の設置校数

安全快適な学
校施設や最新
の設備など，充
実した教育環境
の整備

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

学校教育

ゆとりと
潤いのあ
る学習環
境づくり

環境にや
さしい学
校施設の
整備

太陽光発電シ
ステム，風力発
電システムの
整備，屋上緑
化，緑のカーテ
ンの推進

環境にやさし
い施設の実
現

子どもや保護
者，地域住民の
環境への意識
が高まる。

社会の宝である
子どもたちを地
域ぐるみで育ん
でいる

市民ぐるみで子
どもたちに「生き
る力」を育むま
ちをつくる

指標

太陽光・風力
発電システム
や校舎断熱
等の整備率

太陽光・風力発
電システムや校
舎断熱等の整
備率

安全快適な学
校施設や最新
の設備など，充
実した教育環境
の整備

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１９　生涯学習　

推進施策１　市民誰もが参加できるまなびやネットワークの拡充　　

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

生涯学習

市民誰も
が参加で
きる「学
びのネッ
トワー
ク」の拡
充

京都市生
涯学習市
民フォー
ラム・行
政推進会
議

市民フォーラ
ムの開催等
による団体間
の連携，行政
間の連携を図
る

生涯学習の
大切さを市民
に啓発できる

学び続ける市民
が増える

市民がまちのあ
らゆる場で学ん
でいる

まち全体をまな
びやに　大人も
子どもも学び育
つまちをつくる

指標
フォーラム・
会議等の開
催数

フォーラム・
会議等の参
加者数

アンケート？ アンケート？

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

生涯学習

市民誰も
が参加で
きる「学
びのネッ
トワー
ク」の拡
充

京まなび
ネット，土
曜塾

各団体への
周知・働きか
け

各団体で講
座・イベント等
が開催されて
いる

様々な講座・イ
ベント等が市民
に情報提供され
ている

市民がまちのあ
らゆる場で学ん
でいる

まち全体をまな
びやに　大人も
子どもも学び育
つまちをつくる

指標
団体数・周知
回数

講座・イベント
数

登録事業数 アンケート？

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

生涯学習

市民誰も
が参加で
きる「学
びのネッ
トワー
ク」の拡
充

京都市図
書館運営

特別展示コー
ナーの設置
や各種講座
の実施

新たに図書
館を利用しよ
うとする市民
が増える

市民が図書館
を利用する機会
が増える

市民がまちのあ
らゆる場で学ん
でいる

まち全体をまな
びやに　大人も
子どもも学び育
つまちをつくる

指標 実施回数
図書館利用
登録者数

利用者数
（カウンター？）

アンケート？

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



（※学びの還元へ）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

生涯学習

市民誰も
が参加で
きる「学
びのネッ
トワー
ク」の拡
充

学校施設
の開放

学校を核とし
た地域の学
びを推進

地域住民が
学校に集まり
事業等に参
画

子ども・大人を
含めた多彩な
事業が実施

市民がまちのあ
らゆる場で学ん
でいる

まち全体をまな
びやに　大人も
子どもも学び育
つまちをつくる

指標 開設数
講座・イベント
数

参加者数 アンケート？

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野１９　生涯学習　

推進施策２　学びが社会に還元されるしくみづくり　

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

生涯学習

学びが社
会に還元
されるし
くみづく
り

博物館ボ
ランティア
の養成

養成講座の
実施

ボランティア
人数の増加

博物館ネット
ワークの活性化

市民の学びが
生かされたまち
づくりが進んで
いる

まち全体をまな
びやに　大人も
子どもも学び育
つまちをつくる

指標 講座回数
ボランティア
数

活動回数
市民共汗サ
ポーター数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

生涯学習

学びが社
会に還元
されるし
くみづく
り

学校施設
の開放

学校を核とし
た地域の学
びを推進

地域住民が
学校に集まり
事業等に参
画

子ども・大人を
含めた多彩な
事業が実施

学びが次世代
に継承されてい
る

まち全体をまな
びやに　大人も
子どもも学び育
つまちをつくる

指標 開設数
講座・イベント
数

参加者数 アンケート？

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野１９　生涯学習　

推進施策３　子どもを共に育む機運づくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

生涯学習

子どもを
共に育む
機運づく
り

人づくり２
１世紀委
員会

講座・啓発活
動等の実施

講座・啓発活
動等に市民
が参加する

ネットワークの
広がり

子どもを共に育
む京都市民憲
章の理念に基

づく行動が市民
に浸透している

まち全体をまな
びやに　大人も
子どもも学び育
つまちをつくる

指標 講座数 参加者数 参画団体・個人 アンケート？

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

生涯学習

子どもを
共に育む
機運づく
り

「子どもを
取り巻く
緊急課
題」語り
部養成講
座

養成講座の
実施

インストラク
ターの増加

インストラクター
による講座の実
施

子どもを共に育
む京都市民憲
章の理念に基

づく行動が市民
に浸透している

まち全体をまな
びやに　大人も
子どもも学び育
つまちをつくる

指標 講座数
インストラク
ター数

参加者数 アンケート？

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

生涯学習

子どもを
共に育む
機運づく
り

親支援プ
ログラム

支援者の養
成

支援者の増
加

支援者による
「ほっこり子育て
広場」の実施

子どもを共に育
む京都市民憲
章の理念に基

づく行動が市民
に浸透している

まち全体をまな
びやに　大人も
子どもも学び育
つまちをつくる

指標 講座数 支援者数 参加者数 アンケート？

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２０　歩くまち

推進施策１　世界トップレベルの使いやすさをめざした公共交通の再編強化

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

歩くまち

世界トップ
レベルの使
いやすさを
めざした公
共交通の再
編強化

バリアフ
リー化の
推進

旅客施設及び
その周辺の道
路等のバリア
フリー化を推進
するため，事業
者への補助を
行う。

旅客施設及
びその周辺
の道路がバリ
アフリー化さ
れる。

高齢者や障害
のある方をはじ
め，公共交通の
利用者数が増
加する

使いやすい公
共交通の構築
や新たな公共
交通の整備が

進んでいる

ひとと公共交通
優先の「歩くま
ち・京都」の実
現を図る

指標

バリアフリー
事業に着手し
た旅客施設
の割合

検討中 検討中

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２０　歩くまち

推進施策２　歩く魅力を最大限に味わえるような歩行者優先のまちづくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

歩くまち

歩く魅力
を最大限
に味わえ
るような
歩行者優
先のまち
づくり

パークア
ンドライド

パークアンドラ
イド駐車場の
設置箇所の拡
大・通年化

パークアンド
ライド利用者
が増加すると
ともに，利用
者の満足度
が高くなる。

市内への自動
車の流入を抑
制することがで
きる。

自動車利用の
抑制策が定着
し，自動車交通
の効率化と適正
化が図られてい

る。

ひとと公共交通
優先の「歩くま
ち・京都」の実
現を図る

指標
パークアンド
ライド利用者
満足度

検討中 検討中

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２０　歩くまち

推進施策３　歩いて楽しいくらしを大切にするライフスタイルへの転換

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

歩くまち

歩いて楽し
いくらしを
大切にする
ライフスタ
イルへの転
換（「ス
ローライフ
京都」大作
戦）

モビリ
ティ・マネ
ジメント施
策の展開

観光客を対象
として，モビリ
ティ・マネジメン
ト施策を展開
する

自動車で入
洛する観光客
が減少する。

市内への自動
車の流入を抑
制することがで
きる。

市民，事業者，
行政の一体と

なった取組によ
り「歩くまち・京
都」が進展して

いる。

ひとと公共交通
優先の「歩くま
ち・京都」の実
現を図る

指標
観光客公共
交通利用割
合

検討中 検討中

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２０　歩くまち

推進施策４　地下鉄の魅力向上とまちづくりへの更なる活用

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

歩くまち

地下鉄の
魅力向上
とまちづ
くりへの
更なる活
用

地下鉄・
市バスの
増客に向
けた全市
的取組の
推進

京都市地下
鉄5万人増客
推進本部の
下，全市的取
組を推進する

地下鉄の旅客
数が増える

地下鉄・市バス
が市民の足とし
て重要な役割を

果たしている

人と公共交通
優先の「歩くま
ち・京都」の実
現を図る

指標
アクションプロ
グラムの実施
件数

地下鉄の旅客
数

地下鉄事業の
資金不足比率
　

ただし，「歩くま
ち・京都」総合
交通戦略で用
いる指標が決定
された段階で，
再度検討する。

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

歩くまち

地下鉄の
魅力向上
とまちづ
くりへの
更なる活
用

駅ナカビ
ジネスの
拡大

駅ナカビジネ
スを拡大する

駅ナカの店舗
の利用者が
増える

地下鉄の旅客
数が増える

地下鉄・市バス
が市民の足とし
て重要な役割を

果たしている

人と公共交通
優先の「歩くま
ち・京都」の実
現を図る

指標

駅ナカビジネ
スの拡大規
模
(出店数など)

駅ナカビジネ
スの収入額

地下鉄の旅客
数

地下鉄事業の
資金不足比率
　

ただし，「歩くま
ち・京都」総合
交通戦略で用
いる指標が決定
された段階で，
再度検討する。

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２０　歩くまち

推進施策５　歩行者と共存可能な自転車利用の促進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

歩くまち

自転車の
利用環境
が整い，
歩きやす
さが実感
できる

放置自転
車等の対
策

民間も含めた
自転車等駐
車場の整備を
推進する

自転車等駐
車場の利用
が進む

放置自転車等
が減少する

自転車利用の
環境整備及び
マナー・ルール
が確立している

人と公共交通優
先の「歩くまち・
京都」の実現を
図る

指標

本市が関連
する自転車等
駐車場整備
箇所

民間自転車
等駐車場整
備助成数

駅周辺における
駐輪場の整備
状況

放置自転車台
数減少

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２１　土地利用と都市機能配置

推進施策１　便利でくらしやすい生活圏づくり 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

土地利用
と都市機
能配置

便利でく
らしやす
い生活圏
づくり

便利でくらしやす
い生活圏がネット
ワークする都市

地域ごとに魅力
があり，持続的
な都市活動を
支えるエコ・コン
パクトな都市を
つくる

指標
交通拠点周辺の
集客的土地利用
の割合

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２１　土地利用と都市機能配置

推進施策２　商業・業務機能が集積したにぎわいのある魅力的なまちづくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

土地利用
と都市機
能配置

商業・業
務機能が
集積した
にぎわい
のある魅
力的なま
ちづくり

にぎわい創出
の取組

多くの市民や
観光客が集
まる

中心商業・業務
地区における消
費（販売額）が
増える

にぎわいのある
魅力的な商業・
業務地域

地域ごとに魅力
があり，持続的
な都市活動を
支えるエコ・コン
パクトな都市を
つくる

指標
中心商業・業務
地区の販売額
シェア（近畿）

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２１　土地利用と都市機能配置

推進施策３　創造を続ける南部地域のまちづくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

土地利用
と都市機
能配置

創造を続
ける南部
地域のま
ちづくり

らくなん
進都のま
ちづくり

まちづくりに
関する情報を
発信する。

まちづくりに
関する情報が
広く企業にい
きわたる。

らくなん進都へ
の企業集積が
進む。

京都の新たな活
力を担う地域とし
て，企業集積が
進むとともに快

適・魅力ある都市
環境が形成され

ている。

地域ごとに魅力
があり，持続的
な都市活動を
支えるエコ・コン
パクトな都市を
つくる

指標
まちづくりに
関する情報発
信件数

まちづくりに
関する情報発
信件数

らくなん進都へ
の企業立地件
数

南部地域の製造
品出荷額等に占
める粗付加価値
の割合

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２１　土地利用と都市機能配置

推進施策４　市内各地における個性豊かで魅力的なまちづくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

土地利用
と都市機
能配置

市内各地
における
個性豊か
で魅力的
なまちづ
くり

個性豊かで魅
力的なまちの創

出

地域ごとに魅力
があり，持続的
な都市活動を
支えるエコ・コン
パクトな都市を
つくる

指標
地域のまちづく
りの取組数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２１　土地利用と都市機能配置

推進施策５　まちづくりを支えるしくみづくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

土地利用
と都市機
能配置

まちづく
りを支え
るしくみ
づくり

景観・ま
ちづくりセ
ンターの
活用

景観・まちづく
りセンターに
おける相談，
セミナー等の
実施

地域住民等
のまちづくり
に関する関
心・機運が高
まる

地域におけるま
ちづくり活動が
活発になる

自主的なまちづ
くりのルール化
やマネジメント

の展開

地域ごとに魅力
があり，持続的
な都市活動を
支えるエコ・コン
パクトな都市を
つくる

指標

景観・まちづく
りセンターに
おける相談・
セミナー等の
実施

景観・まちづく
りセンターの
来館者数

地域のまちづく
りの取組数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２２　景観

推進施策１　山紫水明の自然景観の保全

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

1200年の
歴史・文
化を実感
でき，世
界のひと
びとを魅
了し続け
るまちと
なる

山紫水明
の自然景
観の保全

三山森林
景観保
全・再生
ガイドライ
ンの運用

三山森林景
観保全・再生
ガイドラインを
市民や事業
者等に広く周
知し，自主的
な森林景観づ
くりの動機付
けを図る。

三山の森林
景観を保全・
再生するため
の市民や事
業者との共汗
による取組が
推進される。

三山の森林景
観を保全・再生
するための具体
的な取組が推
進される。

緑や水辺の整
備による四季を
楽しめるまち

1200年の歴史・
文化を実感で
き，世界のひと
びとを魅了し続
けるまちとなる

指標
啓発パンフ
レット等の配
布数

森林景観づく
りに取り組む
ＮＰＯや市民
団体数

森林景観づくり
のための古都
保存法・風致地
区条例等に基
づく許可・協議
件数

三山森林景観
保全・再生ガイ
ドラインに基づ
く森林整備面積

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

1200年の
歴史・文
化を実感
でき，世
界のひと
びとを魅
了し続け
るまちと
なる

山紫水明
の自然景
観の保全

三山森林
景観保
全・再生
ガイドライ
ンの運用

三山森林景
観保全・再生
ガイドラインを
活用し，本市
における森林
景観づくりに
活用する。

本市所有林
等における森
林景観の保
全・再生が図
れる。

三山森林景観
保全・再生ガイ
ドラインに基づ
く，森林景観が
整備される。

緑や水辺の整
備による四季を
楽しめるまち

1200年の歴史・
文化を実感で
き，世界のひと
びとを魅了し続
けるまちとなる

指標
事業計画の
協議件数

三山森林景観
保全・再生ガイ
ドラインに基づく
森林整備面積
（本市による取
組み）

三山森林景観
保全・再生ガイ
ドラインに基づ
く森林整備面積

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２２　景観

推進施策２　品格ある市街地景観の形成

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

1200年の
歴史・文
化を実感
でき，世
界のひと
びとを魅
了し続け
るまちと
なる

品格ある
市街地景
観の形成

美観地区
等規制指
導事務

景観規制区
域において，
建築物その
他の工作物
の新築等に
ついて，必要
な規制と指導
を行う。

地域の景観
特性にあった
建築物等が
建築される。

地域の景観特
性に応じた建築
物等により，美
しい町並みが形
成されつつあ
る。

品格のある優れ
た町並み景観
がひろがりつつ
ある

1200年の歴史・
文化を実感で
き，世界のひと
びとを魅了し続
けるまちとなる

指標
規制対象地
域の総面積

認定申請・届
出件数

認定申請・届出
件数（過年度実
績比較）

認定申請・届出
件数（過年度実
績比較）

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

1200年の
歴史・文
化を実感
でき，世
界のひと
びとを魅
了し続け
るまちと
なる

品格ある
市街地景
観の形成

屋外広告
物等の規
制・啓発
等事業

屋外広告物
等に対して，
必要な規制と
指導を行う。

建築物や町
並み景観に
調和した屋外
広告物が増
える。

地域の景観特
性に応じた屋外
広告物により，
美しい町並みが
形成されつつあ
る。

品格のある優れ
た町並み景観
がひろがりつつ
ある

1200年の歴史・
文化を実感で
き，世界のひと
びとを魅了し続
けるまちとなる

指標
規制対象地
域の総面積

許可個数
許可個数（過年
度実績比較）

許可個数（過年
度実績比較）

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２２　景観

推進施策３　歴史的な町並みや京町家等の保全

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

1200年の
歴史・文
化を実感
でき，世
界のひと
びとを魅
了し続け
るまちと
なる

京町家の
くらしや
空間，ま
ちづくり
の文化が
継承・発
展されて
いる

歴史的町
並み再生
事業

景観法や歴
史まちづくり
法に基づき，
景観重要建
造物や歴史
的風致形成
建造物等を指
定する。

景観重要建
造物や歴史
的風致形成
建造物等とし
て指定される
建造物が増
加する。

地域の景観を
形成する核とな
る建造物等とし
て認識される建
造物が増加す
る。

京町家が保全・
再生・活用する
ことで，京町家
が蓄積してきた
くらしや空間，ま
ちづくりの文化
が継承・発展さ
れている。

1200年の歴史・
文化を実感で
き，世界のひと
びとを魅了し続
けるまちとなる

指標

景観重要建
造物及び歴
史的風致形
成建造物等
の指定数

地域の景観を
形成する核とな
る建造物等の
指定数

景観重要建造
物等の指定数
（地域の景観を
構成する重要な
要素の保全）

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２２　景観

推進施策４　無電柱化等による魅力あふれる道路空間の創出

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

景観

町並み景
観に配慮
した美し
い公共空
間の創出

電線類地
中化等整
備事業

景観に配慮し
た地区の電
線類地中化
等事業の推
進

景観に配慮し
た地区の道
路空間におけ
る電柱や電
線の排除

景観に配慮した
道路空間の創
出が図れる

無電柱化等に
よる歩く魅力を
感じ，にぎわい
のあるまち

1200年の歴史・
文化を実感で
き，世界の人々
を魅了し続ける
まちとなる

指標
景観系無電
柱化整備延
長

歴史的町並み
に配慮した無電
柱化整備率

歴史まちづくり
法による道路修
景整備地区の
改修率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

景観

町並み景
観に配慮
した美し
い公共空
間の創出

道路修景
整備事業

景観に配慮し
た地区の道
路舗装美装
化等の推進

景観に配慮し
た地区の道
路修景が整
備される

景観に配慮した
道路空間の創
出が図れる

無電柱化等に
よる歩く魅力を
感じ，にぎわい
のあるまち

1200年の歴史・
文化を実感で
き，世界の人々
を魅了し続ける
まちとなる

指標

歴史的町並
みに配慮した
道路修景整
備進捗率

歴史まちづくり
法による道路修
景整備率

歴史まちづくり
法による道路修
景整備地区の
改修率

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

2_08_建設 景観



政策分野２２　景観

推進施策５　市民とともに推進する景観まちづくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

1200年の
歴史・文
化を実感
でき，世
界のひと
びとを魅
了し続け
るまちと
なる

市民とと
もに推進
する景観
まちづく
り

景観形成
推進事業

地域での景
観づくりで中
心的な役割を
担う「美観メイ
クアーティス
ト」を育成する
講座を実施す
る。

地域住民主
体の景観まち
づくりで中心
的な役割を担
う人材である
「美観メイク
アーティスト」
が増加する。

「美観メイクアー
ティスト」等が中
心となり，地域
住民主体の景
観まちづくりが
活発になる。

地域の景観づく
りの取組等が活
性化し，地域の
絆に支えられ安
心して暮らせる
まちづくりが進
んでいる

1200年の歴史・
文化を実感で
き，世界のひと
びとを魅了し続
けるまちとなる

指標

景観まちづく
りに関する人
材育成プログ
ラム作成
(H22)

景観まちづく
りに関する人
材育成プログ
ラム修了者数

「美観メイクアー
ティスト」等を中
心とした景観ま
ちづくりの取組
数

新たな景観づく
りの取組数（地
域の景観ルー
ル策定に向け
た取組）

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２３　建築物

推進施策１　安全な新築建築物の供給

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

建築物
安全な新
築建築物
の供給

「京都市
建築物安
心安全実
施計画」
の推進

中間検査及
び完了検査
の必要性等
について建築
主及び事業
者への普及
啓発を行う。

建築主及び
事業者の法
令遵守が向
上し，すべて
の新築建築
物が検査を受
検する。

建築施工時に
おける適法性が
確保される。

すべての新築
建築物につい
て検査済証が
取得されてい
る。

建築物の安全
の確保と質の向
上で，人にやさ
しく，安心なま
ちをつくる

指標
検査受検の
案内や督促
等の件数

検査の受検
率

中間検査合格
証の交付率

検査済証の交
付率

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２３　建築物

推進施策２　既存建築物の安全性の向上

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

建築物
既存建築
物の安全
性の向上

「京都市
建築物安
心安全実
施計画」
の推進

既存建築物
データベース
の整備及び
京都市建築
基準法施行
細則の改正

建築基準法
に基づく定期
報告制度の
対象とするこ
とができる既
存建築物を把
握し，所有者
自らによる安
全点検と行政
への報告を義
務付けること
ができるよう
になる。

定期報告を要
する建築物の
範囲が拡大す
る。

建築物が安全
かつ快適に活
用されている

建築物の安全
の確保と質の向
上で，人にやさ
しく，安心なま
ちをつくる

指標

既存建築物
データベース
に登録された
建築物の数

対象建築物の
定期報告数

定期的に安全
点検された既存
建築物件数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

建築物
既存建築
物の安全
性の向上

「京都市
建築物安
心安全実
施計画」
の推進

既存建築物
の情報の収
集及び既存
建築物データ
ベースの整備

特定目的の
査察が効率
的に展開でき
るようになる。

行政の査察等
による安全指導
と違反是正が徹
底され，既存建
築物における災
害や事故の予
防及び安全の
確保が図られ
る。

建築物が安全
かつ快適に活
用されている

建築物の安全
の確保と質の向
上で，人にやさ
しく，安心なま
ちをつくる

指標

既存建築物
データベース
に登録された
建築物の数

既存建築物の
査察その他調
査の件数

定期的に安全
点検された既存
建築物件数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２３　建築物

推進施策３　細街路対策による災害に強いまちづくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

建築物

細街路対
策による
災害に強
いまちづ
くり

「京都市
狭あい道
路整備事
業」の推
進

周知・啓発に
よる事業の推
進

事業利用に
関する相談件
数が増える

事業利用により
道路後退部分
の担保性が向
上する

災害に強いまち
づくりが進展し

ている

建築物の安全
の確保と質の向
上で，人にやさ
しく，安心なま
ちをつくる

指標
事業利用相
談件数

後退杭及び中
心鋲の申出件
数

検査済証の交
付率

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２３　建築物

推進施策４　環境に配慮され，誰もが使いやすい建築物の誘導

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

建築物

環境に配
慮され，
誰もが使
いやすい
建築物の
誘導

「キャス
ビー京
都」の策
定及び普
及・啓発

キャスビー京
都の評価に
応じた優遇策
の策定

環境に配慮
する事業者が
増加する

キャスビー京都
で評価された建
築物が増加す
る

建築物が安全
かつ快適に使
用されている

建築物の安全
の確保と質の向
上で，人にやさ
しく，安心なま
ちをつくる

指標
キャスビー京
都相談件数

キャスビー京都
の届出件数

キャスビー京都
高評価件数

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

建築物

環境に配
慮され，
誰もが使
いやすい
建築物の
誘導

バリアフ
リー優良
建築物の
件数の拡
大

現行のバリア
フリー条例に
規定する対象
建築物の対

象規模を引き
下げる

バリアフリー
条例に基づく
協議件数が
増える

バリアフリー条
例の規定に適
合する建築物
が増える

建築物が安全
かつ快適に活
用されている

建築物の安全
の確保と質の向
上で，人にやさ
しく，安心なま
ちをつくる

指標
バリアフリー
条例に基づく
協議件数

バリアフリー条
例の規定に適
合する建築物
の件数

バリアフリー優
良建築物等の
件数

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２３　建築物

推進施策５　公共建築物の先導的整備

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

建築物
公共建築
物の先導
的整備

アセットマ
ネジメント
推進事業
の取組

市有建築物
の耐震診断を
実施する

耐震診断の
結果に基づ
き，市有建築
物の耐震工
事を実施する

市有建築物の
耐震化が図ら
れる

建築物が安全
かつ快適に活
用されている

人にやさしく，
安全なまちをつ
くる

指標
耐震診断件
数

耐震工事件
数

市有建築物の
耐震化率

特定建築物の
耐震化率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

建築物
公共建築
物の先導
的整備

京都らし
い環境配
慮市有建
築物の整
備

環境に配慮し
た設計を行う

キャスビー京
都において，
高い環境効
率（評価）を
得る

京都らしい環境
に配慮された市
有建築物が増
加する

建築物が安全
かつ快適に活
用されている

人にやさしく，
安全なまちをつ
くる

指標

市有建築物
のキャスビー
京都高評価
取得件数

市有建築物の
キャスビー京都
高評価取得率

キャスビー京都
高評価件数

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２４　住宅　

推進施策１　京都らしいすまい方の継承

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

住宅
京都らし
いすまい
方の継承

良質な住宅が
住み継がれて

いる

京都らしいすま
い・まちづくりを
継承・発展させ
る

指標

施策指標 政策指標

推進施策２　住宅ストックの良質化のための適正な維持管理や更新の支援

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

住宅

住宅ス
トックの
良質化の
ための適
正な維持
管理や更
新の支援

良質な住宅が
住み継がれて

いる

京都らしいすま
い・まちづくりを
継承・発展させ
る

指標

施策指標 政策指標

推進施策３　既存住宅の流通活性化のための条件整備

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

住宅

既存住宅
の流通活
性化のた
めの条件
整備

既存住宅の流
通が活性化して

いる

京都らしいすま
い・まちづくりを
継承・発展させ
る

指標

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

検討中

検討中

検討中



政策分野２４　住宅　

推進施策４　住宅・住環境の安全性の向上

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

住宅

住宅・住
環境の安
全性の向
上

地域コミュニティ
の活性化が進

んでいる

京都らしいすま
い・まちづくりを
継承・発展させ
る

指標

施策指標 政策指標

推進施策５　重層的な住宅セーフティーネット（安全網）の構築

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

住宅

重層的な
住宅セー
フティー
ネットの
構築

重層的な住宅
セーフティネット
が構築されてい

る

京都らしいすま
い・まちづくりを
継承・発展させ
る

指標

施策指標 政策指標

推進施策６　中・大規模の市営住宅団地のマネジメント

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

住宅

中・大規
模の市営
住宅団地
のマネジ
メント

重層的な住宅
セーフティネット
が構築されてい

る

京都らしいすま
い・まちづくりを
継承・発展させ
る

指標

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

検討中

検討中

検討中



政策分野２５　道と緑

推進施策１　都市圏内外の交流を図る幹線道路網の充実

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

道と緑

都市圏内
外の交流
を図る幹
線道路網
の充実

都市計画
道路の整
備

幹線街路の
整備を進める

安心・安全に
移動ができる
幹線街路の
整備延長が
増える

安心・安全に移
動ができる第1
次緊急輸送路
が確保できる

安心・安全な幹
線道路ネット
ワークの形成

風土と歴史が調
和した道と緑を
創造する

指標
第１次緊急輸
送路の整備

第１次緊急輸
送路の整備
延長

第１次緊急輸送
路における都市
計画道路の整
備率

第１次緊急輸送
道路の整備率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

道と緑

都市圏内
外の交流
を図る幹
線道路網
の充実

道路の整
備

幹線道路の
整備を進める

安心・安全に
移動ができる
幹線道路の
整備延長が
増える

安心・安全に移
動ができる第1
次緊急輸送路
が確保できる

安心・安全な幹
線道路ネット
ワークの形成

風土と歴史が調
和した道と緑を
創造する

指標
第１次緊急輸
送路の整備

第１次緊急輸
送路の整備
延長

第１次緊急輸送
路における道路
延長規格改良
率

第１次緊急輸送
路の整備率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

道と緑

都市圏内
外の交流
を図る幹
線道路網
の充実

橋りょうの
整備

橋りょうの耐
震補強を実施

耐震補強完
了の橋りょう
が増える

安心・安全に移
動ができる幹線
道路の橋りょう
の耐震化整備
が図れる

安心・安全な幹
線道路ネット
ワークの形成

風土と歴史が調
和した道と緑を
創造する

指標

第１次緊急輸
送路の橋りょ
う耐震補強実
施

第１次緊急輸
送路の橋りょ
う耐震補強実
施数

第１次緊急輸送
路の橋りょう耐
震補強完了率

第１次緊急輸送
路の整備

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２５　道と緑

推進施策３　都市活動を支える社会資本の維持管理

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

道と緑

長期にわ
たる社会
資本施設
の良好な
保全

舗装ア
セットマネ
ジメントの
確立

生活道路に
おける舗装の
点検を実施

蓄積データに
より生活道路
の舗装アセッ
トマネジメント
が確立する

市内一円の舗
装道路がアセッ
トマネジメントの
手法により整備
ができる

社会資本施設
が良好に保た

れている

風土と歴史が調
和した道と緑の
創造

指標
生活道路舗
装点検延長

生活道路舗
装点検済み
総延長

生活道路にお
ける舗装アセッ
トマネジメント導
入率

道路，橋りょうへ
の予防保全型
管理手法の導
入率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

道と緑

長期にわ
たる社会
資本施設
の良好な
保全

舗装ア
セットマネ
ジメントの
確立

幹線道路に
おける舗装の
点検を実施

蓄積データに
より幹線道路
の舗装アセッ
トマネジメント
が確立する

市内一円の舗
装道路がアセッ
トマネジメントの
手法により整備
ができる

社会資本施設
が良好に保た

れている

風土と歴史が調
和した道と緑の
創造

指標
幹線道路舗
装点検延長

幹線道路舗
装点検済み
総延長

幹線道路にお
ける舗装アセッ
トマネジメント導
入率

道路，橋りょうへ
の予防保全型
管理手法の導
入率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

道と緑

長期にわ
たる社会
資本施設
の良好な
保全

橋りょうの
維持補修

橋りょうの点
検や維持補
修を実施

橋りょうの補
修工事が適
切な時期に実
施できる

安心・安全に移
動ができる道路
橋りょうの橋数
が増える

社会資本施設
が良好に保た

れている

風土と歴史が調
和した道と緑の
創造

指標
橋りょうの点
検実施数

橋りょうの補
修改修済み
数

安心して通行可
能な橋りょうの
橋数

道路，橋りょうへ
の予防保全型
管理手法の導
入率

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２５　道と緑

推進施策２　健やかな生活が実感できる緑化の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

道と緑

誰もが健
やかな生
活が実感
できる緑
化の推進

緑化助成
事業

緑化助成事
業を申請する

緑化助成の
件数が増える

沿道の樹木等
が増える

きめ細やかな緑
のネットワーク
が形成されてい
る

風土と歴史が調
和した道と緑の
創造

指標
緑化助成事
業申請数

壁面緑化件
数

緑化助成面積 緑視率の増加

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

道と緑

誰もが健
やかな生
活が実感
できる緑
化の推進

スポン
サー花壇
事業

スポンサー花
壇の設置

スポンサー花
壇の設置数
が増える

沿道の草・花が
増える

きめ細やかな緑
のネットワーク
が形成されてい
る

風土と歴史が調
和した道と緑の
創造

指標
スポンサー企
業及び団体
数

まちなかの花
壇の設置基
数（スポン
サー花壇）

まちなかの花壇
の設置地区数
（スポンサー花
壇）

緑視率の増加

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

道と緑

誰もが健
やかな生
活が実感
できる緑
化の推進

街路樹の
植樹

街路整備事
業や既存道
路における街
路樹の植樹

街路樹の植
樹本数が増
える

街路樹により街
の緑化が増進

きめ細やかな緑
のネットワーク
が形成されてい
る

風土と歴史が調
和した道と緑の
創造

指標
既存道路に
街路樹を植樹

街路樹の植
樹本数

街路樹の総本
数

緑視率の増加

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２５　道と緑

推進施策４　まちのにぎわいと潤いを創出する市街地環境の整備

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

道と緑

魅力ある
都市空間
を形成す
る

土地区画
整理事業
の推進

事業（換地設
計，土地評
価，工事等）
に関する業務

道路の整備
改善が一括し
て進む

公共施設（道
路・公園等）が
整備され整然と
した街並みが創
出される

良質な都市空
間の形成が進
んでいる

風土と歴史が調
和した道と緑の
創造

指標
道路用地の
確保

道路整備延
長

道路整備延長
率

良質な宅地供
給率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

道と緑

魅力ある
都市空間
を形成す
る

土地区画
整理事業
の推進

事業（換地設
計，土地評
価，工事等）
に関する業務

公園の整備
改善が一括し
て進む

公共施設（道
路・公園等）が
整備され整然と
した街並みが創
出される

良質な都市空
間の形成が進
んでいる

風土と歴史が調
和した道と緑の
創造

指標
公園用地の
確保

公園整備箇
所数

公園整備進捗
率

良質な宅地供
給率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

道と緑

魅力ある
都市空間
を形成す
る

土地区画
整理事業
の推進

事業（換地設
計，土地評
価，工事等）
に関する業務

土地の区画
形質が整えら
れる

宅地の利用の
増進が図られ
整然とした街並
みが創出される

良質な都市空
間の形成が進
んでいる

風土と歴史が調
和した道と緑の
創造

指標
宅地用地の
確保

仮換地指定
面積

仮換地指定率
良質な宅地供
給率

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２６　消防・防災

推進施策１　火災を未然に防止して市民のいのちと暮らしと財産を守る予防消防の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

消防・防
災

火災を未
然に防止
して市民
のいのち
と暮らし
と財産を
守る予防
消防の推
進

火災予防
対策

火災予防対
策

火災の減少 火災の減少
火災件数，火災
による死者の数
が減少している

災害に強く安心
してすみ続けら
れる「安心都
市・京都」をめ
ざす

指標
文化財防災
マイスターの
養成人数

文化財防災
マイスターの
養成人数

火災件数 火災による死者

施策指標 政策指標

推進施策２　あらゆる災害による被害を最小限に抑える消防活動体制の充実強化

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

消防・防
災

あらゆる
災害によ
る被害を
最小限に
抑える消
防活動体
制の充実
強化

消防活動
対策

消防活動対
策

火災による被
害の減少

火災による被害
の減少

最新の機材の
導入等により，
消防活動がより
強固なものに
なっている

災害に強く安心
してすみ続けら
れる「安心都
市・京都」をめ
ざす

指標
消防防災水
利整備数

消防防災水
利整備数

住宅火災１件当
たりの焼損面積

火災による死者

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２６　消防・防災

推進施策３　市民への応急手当の普及啓発と救急体制の充実による救命効果の向上

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

消防・防
災

市民への
応急手当
の普及啓
発と救急
体制の充
実による
救命効果
の向上

救急高度
化事業

救急高度化
事業

応急手当を実
施できる人が
増加する

応急手当の普
及啓発が進み，
救命効果が向
上する

応急手当の普
及啓発や救急
活動体制の強
化により，救命
効果があがって

いる

災害に強く安心
してすみ続けら
れる「安心都
市・京都」をめ
ざす

指標

救命講習及
び応急手当
普及員講習
の実施回数

救命講習及
び応急手当
普及員講習
の実施回数

応急手当の知
識や技術を身
につけた市民
の数

市民が応急手
当てを実施した
割合

施策指標 政策指標

推進施策４　地域の災害対応力の向上をはじめとする防災危機管理体制の充実

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

消防・防
災

地域の災
害対応力
の向上を
はじめと
する防災
危機管理
体制の充
実

防災危機
管理対策

防災危機管
理対策

被害を最小限
にする

被害を最小限に
する

地域の災害対
応力が向上し，
大規模災害発
生時の被害が

最小限に抑えら
れている

災害に強く安心
してすみ続けら
れる「安心都
市・京都」をめ
ざす

指標
自主防災活
動助成金

防火・防災訓
練実施回数

防火防災教育訓練
への参加者数（延
べ人数）

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２７　くらしと水

推進施策１　安全・安心な水道・下水道の構築

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

くらしの
水

安全・安
心な水
道・下水
道の構築

鉛製給水
管の解
消，老朽
管の改築
更新

道路部分の
鉛製給水管
の解消
老朽管の改
築更新

市内に残存
する鉛製給水
管の減少

・より安心してご
利用いただける
家庭の増加
・漏水の減少

安全・安心で環
境負荷の少な

い水道・下水道
となっている。

ひと　まち　くら
しを支える

指標

鉛製給水管
の解消件数
管路の布設
替延長

・道路部分の鉛
製給水管の割
合
・有収率

主要管路の耐
震適合性管の
割合

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

くらしの
水

安全・安
心な水
道・下水
道の構築

地震等災
害に強い
下水道の
整備

管路・施設の
耐震性向上

・耐震性の向
上
・安定的な水
道・下水道の
構築

・地震等災害時
の早期復旧
・安定的なサー
ビス提供

安全・安心で環
境負荷の少な

い水道・下水道
となっている。

ひと　まち　くら
しを支える

指標
経年管対策を
実施した管路
の延長

下水道経年管
対策率

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２７　くらしと水

推進施策２　環境負荷の少ない水道・下水道の構築

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

くらしの
水

環境負荷
の少ない
水道・下
水道

合流式下
水道の改
善

合流式下水
道の改善対
策

雨の日にも市
内河川や下
流水域の水
質が改善

市内河川や下
流水域の水質
改善，ゴミ等の
削減

安全・安心で環
境負荷の少な

い水道・下水道
となっている

ひと　まち　くら
しを支える

指標

合流式下水
道改善対策
の実施済面
積

合流式下水道
改善率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

くらしの
水

環境負荷
の少ない
水道・下
水道

省エネ対
策の実施

環境マネジメ
ントシステム
の運用，省エ
ネ対策の実
施

電力量等の
減少

温室効果ガス
の削減

安全・安心で環
境負荷の少な

い水道・下水道
となっている

ひと　まち　くら
しを支える

指標
電力量等の
削減割合

温室効果ガス
排出量削減率

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２７　くらしと水

推進施策３　水道・下水道の機能維持・向上

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

くらしの
水

安全・安
心な水
道・下水
道の構築

老朽管の
改築更新

老朽管の改
築更新

老朽管の減
少

・より安心してご
利用いただける
家庭の増加
・漏水の減少

安全・安心で環
境負荷の少な

い水道・下水道
となっている。

ひと　まち　くら
しを支える

指標
管路の布設
替延長

・有収率

施策指標 政策指標

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

くらしの
水

安全・安
心な水
道・下水
道の構築

老朽施設
の改築更
新（下水
道）

老朽施設の
改築更新

・耐震性の向
上
・安定的な水
道・下水道の
構築

・地震等災害時
の早期復旧
・安定的なサー
ビス提供

安全・安心で環
境負荷の少な

い水道・下水道
となっている。

ひと　まち　くら
しを支える

指標
経年管対策を
実施した管路
の延長

下水道経年管
対策率

施策指標 政策指標

事務事業評価の指標

事務事業評価の指標



政策分野２７　くらしと水

推進施策４　市民ニーズに対応した上下水道サービスの推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

くらしの
水

市民ニー
ズに対応
した上下
水道サー
ビスの推
進

市民ニー
ズの把握
とサービ
ス向上

・広報・広聴
の実施
・サービス内
容の検討・実
施

より満足度の
高いサービス
の実施

より満足度の高
いサービスを受
けられる。

上下水道サー
ビスの向上が図

られている

ひと　まち　くら
しを支える

指標

・広報誌の配
布冊数
・アンケート回
答件数

・上下水道事業
における情報の
提供度
・アンケート情
報収集割合

施策指標 政策指標

推進施策５　上下水道事業の経営基盤の強化・安定

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

くらしの
水

上下水道
事業の経
営基盤の
強化・安
定

経営効率
化・財政
健全化の
取組の実
施

各種経費の
削減と収入の
確保

単年度収支
の改善

累積収支の改
善

上下水道事業
の経営基盤の
強化が図られ，
安定した経営が
行われている

ひと　まち　くら
しを支える

指標

施策指標 政策指標事務事業評価の指標

事務事業評価の指標

検討中



政策分野２７　くらしの水

推進施策６　水辺環境の整備

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

くらしの水
水辺環境
の整備

河川改修
事業

河川の改修
工事を進める

浸水被害河
川の流下能
力向上

河川断面が確
保されることに
より浸水被害箇
所の治水安全
度が向上する

浸水被害の発
生が大きく低減
し，潤い豊かな
都市景観を備
えたまちとなっ

ている

ひと まち くらし
を支える京の水
をあすへつなぐ

指標
河川改修工
事進捗率

河川整備延
長

平成16年記録
的豪雨時の河
川浸水被害箇
所解消率

平成16年記録
的豪雨時の河
川浸水被害箇
所解消率

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野２７　くらしの水

推進施策７　水共生の取組の推進

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

政策 施策 事務事業 活動 直接の結果 成果
みんなでめざす

10年後の姿
政策全体の
めざすところ

くらしの水
水共生の
取組の推
進

良好な水
環境の回
復・保全

雨水浸透貯
留施設につい
て支援・連携
の取組を進め
る

流出量の減
少により河
川・下水の負
担を軽減

浸透貯留施設
の整備に対する
市民・事業者の
関心の向上

水環境につい
ての理解が深ま
り，水に対する
市民意識の高
いまちになって

いる

ひと まち くらし
を支える京の水
をあすへつなぐ

指標
雨水浸透貯
留施設の設
置件数

浸透貯留量

市民アンケートに
おける浸透貯留
施設を設置した
いという意識の向
上

市民アンケートにお
ける，水に関する問
題改善のための取
組を行っていないと
の回答の割合

施策指標 政策指標事務事業評価の指標



政策分野１　環境

推進施策１　　自然環境とくらしを気遣う環境の保全　

Ｑ１ 京都の子どもたちは，自然環境をかけがえのないものと実感している。

旧
1312

「きれいな空気，清らかな川，静かなまち」など，よい環境が保たれている。

Ｑ２ 「きれいな空気，清らかな川，静かなまち」など，よい環境が保たれている。

旧
1312

「きれいな空気，清らかな川，静かなまち」など，よい環境が保たれている。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

　②　健全で恵み豊かな環境が保たれている

　①　子どもたちが，自然環境をかけがえのないものと実感している

　子どもたちが，周囲に山々が連なり，鴨川や桂川な
どが流れる山紫水明の恵まれた京都の自然環境を身
近でかけがえのないものとして学び，実感できるように
なっている。

　ひとは自然の一員として，環境問題を自分のこととし
てとらえ，環境への負荷を抑制することで，環境汚染，
環境破壊の防止につながるとともに，多様な生物が息
づく良好な自然環境が守り引き継がれていくなど，健
全で恵み豊かな環境が保たれている。

参考資料１－４
京プランの「政策の体系」に掲げる２７の政策分野

　この政策分野において市民と行政が協働してめざす
　１０年後の姿（政策が実現した状態）

　この政策分野の政策を推進するための
　個々の具体的な方針をその体系とともに簡潔に記載

　　「みんなでめさず１０年後の姿」の短文と説明文を基に
　　 作成した設問案（御検討いただきたいところ）

　　上記の新たな設問案に対応又は関連すると
　　考えられる従来の設問文と設問番号

短文
説明文

　　「みんなでめざす１０年後の姿」①②と「推進施策１」が
　　　対応関係にあることを示しています。



政策分野１　環境

推進施策１　　自然環境とくらしを気遣う環境の保全　

Ｑ１ 京都の子どもたちは，自然環境をかけがえのないものと実感している。

旧
1312

「きれいな空気，清らかな川，静かなまち」など，よい環境が保たれている。

Ｑ２ 「きれいな空気，清らかな川，静かなまち」など，よい環境が保たれている。

推進施策２　　低炭素型のくらしやまちづくりの実現

Ｑ４ 太陽光発電や使用済み天ぷら油の燃料化など，環境にやさしい技術やエネルギーの活用が進んでいる。

　子どもたちが，周囲に山々が連なり，鴨川や桂川な
どが流れる山紫水明の恵まれた京都の自然環境を身
近でかけがえのないものとして学び，実感できるように
なっている。

　ひとは自然の一員として，環境問題を自分のこととし
てとらえ，環境への負荷を抑制することで，環境汚染，
環境破壊の防止につながるとともに，多様な生物が息
づく良好な自然環境が守り引き継がれていくなど，健
全で恵み豊かな環境が保たれている。

　クルマ優先から徒歩や自転車，公共交通を優先する
交通政策への転換，京都の歴史，文化などを生かし
つつ，景観と調和した省エネ型建築物の普及促進な
ど「低炭素型まちづくり」が進んでいる。

　豊富で高度な知的資源を活用した環境技術の開発
が進展するとともに，太陽光や小水力※，バイオマス
（生物由来の資源）などの再生可能エネルギー資源の
活用が進んでいる。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

Ｑ３

　③　「低炭素型まちづくり」が進んでいる

　②　健全で恵み豊かな環境が保たれている

　④　環境技術の開発，再生可能エネルギー資源の活用が進んでいる

　①　子どもたちが，自然環境をかけがえのないものと実感している

旧
1312

「きれいな空気，清らかな川，静かなまち」など，よい環境が保たれている。

省エネや省資源に取り組む会社や個人，公共交通機関を利用する人が増えている。

旧
1311

省エネや省資源に取り組むお店や買い物客，公共交通機関を利用する人が増えている。

旧1311
再掲 省エネや省資源に取り組むお店や買い物客，公共交通機関を利用する人が増えている。
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推進施策３　　ごみを出さない循環型社会の構築

　ごみの減量に取り組んでも，なお，出てくるごみにつ
いては，地域コミュニティを生かした身近に，気軽に出
せる環境が整うことにより，徹底した再資源化が進んで
いる。

　⑦　徹底した再資源化が進んでいる

Ｑ７ ごみを分別して出せる拠点が身近にあり，ごみのリサイクルが進んでいる。

旧
1313

ごみの減量，分別収集や集団回収などに取り組む人が増えている。

Ｑ５ 京都では，環境にやさしい行動を当たり前のこととして実践する人や事業者が増えている。
　地産地消の食文化，季節感を大切にする生活，「打
ち水」，「しまつの心」，「かど掃き」など伝統的な知恵を
生かしつつも時代の進展に即した新しい「京都流ライ
フスタイル」が広がり，環境にやさしい行動を当たり前
のこととして実践する市民や事業者が増えている。

旧
1313

ごみの減量，分別収集や集団回収などに取り組む人が増えている。

　⑥　ごみを出さないくらしと事業活動が広がっている

　⑤　「京都流ライフスタイル」が広がっている

　買物時にはマイバッグを持参し，再生品を選択する
などの消費行動が定着している。事業活動において
も，包装材の削減やリユース（再使用），リサイクル（再
資源化）しやすい製品を開発するなど，環境への配慮
で付加価値を高めたものづくりが進んでいる。

Ｑ６ マイバッグやリサイクル製品など，ごみを減らすくらしと事業活動が広がっている。
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政策分野２　　人権・男女共同参画

推進施策１　　すべてのひとの人権を尊重する人権文化の構築 
推進施策２　　人権尊重の理念を自主的な行動につなげる取組の推進 

Ｑ８
くらしの中で「人権」を大切にする意識や，尊重し合う習慣が根付き，人権尊重に向けた自主的な取組が見られ
るようになった。

推進施策３　　すべての市民がいきいきと活動できる取組の推進 

推進施策４　　　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進  

旧
1112

男女が個人として尊重され，共に個性や能力を発揮できる社会になってきている。

　③　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）が進展している

ＨＩＶ感染者やハンセン病患者，刑を終えて出所した人，ホームレスなど，現代社会の様々な人権問題につい
て，市民の正しい理解と認識は高まっている。

　②　すべての市民がいきいきと活動できる場所と機会に恵まれている

Ｑ９

子どもも高齢者も，女性も男性も，障害のあるひともな
いひとも，国籍や民族，生まれや生い立ちに関係な
く，ひとりひとりがみずからの人権の大切さを十分に認
識するとともに，すべてのひとの人権を尊重することの
重要性を正しく認識することで，互いの違いを認め合
い，より豊かな人間関係が育まれている。

女性の社会進出が進むとともに，ワーク・ライフ・バラン
ス（仕事と生活の調和）が進展することで，女性も男性
も仕事と家庭生活を両立し，企業の生産性の向上や
市民の地域参加，社会貢献による地域の活性化が進
んでいる。

すべての市民が個人として認められるとともに，いきい
きと活動できる場所と機会に恵まれ，自分にあった働
き方や安心した生活のために必要な支援を受けられ
ることで，自分の能力を十分に発揮できている。

旧
1124

Ｑ10 女性も男性も，仕事と生活（家庭や地域活動など）を調和できる社会になってきている。

だれもがいきいきと働ける場を得る機会がある。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

いきいきと活動して自分の能力を発揮する場所や自分に合った働き方を見つける機会が，さまざまな
ひとに開かれている。

京都は普段の生活の中で「人権」を大切にし，尊重し合う習慣が根付いている。
旧

1111

旧
1118

　①　互いの違いを認め合い，より豊かな人間関係が育まれている
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推進施策５　　女性に対するあらゆる暴力の根絶  

　④　女性に対するあらゆる暴力が根絶され，安心してくらしている

社会問題化している配偶者・交際相手等からの暴力
（DV）やセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）な
ど，女性に対するあらゆる暴力に関する正しい理解が
市民に行き渡り，相談先が広く認知され，総合的な支
援が受けられることで，個人の尊厳が確立され，安心
してくらすことができている。

Ｑ11 女性が暴力や性的いやがらせなどから守られてくらせる社会になってきている。
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政策分野３　　青少年の成長と参加

推進施策１　　青少年の自主的な活動の促進

Ｑ12 青少年が社会体験を通して「生きる力」を伸ばせている。

旧
2242

若者が活動する場や情報が十分提供されている。

Ｑ13 青少年が自分の生き方や将来像を思い描けている。

Ｑ14 青少年が地域社会や市政にかかわり，その意見や活力が社会に生かされている。

推進施策２　　課題に直面する青少年の総合的支援の推進 

※仕事も家事も通学もしていない１５歳から概ね３４歳までのひと

Ｑ15
青少年がニート※，不登校などの課題に直面したときに信頼して相談できるところがあり，支援が図られてい
る。

　②　青少年がみずからの生き方・将来像を設計している

　③　青少年の力が社会に生かされている

社会の幅広い分野において，意思決定の過程に積極
的に青少年の力が生かされている。

　④　課題に直面する青少年への支援が実施されている

「子ども・若者育成支援推進法」に基づく総合的・継続
的支援の体制が整備され，ニート，不登校などの課題
に直面する青少年に対する支援が適切かつ迅速に実
施されている。

青少年が社会を構成する担い手としてさまざまな分野
に挑戦し，いきいきと活動するなど，積極的に社会に
働きかけ，みずからの生き方や将来像を設計してい
る。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

　①　青少年が「生きる力」を身につけることができている

行政，学校，NPO，青少年育成団体など，青少年育成
にかかわるさまざまな団体が密に情報交換し，それぞ
れの取組を補完することで，試行錯誤を繰り返しなが
ら成長する青少年にとって欠かせない多様な社会体
験の機会を提供し，青少年が「生きる力」を身につける
ことができている。
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推進施策３　　青少年の成長を支援する環境づくり  

　⑤　すべての青少年の成長を支援する社会環境と受け入れる居場所がある

自主的に活動する青少年や課題に直面する青少年な
ど，すべての青少年の成長を支援する社会環境と受
け入れる居場所がある。

Ｑ16 青少年の成長を支援する社会環境と，青少年を受け入れる居場所がある。

旧2242
再掲 若者が活動する場や情報が十分提供されている。
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政策分野４　　市民生活とコミュニティ　

推進施策１　　いきいきと活動する地域コミュニティづくり 

Ｑ17 地域の一員として安心してくらせるまちができている。

Ｑ18 町内会・自治会など地域の組織の活動が盛んである。

推進施策２　　すべての市民活動団体の活性化

※公益活動を行う市民活動団体の一種

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

　④　さまざまな分野の市民活動団体が地域コミュニティと連携して活動している

　②　地域の課題に主体的に取り組める多様なコミュニティができている

　①　だれもが気軽に参加できる居場所があり，安心してくらすことができている

だれもが気軽に参加できる居場所があり，それぞれが
つながり，支え合うことで，安心してくらすことができて
いる。

Ｑ19
地域のひとびとが環境や子育て，青少年の育成など，自分たちの地域の課題に自分たち自身で取り組んでい
る。

それぞれのコミュニティが，環境や子育て，青少年の
育成など，自分たちの地域の課題を把握し，解決に向
けて取り組んでいる。

　③　自分たちの地域の課題を把握し，解決に取り組んでいる

地域のさまざまな課題に対して，住民が関心をもって
参加し，自立して，関係機関と連携しながら主体的に
取り組める多様なコミュニティができている。また，京都
の特色である学校を中心としたコミュニティも活発な取
組を行っている。

多様なＮＰＯ※やボランティア組織と町内会・自治会などの地域の組織が協力して活動している。Ｑ20
NPOやボランティア組織などさまざまな分野ごとの市
民活動団体と町内会・自治会等の地域コミュニティ
が，それぞれの活動のニーズに基づいて役割を補完
し合いながら，連携して活動している。
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推進施策３　　地域コミュニティと京都市との新しいパートナーシップ 　　

町内会・自治会などの地域の組織の主体的な活動と，それに対する行政の支援との調和が進んでいる。

　⑤　地域コミュニティと行政とのパートナーシップが深化している

Ｑ21
地域コミュニティが身近な課題の解決に向けて主体的
に取り組んでおり，まちづくり支援のために整備された
行政組織が支援するかたちで，地域コミュニティと行
政とのパートナーシップが深化している。
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政策分野５　　市民生活の安全

推進施策１　　生活安全（防犯・事故防止）の推進

Ｑ22 犯罪や事故など万が一のことがあっても，お互いに助け合えるまちである。

旧
1211

万が一のことがあっても地域で支えあう仕組みがあるので，安心である。

Ｑ23 事故や犯罪を防ぐための自治会などの取組により，安心してくらせるまちである。

推進施策２　　消費生活の安心・安全の推進及び消費者の自立支援 

Ｑ25 情報提供や啓発活動などにより，消費者被害に遭わないための知識が備わってきた。

旧1322
再掲 情報提供や啓発活動などにより，消費者被害に遭わないための知識が備わってきた。

情報提供や啓発活動などにより，消費者被害に遭わないための知識が備わってきた。

活性化した地域コミュニティのもと，区役所・支所，学
校，警察署や消防署などの関係機関の支援を必要に
応じて受けつつ，安全意識をもった市民がお互いに
助け合えるまちになっている。

お互いに助け合えるまちを土台として，市民みずから
の行動に，区役所・支所，学校，警察署や消防署など
の関係機関の連携もあいまって，交通事故や犯罪が
少ない安心・安全なまちとなっている。

悪質商法に関する手口やその対処法に関する迅速か
つ適切な情報提供により，消費者被害の未然防止・拡
大防止が進むとともに，万一被害に遭った場合の救済
体制が充実している。

Ｑ24

　②　交通事故や犯罪が少ない安心・安全なまちになっている

消費者の消費生活における自立を促進するうえで必
要な情報や知識の普及により，主体的かつ合理的に
選択することができる自立した消費者が育っている。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞

　④　自立した消費者が育っている

悪質商法などによる消費者被害を防止し，被害を救済する仕組みが整備されている。

＜　推　進　施　策　＞

旧
1311

　①　お互いに助け合えるまちになっている

　③　消費者被害の防止が図られ救済体制も充実している

自治会などの事故や犯罪を防ぐ取組により，安心して暮らせるまちである。

旧
1322
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政策分野６　　文化

推進施策２　　歴史に培われた和の文化の継承と新たな創造活動の支援
推進施策３　　世界的な交流を視野に入れた文化芸術環境の向上

Ｑ26 京都では，文化芸術にかかわる活動が盛んである。

旧
2121

京都では文化・芸術活動が盛んである。

旧
2124

京都では多くの若い芸術家が育っている。

推進施策１　　すべての市民が京都のまちを支え，かつ誇りにできる文化芸術創造のまちづくり

Ｑ27 市民の生活に文化芸術がとけ込んでいる。

旧
2122

市民の文化活動が盛んである。

旧
2125

京都ならではの文化資源を生かした文化・芸術活動が盛んである。

＜　推　進　施　策　＞

　②　日常の生活シーンのなかに文化芸術がとけこんでいる

Ｑ28

＜みんなでめざす１０年後の姿＞

　①　文化芸術にかかわる活動が盛んとなっている

文化・芸術活動によって，京都のまち全体が活気づいている。
産業，大学との結びつき，独自の都市景観を生かすな
ど，文化芸術によって社会全体が活気づいている。

伝統的な文化芸術を継承・発展させ「和の文化」として
世界に発信し，また，文化芸術の新たな創造活動が
活発に行われるなど，文化芸術にかかわる活動が盛
んとなっている。

文化芸術が市民の生活や，身近なくらしの場である地
域のなかにしっかりと根付くなど，日常の生活シーンの
なかに文化芸術がとけ込み，だれもがそれを楽しみ親
しんでいる。

　③　文化芸術によって社会全体が活気づいている
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推進施策４　　文化財が社会全体で守られ，地域の活性化にもつながっている

Ｑ29 文化財が社会全体で大切にされ，地域の活性化にもつながっている。

旧
2126

京都では文化財に親しむ機会が多い。

旧
2127

観光や産業振興に文化資源がうまく活用されている。

文化財の指定・登録がさらに進み，文化財の保存，活
用に対する支援の輪が広がるなど，文化財が社会全
体で守られ，地域の活性化にもつながっている。

　④　文化財が社会全体で守られ，地域の活性化にもつながっている
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政策分野７　　スポーツ

推進施策１　　それぞれの年齢や個性，環境に応じてスポーツやレクリエーションを楽しんでいるまちづくり（「するスポーツ」）

Ｑ30 京都では，気軽にスポーツをする環境が整っている。

旧
1237

地域において，気軽にスポーツを楽しむ機会がある。

推進施策２　　トップレベルのスポーツに身近に触れられているまちづくり（「みるスポーツ」）

推進施策３　　多様なスポーツ活動を支え合っているまちづくり（「支えるスポーツ」）

＜みんなでめざす１０年後の姿＞

　①　それぞれの年齢や個性，環境に応じてスポーツを楽しんでいる

＜　推　進　施　策　＞

　③　多様なスポーツ活動を支え合い，ひととひととがつながっている

　②　トップレベルのスポーツに身近に触れられているまちづくり（「みるスポーツ」）

市民が，それぞれの年齢や個性，環境に応じて，ス
ポーツやレクリエーションを楽しめる機会の提供や施
設整備により，スポーツやレクリエーションを楽しむこと
ができている。

Ｑ32 スポーツや運動会などのリクリエーション活動を，スタッフやボランティアとして支えるひとが増えている。

市民が，プロスポーツをはじめ，トップレベルのスポー
ツに身近に触れることができている。 Ｑ31 京都では，プロスポーツやトップスポーツを直接みる機会がある。

市民が，相互に多様なスポーツ活動を支え合い，ス
ポーツを通じてひととひととがつながっている。
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政策分野８　　産業・商業

推進施策１　　多様で活力ある中小・ベンチャー企業の育成と発展支援

推進施策２　　産学公の連携による新産業の育成・振興と新事業の創出 

Ｑ34 京都では価値を高めるために工夫したものづくりが行われている。

旧
2212

京都はものづくりが活発に行われている。

推進施策２　　産学公の連携による新産業の育成・振興と新事業の創出（再掲）
推進施策４　　伝統産業の活性化と新たな展開の推進 

Ｑ35 京都の特色を生かした産業活動が行われている。

旧
2211

京都の特色を生かした産業活動が活発に行われている。

企業のもつ優れた技術力や匠のわざと大学の知を融
合し，環境，健康，食などさまざまな分野において，さ
らなるイノベーション（技術革新）により付加価値の高
いものづくりやサービスを創発するまちとなっている。

1200年の悠久の歴史と豊かな自然のなかで息づいて
きた京都ならではの「美」や「感性」を生かし，伝統産
業を発展させるとともに，コンテンツやデザイン・意匠
などの産業において，その独自性と創造性を生み出
すまちとなっている。

　②　　付加価値の高いものづくりやサービスを創発するまち

　③　京都ならではの「美」，「感性」を生かし，独自性と創造性を生み出すまち

＜　推　進　施　策　＞＜みんなでめざす１０年後の姿＞

Ｑ33 京都では，さまざまな企業や産業の活動が互いに刺激し合って発展している。

　①　産業連関都市として，生活の豊かさを実感できるまち

伝統産業から最新の技術をリードする先端産業までの
幅広い業種に，大企業から中小企業までのさまざまな
規模の企業が立地する重層的な産業構造をもち，そ
れぞれの企業が相互に刺激を与え，連関し，さらに発
展するとともに，生活の豊かさを実感できるまちとなっ
ている。
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推進施策５　　地域の特性に応じた商業振興 

Ｑ36 京都の商業は盛んで，楽しく買い物ができる。

旧
2213

市内の買物環境に満足している。

推進施策８　　雇用の維持・確保と新たな雇用創出に向けた取組の推進 

Ｑ37
Ｑ９
再掲

いきいきと活動して自分の能力を発揮する場所や自分に合った働き方を見つける機会が，さまざまなひとに開
かれている。（政策分野２「人権」Ｑ３再掲）

旧
1124

だれもがいきいきと働ける場を得る機会がある。

推進施策３　　京都の強みを生かした事業環境の整備 
（産業支援機関の機能強化，産業科学研究拠点の整備，企業立地促進施策の充実，情報通信技術の利活用促

Ｑ38 京都では産業界・大学・行政などが連携して，企業の誘致や事業環境の整備を進めている。

推進施策６　　ソーシャルビジネス（社会的企業）への支援 
　　　　　　　　　（地域活性化・環境問題等の社会的課題を解決するビジネスが生まれる環境づくり）

Ｑ39 まちづくりや環境問題などの社会的課題の解決に取り組むビジネスが生まれている。

推進施策７　　 市民に安心していただける流通体制の強化 
　　　　　　　　　（中央卸売市場の施設機能充実，正しい計量の実施）

Ｑ40 京都で流通している食べ物は安全で信用できる。

　なし

　④　商いでにぎわい，魅力あふれるまち

若者から高齢者まで幅広い年齢層の市民や観光客が
安心して買物を楽しむことができ，意欲をもつ商業者
が才覚を発揮して元気に頑張れる魅力あふれるまちと
なっている。

　⑤　働くことを希望するすべてのひとが就業できるまち

より多くのひとが社会を支えるという観点から，新たな
雇用の創出や雇用のミスマッチ（不釣り合い）を解消す
ることで，若者，女性，高齢者，障害のあるひとを含
め，働くことを希望するすべてのひとが就業し，その意
欲と能力を最大限発揮できるまちとなっている。
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政策分野９　　観光

推進施策１　　観光スタイルの質の向上 

Ｑ41 文化や自然など京都のほんものとじっくりとふれあう，質の高い観光が定着している。

旧
2221

寺院，神社でのライトアップなど，新たな観光資源の開発が活発である。

推進施策２　　観光都市としての質の向上

Ｑ42 京都は，観光客にとっても市民にとっても快適な観光都市である。

旧
2223

京都は海外からの観光客にとって魅力的な都市である。

Ｑ43 京都は観光客を温かくもてなすまちである。

旧2225
旧2226 京都は観光客を温かくもてなすまちである。

名所を足早に見て回るのではなく，じっくり滞在・宿泊
し，京都の日常生活や文化，芸術，食，産業，知恵，
自然など，ほんものとふれあう観光や，歩いて楽しむ
ことをはじめとする「環境モデル都市・京都」にふさわ
しい環境にやさしい観光など，「質の高い観光スタイ
ル」が定着している。

◆当該分野の設問案については，３月２３日開催のマネジメント会議（「未来・京都観光振興計画２０１０＋５」の進ちょく状況や施策・事業の検証を行う。）での調整を受けて，産
業観光局から修正の依頼が入る場合があります。

京都が有する世界に誇る財産を，子どもから学生，大
人まで，市民自身がしっかり享受し，知り，学び，楽し
み，市民が京都のファン・達人となっている。また，そ
うした市民が，観光客を温かく迎え，京都観光の新た
な主体として存在感を発揮するまちとなっている。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

　①　観光スタイルの質が高まっている

今ある魅力が守り育てられるとともに，新しい魅力が
創出され，国籍，年齢，性別，障害の有無等にかかわ
らず，だれでも，いつでも，不満なく，安心・安全かつ
快適に京都の魅力を堪能でき，また市民にとってもく
らしやすい，さらに「質の高い観光都市」となっている。

　③　京都観光の新たな主体として市民が存在感を発揮している

　②　観光都市としての質が高まっている
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Ｑ44 京都は様々な方法で観光客をうまく呼んでいる。

旧
2222

京都は様々な方法で観光客をうまく呼んでいる。

推進施策３　　国際MICE都市への飛躍 

Ｑ45 京都は国際会議などが盛んに開かれる都市である。

旧
2224

京都は国際会議などが盛んに開かれる都市である。

5,000人規模の国際会議場が整備されるとともに，世
界的な知名度の高いホテルが誘致されるなど，京都
の都市特性を生かした世界に冠たる国際MICE都市と
なっている。

　⑤　世界に冠たる国際MICE都市となっている

子ども連れの家族や若者・学生，若い女性，ラグジュ
アリー層※，ビジネス客など，新たな層が京都ファンと
なっている。

　④　新たな京都ファンが創出されている
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政策分野１０　　農林業

推進施策１　　産業として魅力ある農林業の構築と担い手の育成 

Ｑ46 京都の農林業が魅力を増し，後継者や新たな担い手が育っている。

旧
2214

京野菜や北山杉など，京都の農林業は魅力的である。

推進施策２　　環境や社会に貢献できる農林業の育成

Ｑ47 京都の農林業が，環境に負荷をかけない栽培の取組や森林の整備を通して，地域社会に役立っている。

推進施策３　　市民との共汗で築く農林業 

Ｑ48 市民農園や森林を守る運動，学校の体験学習などによって，京都の農林業が身近になってきている。

　③　市民の農林業への参加と理解が進んでいる

総合的な野生鳥獣対策の実施や，京の旬野菜の生産
など環境に過度な負荷をかけない取組の普及，森林
の多様な機能の向上につながる間伐等の森林の適切
な整備と木材の活用が進み，農林業が環境や社会に
貢献できている。

市街地に残る農地や周辺を山に囲まれた京都の特徴
を生かして市民農園など農林業に触れる機会の創出
や，学校教育において農林業体験学習が実施される
ことにより，市民の農林業への参加と理解が進んでい
る。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

　②　農林業が環境や社会に貢献できている

　①　農林業の魅力創出で多様な担い手が育つ環境が整っている

京都ブランドなどを生かしグローバルな視点も加えた
付加価値の高い農林産物の生産や，効率的作業の
実現等により所得が増大し，農林業が産業として魅力
あるものとなり，農林家に加えて一般市民からも多様な
新しい担い手が育つ環境となっている。
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政策分野１１　　大学

推進施策１　　京都で学び，住み続けたくなる「大学のまち」の実現

Ｑ49 京都は，「大学のまち」として学びの環境が充実し,多様な伝統文化芸術等に触れる機会に恵まれている。

旧
2231

京都は，大学間の交流が盛んであるなど，「大学のまち」として魅力がある。

旧
2233

市民向け公開講座や地域との交流など，大学が身近に感じられる。

旧
2234

京都の大学は，施設や環境が充実している。

推進施策２　　大学の国際化に向けた人材育成と留学生等の受入拡大 

Ｑ50 京都は，世界から留学生や研究者が集まり，国際社会で活躍する人材が育っている。

旧
2235

京都にある大学や学術研究機関は多くの人材を育成したり研究成果をあげたりしている。

Ｑ51 京都の大学は，世界に貢献する高い研究成果を上げている。

旧2235
再掲 京都にある大学や学術研究機関は多くの人材を育成したり研究成果をあげたりしている。

個性あふれる大学の集積と先進的な大学コンソーシア
ム京都の取組により「学びの環境」が充実していること
に加えて，伝統的な文化芸術等に触れる機会に恵ま
れていることから，世界中の学生にとっての憧れの「大
学のまち」となっており，卒業後も住み続けたくなるま
ちとなっている。

世界中に京都のまちや大学の魅力が発信され，高度
な教育研究機能に加え，生活環境が充実していること
から，世界中から留学生や研究者が集まっている。こ
れにより，大学を通じた国際的な交流が広がり，国内
外の若者が歴史的・文化的環境を楽しみながら切磋
琢磨し，国際社会で活躍する，京都大好きな人材が
育っている。

京都の各大学における高度な学術研究の成果は多岐
にわたり，京都のみならず日本，さらには世界に貢献
している。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

　③　世界に貢献する学術研究都市京都

　①　京都ならではの「学びの環境」が整った，憧れの「大学のまち」

　②　世界中から留学生が集まり，国際社会で活躍する人材が育つまち
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推進施策３　　学生のパワーで活気あふれる「学生のまち」の実現 

Ｑ52 学生は，京都において社会で活躍する力を養い，そのパワーで京都のまちを活性化している。

旧
2242

若者が活動する場や情報が十分提供されている。

推進施策４　　産業の振興と大学教育の充実に向けた産学公地域連携の推進 

Ｑ53 大学の人材や研究成果は，産業の活性化と雇用の創出に役立ち，地域の発展にもつながっている。

旧
2332

大学の人材・研究成果は産業活動に役立っている。

大学の知の集積を生かし，ベンチャー企業が育ち新
産業・知恵産業が創出され，京都の産業界が活性化
し，学生の雇用へとつながっているとともに，大学が，
京都のまち全体を教育研究のフィールドとして学生を
育てながら，このことが地域の発展にもつながっている
など，産学公地域連携がますます進んだまちとなって
いる。

　④　まち全体で育てた学生の力による，活気あふれる京都

　⑤　京都の発展を支える産学公地域連携が進んだまち

旧
2241

ベンチャー企業支援や若者企画のイベントなど，京都は若者が活躍できる場である。

学生の社会貢献活動の支援や学生と地域，NPO等と
の交流の促進，産業界と連携した，社会・就業体験の
機会の充実など，オール京都によるひとづくりのシステ
ムが構築され，学生の｢人間力｣が向上するとともに，
学生のパワーが生かされて地域が活性化している。
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政策分野１２　　国際化

推進施策１　　世界中のひとびとを引き寄せる京都の魅力の向上と発信 

Ｑ54 京都には，世界から観光，留学，ビジネス等を目的として訪れる人々を引き寄せる魅力と，受入環境がある。

Ｑ55 京都は，文化資産の継承，環境にやさしい取組などを通して，平和都市として国際社会に貢献している。

推進施策３　　外国籍市民等がくらしやすく，活躍できる多文化が息づくまちづくりの推進

Ｑ56 国籍，民族，文化等が違っても互いに理解し合い，共にいきいきとくらせるまちになってきている。

旧
1117

国籍，民族，文化等が違っても互いに理解し合い，共生する社会になってきている。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞

　②　国際社会に大きく貢献するまち

　①　世界中のひとびとを引き寄せるまち

＜　推　進　施　策　＞

京都は，1200年の歴史のなかで，国内外からさまざま
な文化を取り入れ，独自の豊かな文化を築き上げてき
た。この国際都市としての蓄積を継承し，多様な文化
を積極的に受け入れ，その魅力を向上させるとともに，
積極的な情報発信を行い，受入環境が充実して，海
外からの観光客や留学生など，世界中のひとびとを引
き寄せるまちとなっている。

　③　多文化が息づくまち

京都市が会長都市を務める世界歴史都市連盟を通じ
た活動をはじめとする，国と国との関係を超えた都市
間交流により，世界平和や人権，環境，歴史文化資産
の継承等に関して，国際社会に大きく貢献するまちと
なっている。

市民の外国の文化への関心や理解度が高まるととも
に，外国籍市民や日本国籍を取得した外国にルーツ
をもつ市民が，存分に知識や能力を生かして地域社
会で活躍することにより，あらゆる市民がより豊かな生
活を送れる，多文化が息づくまちとなっている。
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推進施策２　　市民主体の国際交流・国際協力の推進 

Ｑ57 京都では市民，民間レベルでの様々な国際交流が盛んである。

旧2131
旧2132 京都では市民レベルでの様々な国際交流が盛んである。

国際交流拠点である京都市国際交流会館の活用や，
行政のサポートにより，姉妹都市をはじめ世界各国か
らひとびとが集い交流する機会を拡充するとともに国
際感覚をもった人材を育成することで，ボランティア，
NPO，学校，企業，文化・伝統行事・まちづくりを支え
る団体等が活躍し，市民，民間レベルでの国際交流
が定着したまちとなっている。

　④　市民，民間レベルでの国際交流が定着したまち
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政策分野１３　子育て支援　

推進施策１　　市民ぐるみ・地域ぐるみで子育てを支え合う子育て支援の風土づくり 

Ｑ58 子どもの見守り活動など，身近な地域で子どもとの交流や子育て支援の取組が行われている。

推進施策２　　子どものいのちと人権が大切にされるまちづくり 

Ｑ59 京都では，子どものいのちと人権が大切にされている。

旧
1113

一人一人の子どもの人格が大切にされ，子どもの権利が守られている社会である。

旧
1223

障害のある子どもや保護者の養護が足りない子どもに対する子育て支援が十分に行われている。

推進施策４　　子どもを安心して生み健やかに育てることのできるまちづくり 

Ｑ60
必要なときに医療機関へ行ったり，健康相談を受けたりできるなど，安心して子どもを生み，育てることができ
る。

旧
1221

子どもを産み育てるときに，気兼ねなく健康相談を受けたり，病院にも行けるなど，安心である。

旧
1224

子育てに不安を感じたときに気軽に相談できるところがあるので，心強い。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

虐待や疾病・障害等により保護や支援が必要な児童
への対応強化を図るとともに，虐待等の未然防止，早
期発見に向け，普段から気軽に子育て相談ができる環
境づくりや啓発活動を行うことで，子どものいのちと人
権が大切にされるまちになっている。

妊娠期から出産，育児期まで，母親の心身の健康の
保持増進及び父親の育児参加促進を図るとともに，子
どもの病気や事故への対応も含め乳幼児の健やかな
発育・発達と育児不安の軽減に向けた支援を充実す
ることで，子どもを安心して生み健やかに育てることの
できるまちになっている。

　②　子どものいのちと人権が大切にされている

　①　地域全体で子どもや子育て親子を見守り，支えている

京都のまちが培ってきた，子どもを何よりも大切にする
次世代育成の精神と地域社会の力を生かし，市民相
互の子育て支援活動やネットワークの強化を図るととも
に，子どもをもつ家庭と地域のひとびとが交流する機
会の提供などを通じて，若者から高齢者まで地域全体
で子どもや子育て親子を見守り，支えるまちになって
いる。

　③　子どもを安心して生み健やかに育てることができている
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推進施策３　　次世代を育むすべての家庭を支援し支え合えるまちづくり 

Ｑ61 働き方の見直しや男性の育児参加など，仕事と子育ての両立に取り組むひとや企業が増えている。

Ｑ62
再掲

子どもの見守り活動など，身近な地域で子どもとの交流や子育て支援の取組が行われている。

旧
1222

子育て家庭のニーズに応じた保育サービスが充実している。

推進施策５　　 子どもの健全育成のための環境づくり，放課後の子どもたちの居場所づくり 

Ｑ63
追加

子どもたちが安心して過ごせる居場所や遊び場が身近にある。

旧
1225

子どもの居場所や遊び場所があるので，様々な体験ができる。

　④　仕事と子育てを両立しやすいまち

働き方の見直しや男性の子育てへの参加促進など社
会全体の意識が向上し，企業等における取組が積極
的に推進されるとともに，多様な保育サービスの提供
や放課後の子どもたちの居場所づくりなどの行政施策
が充実することで，仕事と子育てを両立しやすいまち
になっている。

　なし

23



政策分野１４　　障害者福祉

推進施策１　　互いに認め合い支え合ってくらすまちづくり

Ｑ64 障害への理解が進み，障害のあるひともないひとも，認め合い，支え合ってくらせるまちになってきている。

旧
1115

障害のあるひとが，様々な面で暮らしやすいまちになってきている。

旧
1122

高齢者や障害のあるひとが社会参加できる機会が十分ある。

旧
1133

障害のある子どもの状況に応じた教育が行われている。

推進施策２　　 自立した地域生活への移行促進 

Ｑ65
障害のあるひとが自ら必要な福祉サービスを選択し，利用することにより，住み慣れた地域でくらしやすくなって
きている。

旧
1213

障害のあるひとやその家族を支えるホームヘルプ（訪問介護など）のサービスが充実している。

市民や障害者団体等と協働し，障害や障害のあるひと
に対する正しい理解と認識を深めるさまざまな取組を
推進するとともに，障害のあるひとの社会参加をより一
層進めることにより，障害のあるひともないひとも，すべ
てのひとが個人として尊重され，学校や職場，地域社
会のなかでともにくらし，活動できる，すべてのひとを
包み込むインクルーシブなまちづくりが進んでいる。

福祉的支援を必要とする障害のあるひとに必要な福祉
サービスを十分に提供できる谷間のない制度と体制を
整備するとともに，だれもが等しく意思等を伝達・交換
できることが保障された状況の下で，必要な情報を提
供し，自己選択・自己決定が可能となるよう相談支援
の環境を整えることにより，障害のあるひとが自立した
地域生活を送ることができるようになっている。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞

　①　お互いに認め合い支え合ってともに地域でくらすまちづくりが進んでいる

　②　障害のあるひとが自立した地域生活を送ることができている

＜　推　進　施　策　＞
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推進施策３　　生きがいをもって働くことができる社会づくり

Ｑ66 働く場で，障害のあるひとの姿を多く見かけるようになってきている。

旧
1123

高齢者や障害のあるひとの働く場が確保されている。

推進施策４　　生活しやすい社会環境の整備 

Ｑ67
バリアフリー※などの生活しやすい社会環境の整備が進み，くらしやすいまちになっている。
※高齢者や障害のあるひとが社会生活をしていくうえでの障壁（バリア）を除去し，ハンディキャップなく生活でき
るようにすること。

旧
1115

障害のあるひとが，様々な面で暮らしやすいまちになってきている。

ユニバーサルデザイン※の普及・定着に取り組むとと
もに，京都市，事業者，市民，滞在者など，各主体の
自主的な取組へのきっかけづくりを進めることにより，
すべてのひとにとって生活しやすいまちづくりやものづ
くり，情報・サービスの提供が進んでいる。

　③　働く意欲のある障害のあるひとが生きがいをもって働くことができている

　④　すべてのひとにとって生活しやすい社会環境の整備が進んでいる

国や京都府，経済団体等との協働により，多様な働き
方を可能にする支援やライフステージを通じて切れ目
のない支援を行うとともに，障害特性やひとりひとりの
働く力に応じた職域の開発や合理的配慮がされた職
場環境を整備することにより，働く意欲のある障害のあ
るひとが，就業から職場定着，さらにはスキルアップや
キャリアアップを図ることができ，生きがいをもって働く
ことができるようになっている。
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政策分野１５　　地域福祉

推進施策１　　地域の福祉ニーズの把握 

Ｑ68 社会的に弱い立場にある高齢者や障害のあるひとが，地域ぐるみで見守られている。

推進施策２　　地域におけるつながりの構築 

Ｑ69 地域福祉活動などの地域のボランティア活動に参加しやすい環境が整ってきている。

推進施策３　　関係者の連携・協働の推進

Ｑ70 地域において福祉にかかわる民生委員などのボランティアのひとびとが活発に活動している。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

　②　地域のつながり・絆が深くなっている

すべての市民が，住み慣れた地域でいきいきとくらせ
るための住みよいまちづくりに協力し，支え合いの意識
をもったうえで，認知症のひと，障害のあるひと，ホーム
レスをはじめとした経済的な困窮状態にあるひとなど，
社会的に弱い立場にあるひとの基本的人権が尊重さ
れ，個人の尊厳が保たれ，社会の一員として互いに包
み支え合っている。

　③　地域の特性を生かした支え合いの活動が活発になっている

　①　社会的に弱い立場にあるひとの尊厳が保たれ，社会の一員として包み支え合っている

住民・行政の協働で地域のつながり・絆が深くなってい
る。具体的には，行政が住民主体で実施する住民同
士のつながりをつむぐ活動や地域を活性化する活動
などについて取り組みやすい環境を築き，地域の活動
に関心をもたない世帯，団塊の世代や子育て家庭，障
害のあるひと，さまざまな考え方や文化をもつひとも地
域福祉活動に参加したり（いわゆる地域デビュー）と，
住民だれもが地域にかかわり，つながりを感じること
で，「このまちに住んでよかった」と思える地域づくりが
進んでいる。

社会福祉協議会や民生委員・児童委員をはじめとし
た，これまで地域福祉活動を推進してきた団体など
が，これまでの活動を踏まえ，より一層協働の関係を強
め，地域の特性を生かした支え合いの活動が活発に
なっている。
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推進施策４　　地域福祉を通じた安心・安全のまちづくり 

Ｑ71 地域のつながりが福祉活動や防犯・防災の取組に役立っている。

地域のつながりをつむぐことで，地域の問題は地域が
気付き，地域でできることは地域で対応し，地域ででき
ないことは行政及び専門機関につなぐなど，自分たち
のまちを自分たちで担っている。また，そのためにも行
政や専門機関が連携して総合的・専門的な対応を
行っている。

　④　自分たちのまちを自分たちで担っている
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政策分野１６　　高齢者福祉

推進施策１　　高齢者の尊厳を保つ社会の構築 

Ｑ72 高齢者が敬われ，心身ともに健康で充実したくらしを送れている。

推進施策２　　活力ある長寿社会の実現 

Ｑ73 高齢者の知恵や経験，技能が社会に生かされている。

旧1114
再掲 高齢者の知識や経験が尊重され，権利が守られている社会である。

推進施策３　　高齢者を支えるネットワークの推進 

Ｑ74 高齢者を地域で見守り支えていくことにより，孤立することなく安心して暮らしていける社会になってきている。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

旧
1114

高齢者の知識や経験が尊重され，権利が守られている社会である。

知恵や経験豊かな高齢者を市民が敬う心をもち，世代
を越えた支え合いによって，高齢者ひとりひとりが尊厳
を保ち，どのような心身の状態にあっても，高齢者自身
の決定によって心身ともに健康で充実した「幸」齢期を
送ることができている。

　①　高齢者の尊厳が保たれ，心身ともに健康で充実した「幸」齢期を送っている

　②　高齢者の知恵や経験，技能を生かすことによって，活力のある長寿社会が実現されている

　③　高齢者を支えるネットワークの構築を進めることによって，安心して生活できている

京都の強みである「自治の精神」を生かし，地域にお
ける関係団体等による見守り・福祉活動と，保健福祉
サービス，介護・医療施設等との有機的なネットワーク
の構築を進め，若年性を含む認知症のひとやひとり暮
らしの高齢者等が孤立することなく，「地域による見守
り」を実感しながら，ひとりひとりが生きがい・やりがいを
もって，安心して生活できている。

高齢者がこれまでに培ってきた知恵や経験，技能を就
労や社会参加に生かすことや，日常生活のなかでの
自主的な介護予防の取組が広がることによって，活力
のある長寿社会が実現され，京都に息づく文化が次の
世代へと継承されている。
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推進施策４　　介護サービスの充実による豊かな生活の実現 

Ｑ75 介護サービスや住環境整備などの充実により，高齢者が住み慣れた地域でそのひとらしいくらしを送れている。

旧
1212

高齢者とその家族を支えるホームヘルプ（訪問介護）などのサービスが充実している。

推進施策５　　魅力ある介護現場の実現

Ｑ76 高齢社会が進展する中，介護職が重要な仕事となっている。
「大学のまち京都」の特色を生かした，大学等の介護
人材の養成機関との連携や，介護職員に対するキャリ
アアップの取組を進めることによって，介護の現場が魅
力ある職場となり，現場で働く職員が，やりがいや使命
感をもって，いきいきと活躍できている。

　⑤　介護現場が魅力的な職場となることによって，職員がやりがいをもって活躍している

居宅サービスの充実や，小規模で家庭的な介護拠点
施設及び高齢者が住みやすい住環境の整備を推進
することと，特別養護老人ホーム等の介護施設を整備
することで，満足度の高いサービスを提供し，だれもが
住み慣れた地域で社会との関係を保ちつつ，そのひと
らしい豊かな生活が続けられている。

　④　介護サービスの充実によって，そのひとらしい豊かな生活を送っている
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政策分野１７　　保健衛生・医療　

推進施策１　　市民の健康づくり活動の推進 

Ｑ77 正しい情報を基に，健康づくりに取り組む人が増えている。

旧1231
旧1236 正しい情報を基に，健康づくりに取り組む人が増えている。

推進施策２　　保健医療サービスの充実

Ｑ78 利用しやすく頼れる医療や検診の機関がある。

旧
1233

利用しやすく頼れる医療や検査などの機関がある。

旧
1234

精神に障害のある人への保健，医療，福祉サービスが充実している。

推進施策３　　食や生活環境の安全・安心の確保

Ｑ79 安心して食べられる食品が手に入るなど，衛生的な生活環境が整っている。

Ｑ80
追加

公共の場では禁煙が進んでいる。

旧
1121

今住んでいる住宅や周りの環境には満足している。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

　②　必要なときに保健医療サービスを利用できる

　①　すべての市民が健康づくりに取り組み，尊厳をもってくらしている

行政や保健医療関係機関等による健康づくりのため
の環境整備により，すべての市民が，生涯を通じて運
動，栄養，休養，禁煙，口腔ケアといった心身の健康
づくりを心がけ，自身の状況に応じた健康づくり活動の
大切さを実感し，取り組んでいる。その結果，病気の有
無にかかわらず，いつまでも尊厳をもって心身ともに明
るく質の高いくらしができるまちになっている。

保健所などによる業者への監視や指導があるので，食品や住まいの衛生などに不安を感じることはない。

適切な情報を基に，保健所，保健センター，病院，診
療所等の保健医療サービスを必要なときに利用できる
まちになっている。

　③　食や生活環境の安全と安心が確保されている

食や生活環境の安全と安心が確保され， 公共的な場
所は禁煙が行き届くまちになっている。

旧
1235
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推進施策４　　健康危機に対する安全・安心の確保 

Ｑ81 感染症や食中毒等の健康危機に対し，安全と安心が確保されている。

旧
1232

医薬品の副作用や食中毒，感染症など健康に関する情報が手に入れやすい。

感染症，食中毒等の健康危機に対し，迅速・的確な対
応がなされ，市民の安全と安心が確保されたまちに
なっている。

　④　健康危機に対し，市民の安全と安心が確保されている
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政策分野１８　　学校教育　

推進施策１　　市民ぐるみの教育の推進 

Ｑ82 保護者や地域のひとびとが学校のさまざまな活動に参画するなど，地域ぐるみの教育が進められている。

旧
1131

学校と家庭・地域が一体となって子どもたちを見守っている。

旧
1133

障害のある子どもの状況に応じた教育が行われている。

旧
1135

最近の学校は施設や設備が充実している。

推進施策４　　新しい学習環境づくり

Ｑ83 安全快適な学校施設や最新の設備など，充実した教育環境が整備されている。

旧
1131

学校と家庭・地域が一体となって子どもたちを見守っている。

旧
1133

障害のある子どもの状況に応じた教育が行われている。

旧
1135

最近の学校は施設や設備が充実している。

推進施策３　　教職員の資質・指導力の向上 

Ｑ84
学校の先生は，小・中学校などの枠を超えて協力し合い，保護者や地域のひとびととも連携して，子どもの教育
に取り組んでいる。

旧
1134

学校の先生は熱心に取り組んでいる。

コミュニティスクールの推進など，地域ぐるみで学校教
育を推進するしくみづくりを進めることにより，公教育
への市民の信頼を高め，充実した教育環境の下で，
すべての子どもたちが「確かな学力」，「豊かな心」，
「健やかな体」を身につけることができるまちとなってい
る。

教職員，PTA等による校種間の枠を越えた取組をさら
に進め，保育所・幼稚園から小学校，中学校，高等学
校，総合支援学校が連携し，子どもたちの学びと育ち
の連続性の視点に立った一貫した取組を推進するま
ちとなっている。

　②　教職員や保護者が子どもたちを中心にしっかり連携できている

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

　①　社会の宝である子どもたちを地域ぐるみで育んでいる

　①　社会の宝である子どもたちを地域ぐるみで育んでいる（再掲）

コミュニティスクールの推進など，地域ぐるみで学校教
育を推進するしくみづくりを進めることにより，公教育
への市民の信頼を高め，充実した教育環境の下で，
すべての子どもたちが「確かな学力」，「豊かな心」，
「健やかな体」を身につけることができるまちとなってい
る。
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推進施策２　　子どもたちに「生きる力」を育む教育の推進 

Ｑ85 子どもたちが参加できる，さまざまな学びやスポーツ，体験活動の機会がある。

旧
1132

ボランティア活動などで，子どもの社会性が高まっている。

旧
1225

子どもの居場所や遊び場所があるので，様々な体験ができる。

Ｑ86 京都ならではの伝統文化や環境の教育が，社会を担える人材の育成に役立っている。

京都の都市特性や社会資源を最大限に活用し，京都
ならではの伝統文化教育や環境教育，食育，生き方
探究教育，健康教育等を推進することにより，京都，
世界の未来を担う人材を育むことができるまちとなって
いる。

　④　京都で学んだ子どもたちがあらゆる場面で活躍している

　③　子どもたちがあらゆる場で学び体験できる社会となっている

学校・家庭・地域・大学・産業界・NPO等の連携の下，
すべての大人たちが子どもを育む当事者として行動
し，社会全体で子どもたちにさまざまな学びや体験交
流の場を提供することにより，子どもたちの「生きる力」
を育むことができるまちとなっている。
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政策分野１９　　生涯学習

推進施策１　　市民だれもが参加できる「学びのネットワーク」の拡充

Ｑ87 大学や博物館，神社仏閣，伝統産業から先端企業，ＮＰＯなどが提供する学習機会が豊富にある。

旧
2141

大学や神社仏閣，博物館など京都ならではの様々な学習機会に恵まれている。

旧
2142

図書館や色々な博物館など，いつでも学べるような環境が整っている。

推進施策２　　学びが社会に還元されるしくみづくり 

Ｑ88 生涯にわたって自ら学習したことが，社会の役に立っている。

Ｑ89 地域での取組において，幅広い世代がともに学べる機会が充実している。

旧
2144

学校や地域での取組など，幅広い世代がともに学べる機会が充実している。

推進施策３　　子どもを共に育む気運づくり

Ｑ90 子どもを社会の宝として社会全体で育む意識と行動が広がっている。

　②　市民の学びが生かされたまちづくりが進んでいる

　④　 「子どもを共に育む京都市民憲章」の理念に基づく行動が市民に浸透している

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

　①　市民がまちのあらゆる場で学んでいる

行政だけでなく，さまざまな団体が実践している生涯
学習の場や情報を有機的に結びつけ，一元的に案
内・発信し，社会全体で共有することにより，子ども・若
者から子育て世代，高齢者まで，障害の有無にかかわ
らず，生涯学習の主体である市民ひとりひとりが学習
の場をワンストップで選択し，参加できるまちとなって
いる。

すべての大人たちが「子どもを共に育む京都市民憲
章」の理念を意識し，子どもを真ん中に据えた行動を
することで，社会の宝である子どもを市民ぐるみで育む
まちとなっている。

　③　学びが次世代に継承されている

学びの成果が仕事や社会活動等に生かされ，相互に
つながることによって，市民ひとりひとりの学びが京都
の未来を創造する原動力となるようなまちとなってい
る。

世代間交流の場をあらゆる場面で設けることにより，学
びが高齢者，子育て世代，子どもたちへとしっかりとつ
ながっていく「学びの伝承」を実現できるまちとなって
いる。
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政策分野２０　　歩くまち

推進施策３　　歩いて楽しいくらしを大切にするライフスタイルへの転換

Ｑ91
京都では，過度な自動車利用を控え，歩くことを中心としたライフスタイル（くらし方，生き方）が大切にされてい
る。

旧1345
旧2324 公共交通機関を利用する人が増えている。

推進施策１　　世界トップレベルの使いやすさをめざした公共交通の再編強化 

Ｑ92 京都での移動には公共交通が便利である。

旧
1342

歩道の電柱や段差がなくなるなど快適になった。

　②　使いやすい公共交通の構築や新たな公共交通の整備が進んでいる

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

　①　市民，事業者，行政の一体となった取組により「歩くまち・京都」が進展している

持続可能な脱「クルマ中心」社会のモデル都市をめざ
して，世界トップレベルの使いやすい公共交通を構築
し，歩く魅力にあふれるまちをつくり，ひとりひとりが歩く
くらし（ライフスタイル）を大切にすることで「歩くまち・京
都」が着実に進展している。とくに，交通行動スタイルを
見直す市民と一体となった取組が定着し，過度なクル
マ利用を控え，歩くこと，公共交通等を利用することを
中心としたライフスタイル（くらし方，生き方）により「歩く
まち・京都」の実現が支えられている。

バス停や駅の施設は，ユニバーサルデザインに基づい
た整備が一層進むとともに，バスの走行環境やダイヤ
の改善などにより使いやすい公共交通が構築されてい
る。また，公共交通を再構築すべきと考えられるエリア
では，ユニバーサルデザイン性，高い速達性と定時
性，需要に応じた輸送力をあわせもった新しい公共交
通の整備が進んでいる。
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推進施策２　　歩く魅力を最大限に味わえるような歩行者優先のまちづくり 

Ｑ93 歩いてこそ魅力を満喫できるまちとなっている。

旧
1341

京都は，まちの美しさや賑わいなどにより，歩いて楽しいまちである。

旧
1344

市内の道路は安全・快適である。

Ｑ94 まちなかや観光地において，自動車による渋滞が減っている。

推進施策４　　地下鉄の魅力向上とまちづくりへのさらなる活用 

Ｑ95 地下鉄，市バスは，市民生活に役立っている。

旧1345
旧2324 公共交通機関を利用する人が増えている。

旧1343
再掲 まちなかの移動にはバスや鉄道が便利である。

推進施策５　　歩行者と共存可能な自転車利用の促進

Ｑ96 駐輪場の整備や自転車の利用マナーのルール化などにより，自転車と歩行者が共存できている。

自転車利用の環境整備及びマナー，ルールの確立と
いう２本の柱を基本とした取組を進めることにより，まち
の美しさや歩きやすさを実感できるまちになっている。

　⑤　地下鉄，市バスが市民の足として重要な役割を果たしている（再掲）

　⑥　自転車利用の環境整備及びマナー，ルールが確立している

歩行者と公共交通優先の道路では，歩道拡幅や緑化
が進み，ひととひととがふれあい，にぎわいと活気に満
ちたまちとなっている。

　④　自動車利用の抑制策が定着し，自動車交通の効率化と適正化が図られている

自動車利用の抑制に向けて，新たな駐車施設の整備
が抑制され，既存の駐車施設の有効活用が図られて
いる一方で，パークアンドライド※が拡充され，年間を
通して，徒歩や公共交通で京都観光を楽しむひとや市
内への通勤や買物に行くひとに利用されている。

公共交通優先の社会への転換が進むとともに，駅ナカ
ビジネスなども充実してさらに魅力的になった地下鉄を
基軸としたまちづくりが進んでいる。それにより，地下
鉄，市バスの旅客数が増加し，コスト削減などの効果と
ともに地下鉄，市バスの一層の経営改善が図られ，市
内の大動脈，市民の足としてますます重要な役割を果
たしている。

　③　 「歩くまち・京都」を支える歩きたくなるようなまちとなっている
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政策分野２１　　土地利用と都市機能配置　

推進施策１　　便利でくらしやすい生活圏づくり

Ｑ97 買物などの日常生活には，徒歩や自転車，公共交通が便利である。

推進施策２　　商業・業務機能が集積したにぎわいのある魅力的なまちづくり

Ｑ98
田の字地域※や京都駅の周辺は，たくさんのひとが訪れる地域である。
※河原町通，烏丸通，堀川通，御池通，四条通，五条通の幹線道路沿道地区

旧
2312

鉄道駅の周辺や商店街が賑わっている。

推進施策３　　創造を続ける南部地域のまちづくり 

Ｑ99 京都の南部地域が発展してきている。

旧
2311

美しい自然や町並みが保たれている一方，南部地域には企業が集積するなど，多様なまちづくりが進んでいる。

　③　京都の新たな活力を担う南部地域

「らくなん進都※」をはじめとする南部地域が，京都の
新たな活力を担う地域として，最先端のものづくり企業
の本社・研究開発・生産機能の集積がさらに進むととも
に，快適かつ魅力ある都市環境が形成されている。

＜　推　進　施　策　＞

　①　便利でくらしやすい生活圏がネットワークする都市

交通拠点の周辺に，集客施設が集積するとともに，ク
ルマに過度に頼ることなく，徒歩や公共交通などにより
買物などの日常生活ができる便利でくらしやすい生活
圏が形成され，それらがネットワークされた都市となりつ
つある。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞

　②　にぎわいのある魅力的な商業・業務地域

田の字地域や京都駅周辺地区において，広域的な商
業・業務機能等が集積し，にぎわいのある，魅力的な
界隈が形成されている。
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推進施策４　　市内各地における個性豊かで魅力的なまちづくり 

Q100 身近な地域に魅力が感じられる。

推進施策５　　まちづくりを支えるしくみづくり

Q101 身近な地域で，自主的なまちづくり活動が進んでいる。

旧
2313

景観や住環境を守るための住民によるまちづくり活動が盛んになってきている。

岡崎地域（左京区・東山区）や山ノ内地域（右京区）な
ど，市内のさまざまな地域において，個性豊かで魅力
的なまちが創出されている。

　⑤　自主的なまちづくりのルール化やマネジメントの展開

市民・事業者自身がまちづくりに積極的にかかわり，さ
まざまな地域で地域の特性に応じた自主的なまちづく
りのルール化やマネジメントが展開されている。

　④　個性豊かで魅力的なまちの創出
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政策分野２２　　景観

推進施策２　　品格のある市街地景観の形成

Q102 京都の個性的な町並み景観が守られている。

旧
2111

まちに散乱ごみが少なくなってきた。

旧
2112

京都の個性的なまちなみ景観が守られている。

推進施策５　　市民とともに推進する景観まちづくり

Q103 身近な地域の町並みや風景に誇りや愛着が感じられる。

推進施策３　　歴史的な町並みや京町家等の保全

Q104 京都の暮らしや文化を伝えている京町家が身近に感じられる。

旧
2114

まちなかには文化を感じさせる木造建築がきちんと残っている。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

　①　品格のある優れた町並み景観が広がりつつある

　②　地域の絆に支えられ安心してくらせるまちづくりが進んでいる

京都のまちのあちこちで景観についての勉強会や協
議が行われ，それぞれの地域における景観の将来像
を共有しながら独自の景観ルールを定めるなどの活
動が活発になり，地域の町並みや相隣環境に配慮し
た建築物の整備が進むとともに，地域の絆に支えられ
安心してくらすことができるまちづくりが進んでいる。

歴史的建造物などによる京都らしい風情ある町並み
や三山などの自然景観と調和した建築物，さらには，
現代的な沿道景観を創造する質の高い建築物などの
整備が進むとともに，優良な屋外広告物の整備も進む
ことにより，地域ごとの特性を反映し，これからの日本
の景観を先導する品格のある優れた町並み景観が，
市内に広がりつつある。

　③　京町家のくらしや空間，まちづくりの文化が継承・発展されている

これまで空き家になっていた京町家がすまいやお店
等へ活用されるなど，京町家の保全・再生・活用ととも
に，新たな京町家の開発・整備が進み，これまで京町
家が蓄積してきたくらしや空間，まちづくりの文化が継
承・発展されている。
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推進施策４　　無電柱化等による魅力あふれる道路空間の創出

Q105 大通りや歴史的地区から電柱が取り除かれ，美しい公共空間が増えてきている。

推進施策１　　山紫水明の自然景観の保全 

Q106 三山の山並みなどの自然風景は，美しく魅力がある。

　⑤　緑や水辺の整備による四季を楽しめるまち

都市の骨格を形成する道路や京町家をはじめとする
歴史的建造物が多く残る地区等において，無電柱化
や町並み景観に配慮した美しい公共空間の創出が進
んでいる。

くらしと自然が共生するすまいづくり，市街地の緑化推
進，三山の森林再生活動が進み，環境にやさしく，四
季折々の彩りを楽しめるまちになっている。

　④　魅力あふれる美しい公共空間が創出されている
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政策分野２３　　建築物　

推進施策１　　安全な新築建築物の供給 

Q107
建物を新築するときは，安全性が重視されている。 (所管局は，設問案の作成が困難という意見を申し出てい
る。その理由は，客観指標（検査済証の交付率）で把握できる分，市民生活実感の問い方が難しいとのことで
ある。)

推進施策４　　環境に配慮され，だれもが使いやすい建築物の誘導
推進施策５　　公共建築物の先導的整備

Q108 バリアフリー化された建物が増えている。

推進施策２　　既存建築物の安全性の向上

Q109
地震や火災に強い建物が増えている。（所管局は，設問案の作成が困難という意見を申し出ている。その理由
は，客観指標（定期安全点検件数）で把握できる分，市民生活実感の問い方が難しいとのことである。）

　③　地震，火災，事故による被害が減少している

建築物の避難や防火等の安全性に関する法律違反
や既存不適格の改善が進み，既存建築物における事
故の予防及び安全の確保が図られ，地震，火災，事
故による被害が減少している。

＜　推　進　施　策　＞

　①　すべての新築建築物について検査済証が取得されている

新築建築物については，すべて完了検査が行われ，
検査済証が取得されることにより安全性と適法性が確
保されている。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞

　②　建築物が安全かつ快適に活用されている

新築建築物については，耐震化，省エネルギー化，
長寿命化，バリアフリー化がさらに図られ，既存建築物
についても，日常的な維持管理，定期的な点検調査，
計画的な改修・修繕が行われることにより，安全かつ
快適な状態で有効に活用されている。
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推進施策３　　細街路対策による災害に強いまちづくり

Q110 身近な地域にある細い道は，地震や火災などの災害時に被害が大きくならないように改善されている。

袋路等の細街路の整備改善，細街路に面する建築物
の耐震性能・防火性能の向上，地域コミュニティを生
かした防災力の強化により，災害に強いまちづくりが
進展している。

　④　災害に強いまちづくりが進展している
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政策分野２４　　住宅

推進施策１　　京都らしいすまい方の継承
推進施策２　　住宅ストックの良質化のための適正な維持管理や更新の支援

Q111 長く大切に使える住宅が増えている。

推進施策４　　住宅・住環境の安全性の向上

Q112 地域の行事や自治会活動に，以前から住んでいる人も，新しく転入してきた人も分け隔てなく参加している。

旧
1121

今住んでいる住宅や周りの環境には満足している。

推進施策３　　既存住宅の流通活性化のための条件整備

Q113 身近な地域で，空き家が減ってきている。

＜　推　進　施　策　＞

　①　良質な住宅が住み継がれている

＜みんなでめざす１０年後の姿＞

　②　地域コミュニティの活性化が進んでいる

京町家の保全・活用が進み，また，京都のくらし方を
引き継ぎ，環境や景観に配慮された高耐久な住宅や
地域産材を活用した住宅が普及し，良質な住宅が住
み継がれている。

　③　既存住宅の流通が活性化している

高経年のマンションも含め，バリアフリー化や耐震化等
の適切な維持管理やリフォームが行われた住宅や良
好な地域コミュニティが確保されている住環境などが
正当に評価され，安心して取得できるしくみが構築さ
れることにより，既存住宅の流通が活性化し，人口動
向に合わせた持続可能なしくみが構築されている。

新たに建設された共同住宅や戸建て住宅の居住者と
既存住宅の居住者が調和する取組が進み，地域コ
ミュニティの活性化が進んでいる。
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推進施策５　　重層的な住宅セーフティネット（安全網）の構築
推進施策６　　中・大規模の市営住宅団地のマネジメント

Q114 低所得者や高齢者など暮らしやすい市営住宅や民間賃貸住宅が十分に確保されている。
住宅確保要配慮者が民間賃貸住宅にも円滑に入居
できるようになり，市営住宅を中核とする重層的な住宅
セーフティネット（安全網）が構築され，だれもが安心し
てくらせるようになっている。

　④　重層的な住宅セーフティネット（安全網）が構築されている
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政策分野２５　　道と緑

推進施策１　　幹線道路ネットワークの充実

Q115 緊急時も含めて安全・円滑に移動できる道路網が整備されている。

旧
2322

鉄道網や道路網が発達しているので，近隣の都市へ出かけるのに便利だ。

旧
2323

京都は交通網が充実しているので，外国や国内各地との行き来がしやすいまちだ。

推進施策２　　健やかな生活が実感できる緑化の推進

Q116 京都のまちは，緑が豊かで快適である。

推進施策３　　都市活動を支える社会資本の維持管理

Q117 市内の道路や橋は安全で快適に通行できる。

旧
2321

市内の道路は安全・快適である。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

事業効果の早期発現や総合的なコスト縮減の視点を
徹底的に重視しながら，「事業の選択と集中」に基づ
き，真に必要な路線の整備を計画的かつ効率的に進
めることにより，安心・安全で快適に移動ができ，また，
緊急時の傷病者の搬送等に不可欠な幹線道路ネット
ワークが形成されている。

安心・安全で機能的な都市活動を支える道路，橋りょ
う等の社会資本について，歴史的背景，価値及び現
状を把握しつつ更新時期を平準化する予防保全型の
管理手法を導入することにより，計画的に長寿命化及
びトータルコストの縮減が図られている。

　③　社会資本が良好に保たれている

　①　安心・安全な幹線道路ネットワークが形成されている

　②　きめ細かな緑のネットワークが形成されている

公園や道路の緑を市民，事業者，行政が連携し整
備，維持管理を進めることで，市街地周辺部の山々や
農地の緑と中心市街地の緑が，市内を貫流する河川
と幹線道路の街路樹による太い緑の軸で結ばれ，緑
のネットワークの骨格を形成し，小河川等の「線」と，岡
崎公園や梅小路公園など市街地に散らばる公園，社
寺等の「点」とできめ細かな緑のネットワークが形成さ
れている。
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推進施策４　　まちのにぎわいと潤いを創出する市街地環境の整備

Q118 道路や公園などが一体的に整備され，魅力ある都市空間が増えてきている。

土地区画整理事業などの面的な手法を用いた社会資
本整備を進めることで，安心・安全で快適な道路や公
園整備など，にぎわいを創出する魅力ある都市空間が
形成されている。

　④　魅力ある都市空間の形成が進んでいる
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政策分野２６　　消防・防災

推進施策１　　火災を未然に防止して市民のいのちとくらしと財産を守る予防消防の推進

Q119 人々の防火意識が高まり，身近なところで出火防止の取組が進んできている。

Q120 京都には文化財を守る意識が根付いており，文化財を火災などの災害から守る取組が進んでいる。

推進施策２　　　あらゆる災害による被害を最小限に抑える消防活動体制の充実強化

Q121 消防は，火災や事故などが発生した場合に適切に対応し，いざというときに頼りになる。

推進施策３　　市民への応急手当の普及啓発と救急体制の充実による救命効果の向上

Q122 応急手当の知識や技術を備えた人が増えてきている。

世界に誇る京都の文化財を守るため，文化財関係者
や行政機関，市民が一体となった，地域に根差した防
火・防災対策がさらに進められている。

指令管制システムやデジタル無線等の災害活動基盤
整備による効率的な消防部隊の運用，先進的な消防
装備・資器材の導入，さらには消防ヘリコプター運航
体制の充実等が行われ，市民生活の安心・安全を確
保するための消防活動体制が構築されている。

多くの市民がAED（自動体外式除細動器）の取扱いや
応急手当の講習を受講し，バイスタンダー（救急現場
に居合わせたひと）による応急手当の実施率が向上し
ている。また，救急救命士の処置範囲の拡大や傷病
者の医療機関への早期収容等により，救急活動体制
が強化され救命効果の向上が図られている。

＜　推　進　施　策　＞＜みんなでめざす１０年後の姿＞

　④　応急手当の普及啓発や救急活動体制の強化により，救命効果が上がっている

　③　最新の機材の導入等により，消防活動がより強固なものになっている

　①　火災件数，火災による死者の数が減少している

　②　貴重な文化財を守るための防火・防災対策がさらに進められている

地域の特性を踏まえたきめ細かな火災予防対策や建
築物の多様化にも対応した事業所の防火管理体制の
充実強化により，火災件数は低く抑えられるとともに火
災による死者の低減が図られている。

47



推進施策４　　地域の災害対応力の向上をはじめとする防災危機管理体制の充実

Q123
人々の防災意識が向上するとともに，地域コミュニティの活動が活発になるなど，地域の災害対応力が高まっ
てきている。

旧
1321

建物の耐震対策や防火水槽の設置などにより，まち全体の防災機能は高くなってきている。

旧
1322

防災情報，防災訓練などによって，災害から身を守る知識が備わってきた。

旧
1323

地域の自主防災組織があるので，災害から身を守るために，住民同士協力しあえるようになってきている。

最新のICT（情報通信技術）を活用した災害情報の収
集，集約及び伝達体制が構築されるとともに，強固な
地域コミュニティにより，高齢者等支援が必要なひとに
災害情報が確実に届く社会が形成されている。また，
消防署，消防団，自主防災組織，事業所自衛消防隊
等の対応力が一層強化され，相互の連携体制が確立
し，大規模災害発生時の被害が最小限に抑えられると
ともに，速やかな災害復旧，復興が図られている。

　⑤　地域の災害対応力が向上し，大規模災害発生時の被害が最小限に抑えられている
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政策分野２７　　くらしの水

推進施策１　　安全・安心な水道・下水道の構築

Q124 京都の上下水道は，安全で安心していつでも利用できる。

Q125 大雨が降っても，身近な地域で浸水の被害は起こらない。

推進施策２　　環境負荷の少ない水道・下水道の構築 

Q126 京都の河川は，水がきれいである。

推進施策３　　水道・下水道の機能維持・向上

推進施策４　　市民ニーズに対応した上下水道サービスの推進

Q127 京都の上下水道は，サービスが充実してきており，便利に使うことができる。

Q128 京都の水道水は，おいしくなってきた。

計画的かつ効率的な改築更新や必要な整備・維持管
理を適切に実施することにより災害にも強く，環境への
負荷の少ない，安心して使い続けられる水道・下水
道，安全で親しまれる河川となっている。

Q126
Q124
再掲

京都の上下水道は，安全で安心していつでも利用できる。

　①　安全・安心で環境負荷の少ない水道・下水道，安全で親しまれる河川となっている

計画的かつ効率的な改築更新や必要な整備・維持管
理を適切に実施することにより災害にも強く，環境への
負荷の少ない，安心して使い続けられる水道・下水
道，安全で親しまれる河川となっている。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

水道・下水道の水質のさらなる向上，より満足いただけ
る料金制度の構築，広報・広聴の一層の推進など，上
下水道サービスの向上が図られている。

　②　上下水道サービスの向上が図られている（再掲）

　①　安全・安心で環境負荷の少ない水道・下水道，安全で親しまれる河川となっている

　①　安全・安心で環境負荷の少ない水道・下水道，安全で親しまれる河川となっている（再掲）

計画的かつ効率的な改築更新や必要な整備・維持管
理を適切に実施することにより災害にも強く，環境への
負荷の少ない，安心して使い続けられる水道・下水
道，安全で親しまれる河川となっている。
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推進施策５　　上下水道事業の経営基盤の強化・安定

Q129 京都の上下水道は，事業の経営が安定しており，将来も安心して使い続けることができる。

推進施策６　　水辺環境の整備

Q130 京都の河川は水辺に親しめて快適だ。

Q131
Q125
再掲

大雨が降っても，身近な地域で浸水の被害は起こらない。

推進施策７　　水共生の取組の推進

Q132 水が大切に使われている。

節水型社会が進展し，水需要の減少・料金等収入の
減収が生じているが，水需要に応じた施設規模の適
正化や施設の再編成を進めるとともに，一層効率的な
事業運営に努めることにより，上下水道事業の財政基
盤の強化が図られ，安定した経営が行われている。

市民が主体となり水共生の取組が推進されることによ
り，琵琶湖・淀川水系における広域的な水循環につい
ての理解が深まり，水に関する市民意識が高いまちと
なっている。

　⑤　水に関する市民意識が高いまちとなっている

河川整備，雨水流出抑制等の取組により浸水被害の
発生を大きく低減させるとともに，身近な水辺環境の
創出で，潤い豊かな都市景観を備えたまちとなってい
る。

　④　浸水被害の発生が大きく低減し，潤い豊かな都市景観を備えたまちとなっている

　③　上下水道事業の財政基盤の強化が図られ，安定した経営が行われている
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政策分野２７　　くらしの水

推進施策１　　安全・安心な水道・下水道の構築

Q124 京都の上下水道は，安全で安心していつでも利用できる。

Q125 大雨が降っても，身近な地域で浸水の被害は起こらない。

推進施策２　　環境負荷の少ない水道・下水道の構築 

Q126 京都の河川は，水がきれいである。

推進施策３　　水道・下水道の機能維持・向上

推進施策４　　市民ニーズに対応した上下水道サービスの推進

Q128 京都の上下水道は，サービスが充実してきており，便利に使うことができる。

Q129 京都の水道水は，おいしくなってきた。

＜みんなでめざす１０年後の姿＞ ＜　推　進　施　策　＞

水道・下水道の水質のさらなる向上，より満足いただけ
る料金制度の構築，広報・広聴の一層の推進など，上
下水道サービスの向上が図られている。

　②　上下水道サービスの向上が図られている（再掲）

　①　安全・安心で環境負荷の少ない水道・下水道，安全で親しまれる河川となっている

　①　安全・安心で環境負荷の少ない水道・下水道，安全で親しまれる河川となっている（再掲）

計画的かつ効率的な改築更新や必要な整備・維持管
理を適切に実施することにより災害にも強く，環境への
負荷の少ない，安心して使い続けられる水道・下水
道，安全で親しまれる河川となっている。

計画的かつ効率的な改築更新や必要な整備・維持管
理を適切に実施することにより災害にも強く，環境への
負荷の少ない，安心して使い続けられる水道・下水
道，安全で親しまれる河川となっている。

Q127
Q124
再掲

京都の上下水道は，安全で安心していつでも利用できる。

　①　安全・安心で環境負荷の少ない水道・下水道，安全で親しまれる河川となっている

計画的かつ効率的な改築更新や必要な整備・維持管
理を適切に実施することにより災害にも強く，環境への
負荷の少ない，安心して使い続けられる水道・下水
道，安全で親しまれる河川となっている。
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推進施策５　　上下水道事業の経営基盤の強化・安定

Q130 京都の上下水道は，事業の経営が安定しており，将来も安心して使い続けることができる。

推進施策６　　水辺環境の整備

Q131 京都の河川は水辺に親しめて快適だ。

Q132
Q125
再掲

大雨が降っても，身近な地域で浸水の被害は起こらない。

推進施策７　　水共生の取組の推進

Q133 水が大切に使われている。

　④　浸水被害の発生が大きく低減し，潤い豊かな都市景観を備えたまちとなっている

　③　上下水道事業の財政基盤の強化が図られ，安定した経営が行われている

節水型社会が進展し，水需要の減少・料金等収入の
減収が生じているが，水需要に応じた施設規模の適
正化や施設の再編成を進めるとともに，一層効率的な
事業運営に努めることにより，上下水道事業の財政基
盤の強化が図られ，安定した経営が行われている。

市民が主体となり水共生の取組が推進されることによ
り，琵琶湖・淀川水系における広域的な水循環につい
ての理解が深まり，水に関する市民意識が高いまちと
なっている。

　⑤　水に関する市民意識が高いまちとなっている

河川整備，雨水流出抑制等の取組により浸水被害の
発生を大きく低減させるとともに，身近な水辺環境の
創出で，潤い豊かな都市景観を備えたまちとなってい
る。
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京都市市民生活実感調査にご協力ください 

 
 

平素から京都市政にご理解とご協力を賜り，厚く御礼申し上げます。  
 
このアンケート調査は，京都市が取組を進めている様々な分野について，

市民の皆様が「どのような実感をお持ちなのか」，また「何を重要と感じて

おられるのか」について調査することを目的としています。  
皆様からいただいた回答を集計，分析し，その結果を市の政策評価（※）

や市の仕事を効果的に進めるための重要な情報として活用していきたいと

考えております。  
 
 なお，このアンケート調査は，市民の皆様の感じ方から政策，施策を評価

し，今後の市政運営に役立てるために，市内にお住まいの方から無作為に選

んだ２０歳以上の３，０００人の方々に記入をお願いするものです。  
 今回お答えいただきました内容は，統計的に処理いたしますので，ご迷惑

をおかけすることは一切ございません。  
 何かとご多忙のこととは存じますが，本調査の趣旨をご理解のうえ，アン

ケート調査にご協力いただきますようお願いいたします。  
 
 平成２３年５月  
 

 京都市長  
 

※ 政策評価＝政策の目的がどの程度達成されているかを評価し，市民の皆様にお示し

するとともに，次の政策，施策の展開に役立てる仕組み  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

この調査に関するお問い合わせは，下記までお願いいたします。 

 

〒６０４－８５７１ 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町４８８番地  
京都市総合企画局政策企画室 「京都市市民生活実感調査担当」  
電話 ０７５－２２２－３０３５  ＦＡＸ ０７５－２１２―２９０２  
ホームページ http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/〇〇〇〇〇〇〇 .html 
（アンケート調査票は設問数が多いため，２つに分けて実施しています。すべて

の設問は上記ホームページからご覧いただくことができます。）  

ご記入いただきましたら，お手数ですが，同封の返信用封筒（切手不要）に

入れて５月 日（ ）までに投函をお願いいたします。  

記入方法，記入例は裏面をご覧ください。  

参考資料２－１ 



 
 
 
 
○ アンケート調査をお願いしたご本人（封筒の宛先となっている方）がお答えください。 
○ 直接調査票に記入してください。 
○ アンケート調査票，返信用封筒には，お名前や住所を記入していただく必要はございません。 
○ アンケートは「生活実感」，「政策重要度」，「市政関心度」，「自由記述」に分かれています。 

◇ 「生活実感」（１ページから５ページ） 
 ・ 質問ごとに，あなたの実感やイメージに基づき，５つの選択肢の中から１つ選んで○を付けてくだ

さい。 
 ・ 質問の内容が分からない場合は，空欄のままにしてください。 

◇ 「政策重要度」（６ページ） 
   重要と思われる政策について，５つまで選んで○を付けてください。 

◇ 「市政関心度」（７ページ） 
   市政の関心度について，１つ選んで○を付けてください。 

◇ 「自由記述」（７ページ） 
   市に望むこと，アンケートに関することについて，ご意見・ご提案がございましたらご記入ください。 
 
 
 
 
  

生活実感 
 
 

選 択 肢 

質       問 
そう思う

どちらか

というと

そう思う

どちら

とも 

言えない

どちらか

というと

そう 

思わない

そう 

思わない

Ｑ１． 京都の子どもたちは，自然環境をかけがえのないもの

と実感している。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２． 省エネや省資源に取り組む会社や個人，公共交通機関

を利用する人が増えている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３． 京都では，環境にやさしい行動を当たり前のこととし

て実践する人や事業者が増えている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

環
境 

Ｑ４． ごみを分別して出せる拠点が身近にあり，ごみのリサ

イクルが進んでいる。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

 

実感やイメージでお答

えください。 

分からない場合は何も印をし

ていただかなくて結構です。

記入例 

記入方法 参考資料２－２ 



 1

 

生活実感 

 

選 択 肢 

質       問 
そう思う

どちらか

というと

そう思う

どちら

とも 

言えない

どちらか

というと

そう 

思わない

そう 

思わない

Ｑ１． 京都の子どもたちは，自然環境をかけがえのないもの

と実感している。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２． 省エネや省資源に取り組む会社や個人，公共交通機関

を利用する人が増えている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３． 京都では，環境にやさしい行動を当たり前のこととし

て実践する人や事業者が増えている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

環
境 

Ｑ４． ごみを分別して出せる拠点が身近にあり，ごみのリサ

イクルが進んでいる。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５． いきいきと活動して自分の能力を発揮する場所や自分

に合った働き方を見つける機会が，さまざまなひとに

開かれている。 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
男
女
共
同
参
画 

人
権
・ 

Ｑ６． 女性が暴力や性的いやがらせなどから守られてくらせ

る社会になってきている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ７． 青少年が自分の生き方や将来像を思い描けている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 青
少
年
の
成
長
と
参
加 

Ｑ８． 青少年がニート※，不登校などの課題に直面したとき

に信頼して相談できるところがあり，支援が図られて

いる。 

※仕事も家事も通学もしていない１５歳から概ね３４歳

までのひと 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ９． 地域の一員として安心してくらせるまちができている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１０．地域のひとびとが環境や子育て，青少年の育成など，

自分たちの地域の課題に自分たちで取り組んでいる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

市
民
生
活
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

Ｑ１１．町内会・自治会などの地域の組織の主体的な活動と，

それに対する行政の支援との調和が進んでいる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

安
全

生
活

Ｑ１２．悪質商法などによる消費者被害を防止し，被害を救済

する仕組みが整備されている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１３．京都では，文化芸術にかかわる活動が盛んである。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

文
化 Ｑ１４．文化・芸術活動によって，京都のまち全体が活気づい

ている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

―
ツ

ス
ポＱ１５．京都では，気軽にスポーツをする環境が整っている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

京都市市民生活実感調査 調査票 （Ａ票案） 
参考資料２－３ 
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選 択 肢 

質       問 
そう思う

どちらか

というと

そう思う

どちら

とも 

言えない

どちらか

というと

そう 

思わない

そう 

思わない

―
ツ 

ス
ポ 

Ｑ１６．スポーツや運動会などのリクリエーション活動を，スタ

ッフやボランティアとして支えるひとが増えている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１７．京都では価値を高めるために工夫したものづくりが行

われている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１８．京都の商業は盛んで，楽しく買い物ができる。  ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

産
業
・
商
業 

Ｑ１９．まちづくりや環境問題などの社会的課題の解決に取り

組むビジネスが生まれている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２０．文化や自然など京都のほんものとじっくりとふれあ

う，質の高い観光が定着している。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２１．京都は観光客を温かくもてなすまちである。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
観
光 

Ｑ２２．京都は国際会議などが盛んに開かれる都市である。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

農
林
業 

Ｑ２３．京都の農林業が，環境に負荷をかけない栽培の取組や

森林の整備を通して，地域社会に役立っている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２４．京都は，「大学のまち」として学びの環境が充実し,多

様な伝統文化芸術等に触れる機会に恵まれている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２５．京都の大学は，世界に貢献する高い研究成果を上げて

いる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

大
学 

Ｑ２６．大学の人材や研究成果は，産業の活性化と雇用の創出

に役立ち，地域の発展にもつながっている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２７．京都は，文化資産の継承，環境にやさしい取組などを

通して，平和都市として国際社会に貢献している。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

国
際
化 Ｑ２８．京都では市民，民間レベルでの様々な国際交流が盛ん

である。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２９．京都では，子どものいのちと人権が大切にされている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 子
育
て
支
援 

Ｑ３０．働き方の見直しや男性の育児参加など，仕事と子育て

の両立に取り組むひとや企業が増えている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３１．障害への理解が進み，障害のあるひともないひとも，認

め合い，支え合ってくらせるまちになってきている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 障

害
者
福
祉 

Ｑ３２．働く場で，障害のあるひとの姿を多く見かけるように

なってきている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

地
域

福
祉

Ｑ３３．社会的に弱い立場にある高齢者や障害のあるひとが，

地域ぐるみで見守られている。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
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選 択 肢 

質       問 
そう思う

どちらか

というと

そう思う

どちら

とも 

言えない

どちらか

というと

そう 

思わない

そう 

思わない

Ｑ３４．地域において福祉にかかわる民生委員などのボランテ

ィアのひとびとが活発に活動している。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 地

域
福
祉 

Ｑ３５．地域のつながりが福祉活動や防犯・防災の取組に役立

っている。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３６．高齢者の知恵や経験，技能が社会に生かされている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 高
齢
者
福
祉 

Ｑ３７．介護サービスや住環境整備などの充実により，高齢者

が住み慣れた地域でそのひとらしいくらしを送れて

いる。 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３８．正しい情報を基に，健康づくりに取り組む人が増えて

いる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３９．安心して食べられる食品が手に入るなど，衛生的な生

活環境が整っている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

保
健
衛
生
・
医
療 Ｑ４０．感染症や食中毒等の健康危機に対し，安全と安心が確

保されている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４１．安全快適な学校施設や最新の設備など，充実した教育

環境が整備されている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 学

校
教
育 

Ｑ４２．子どもたちが参加できる，さまざまな学びやスポーツ，

体験活動の機会がある。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４３．大学や博物館，神社仏閣，伝統産業から先端企業，Ｎ

ＰＯなどが提供する学習機会が豊富にある。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 生

涯
学
習 

Ｑ４４．地域での取組において，幅広い世代がともに学べる機

会が充実している。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４５．京都では，過度な自動車利用を控え，歩くことを中心

としたライフスタイル（くらし方，生き方）が大切に

されている。 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４６．歩いてこそ魅力を満喫できるまちとなっている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

歩
く
ま
ち 

Ｑ４７．地下鉄，市バスは，市民生活に役立っている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４８．買物などの日常生活には，徒歩や自転車，公共交通が

便利である。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４９．京都の南部地域が発展してきている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

都
市
機
能
配
置 

土
地
利
用
と 

Ｑ５０．身近な地域で，自主的なまちづくり活動が進んでいる。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
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選 択 肢 

質       問 
そう思う

どちらか

というと

そう思う

どちら

とも 

言えない

どちらか

というと

そう 

思わない

そう 

思わない

Ｑ５１．身近な地域の町並みや風景に誇りや愛着が感じられる。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

景
観 

Ｑ５２．大通りや歴史的地区から電柱が取り除かれ，美しい公

共空間が増えてきている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５３．建物を新築するときは，安全性が重視されている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
建
築
物 

Ｑ５４．地震や火災に強い建物が増えている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５５．長く大切に使える住宅が増えている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

住
宅 

Ｑ５６．身近な地域で，空き家が減ってきている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５７．緊急時も含めて安全・円滑に移動できる道路網が整備

されている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

道
と
緑 

Ｑ５８．市内の道路や橋は安全で快適に通行できる。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５９．人々の防火意識が高まり，身近なところで出火防止の

取組が進んできている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ６０．消防は，火災や事故などが発生した場合に適切に対応

し，いざというときに頼りになる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

消
防
・
防
災 Ｑ６１．人々の防災意識が向上するとともに，地域コミュニテ

ィの活動が活発になるなど，地域の災害対応力が高ま

ってきている。 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ６２．大雨が降っても，身近な地域で浸水の被害は起こらない。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ６３．京都の上下水道は，サービスが充実してきており，便

利に使うことができる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ６４．京都の上下水道は，事業の経営が安定しており，将来

も安心して使い続けられる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

く
ら
し
と
水 

Ｑ６５．水が大切に使われている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
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政策重要度 

 

京都市では，次のような各分野の政策に取り組んでいます。 

この中で，あなたにとって今，特に大切と思われる分野について，５つまで選んで「○欄」に○を付

けてください。 

分野・政策名 ○欄 分野・政策名 ○欄

1 環境 
  [自然環境を気遣う「環境にやさしいまち」 

をめざす]  

15 地域福祉 
  [自治・協働により自立を実現し，地域の福祉

力をつむぎ，高める]  

2 人権・男女共同参画 
  [ひとりひとりが尊重される社会をめざす] 

 

16 高齢者福祉 
  [「健康長寿のまち・京都」をみんなでつくる]

 

3 青少年の成長と参加 
  [若き市民とともに未来の京都を築く] 

 

17 保健衛生・医療 
  [いきいきと健やかな「笑顔・健康都市」京都

を実現する]  

4 市民生活とコミュニティ 
  [住民同士がつながり，おもいやり，地域のみ

んなで築くくらしやすいまちをめざす]  

18 学校教育 
  [市民ぐるみで子どもたちに「生きる力」を育

むまちをつくる]  

5 市民生活の安全 
  [地域が支え合う，だれもが安心してくらせる

まちをめざす]  

19 生涯学習 
  [まち全体をまなびやに 大人も子どもも学 

び育つまちをつくる]  

6 文化 
  [世界的な文化芸術都市として創生すること 

  をめざす]  

20 歩くまち 
  [ひとと公共交通優先の「歩くまち・京都」の

実現を図る]  

7 スポーツ 
  [スポーツやレクリエーションに親しむ機会 

に恵まれたまちをめざす]  

21 土地利用 
  [地域ごとに魅力があり，持続的な都市活動を

支えるエコ・コンパクトな都市をつくる]  

8 産業・商業 
  [新たな価値をつくる都市をめざす] 

 

22 景観 
[1200 年の歴史・文化を実感でき，世界の 

ひとびとを魅了し続けるまちとなる]  

9 観光 
  [いよいよ旅の本質へ 世界が共感する観光 

都市をめざす]  

23 建築物 
  [建築物の安全の確保と質の向上で，ひとにや

さしく，安心なまちをつくる]  

10 農林業 
  [ひとと生命と環境を育む京の農林業をめざ

す]  

24 住宅 
  [ひとがつながる 未来につなぐ 京都らし

いすまい・まちづくりを継承・発展させる]  

11 大学 
  [大学の集積が都市の活力を支え高めるまち 

をめざす]  

25 道と緑 
  [風土や歴史と調和した道と緑を創造する] 

 

12 国際化 
  [住むひとにも，訪れるひとにも魅力的な国際

都市を目指す]  

26 消防・防災 
  [災害に強く安心して住み続けられる「安心都

市・京都をめざす」]  

13 子育て支援 
  [市民ぐるみ・地域ぐるみで子どもを共に育む

まちづくりを進める]  

27 くらしの水 
  [ひと まち くらしを支える京の水をあす

へつなぐ]  

14 障害者福祉 
  [障害のあるひともないひとも，すべてのひと

が違いを認め合い，支え合うまちづくりを推

進する]  

 

※ [  ]は，京都市基本計画の各政策分野でめざす方向性を示すキャッチフレーズです。 
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市政関心度 

  あなたは京都市政に関心がありますか。次の中から１つ選び○を付けてください。 

１．関心がある       ２．少しは関心がある      ３．あまり関心がない 

４．まったく関心がない   ５．わからない 

 

自由記述 

  市に望むこと，このアンケートに関すること，その他何でも結構です。ご意見，ご提案がございま

したら，ご記入ください。 

  （特に，アンケートで無回答，「そう思わない」又は「どちらとも言えない」とのご回答があった

場合，その理由をお聞かせいただければ幸いです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 最後に，あなたご自身のことについてお尋ねします。次の①～⑤の各項目について，該当する番号を

１つ選び○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートはこれで終了です。ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れて５月 日（ ）までに投函をお願いいたします。 

① 性 別  

 １．男   ２．女 

② 年 齢  

１．20 歳代   ２．30 歳代   ３．40 歳代   ４．50 歳代 

５．60 歳代   ６．70 歳代   ７．８０歳以上 

③ 職 業  

１．自営業・自由業  ２．会社員・公務員等給与所得者  ３．主婦・主夫   

４．学生       ５．無職             ６．その他（         ） 

④ 居住区  

１．北区   ２．上京区  ３．左京区   ４．中京区   ５．東山区  ６．山科区   

７．下京区  ８．南区   ９．右京区   １０．西京区  １１．伏見区 

⑤ 京都市での居住年数  

１．５年未満    ２．５～１１年未満    ３．１１～３１年未満    ４．３１年以上 
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生活実感 

 

選 択 肢 

質       問 
そう思う

どちらか

というと

そう思う

どちら

とも 

言えない

どちらか

というと

そう 

思わない

そう 

思わない

Ｑ１． 「きれいな空気，清らかな川，静かなまち」など，よ

い環境が保たれている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２． 太陽光発電や使用済み天ぷら油の燃料化など，環境に

やさしい技術やエネルギーの活用が進んでいる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

環
境 

Ｑ３． マイバッグやリサイクル製品など，ごみを減らすくら

しと事業活動が広がっている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４． くらしの中で「人権」を大切にする意識や，尊重し合

う習慣が根付き，人権尊重に向けた自主的な取組が見

られるようになった。  

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
男
女
共
同
参
画 

人
権
・ 

Ｑ５． 女性も男性も，仕事と生活（家庭や地域活動など）を

調和できる社会になってきている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ６． 青少年が社会体験を通して「生きる力」を伸ばせてい

る。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ７． 青少年が地域社会や市政にかかわり，その意見や活力

が社会に生かされている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

青
少
年
の
成
長
と
参
加 

Ｑ８． 青少年の成長を支援する社会環境と，青少年を受け入

れる居場所がある。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ９． 町内会・自治会など地域の組織の活動が盛んである。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

市
民
生
活
と 

Ｑ１０．多様なＮＰＯ※やボランティア組織と町内会・自治会

などの地域の組織が協力して活動している。 

※公益活動を行う市民活動団体の一種 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１１．犯罪や事故など万が一のことがあっても，お互いに助

け合えるまちである。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１２．事故や犯罪を防ぐための自治会などの取組により，安

心してくらせるまちである。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

生
活
安
全 

Ｑ１３．情報提供や啓発活動などにより，消費者被害に遭わな

いための知識が備わってきた。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１４．市民の生活に文化芸術がとけ込んでいる。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

文
化 Ｑ１５．文化財が社会全体で大切にされ，地域の活性化にもつ

ながっている。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

―
ツ

ス
ポ

Ｑ１６．京都では，プロスポーツやトップスポーツを直接みる機

会がある。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

京都市市民生活実感調査 調査票 （Ｂ票案） 
参考資料２－４ 



 2

選 択 肢 

質       問 
そう思う

どちらか

というと

そう思う

どちら

とも 

言えない

どちらか

というと

そう 

思わない

そう 

思わない

Ｑ１７．京都では，さまざまな企業や産業の活動が互いに刺激

し合って発展している。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１８．京都の特色を生かした産業活動が行われている。  ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１９．京都では産業界・大学・行政などが連携して，企業の

誘致や事業環境の整備を進めている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

産
業
・
商
業 

Ｑ２０．京都で流通している食べ物は安全で信用できる。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２１．京都は，観光客にとっても市民にとっても快適な観光

都市である。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

観
光 

Ｑ２２．京都はさまざまな方法で観光客をうまく呼んでいる。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２３．京都の農林業が魅力を増し，後継者や新たな担い手が

育っている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

農
林
業 Ｑ２４．市民農園や森林を守る運動，学校の体験学習などによ

って，京都の農林業が身近になってきている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２５．京都は，世界から留学生や研究者が集まり，国際社会

で活躍する人材が育っている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

大
学 Ｑ２６．学生は，京都において社会で活躍する力を養い，その

パワーで京都のまちを活性化している。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２７．京都には，世界から観光，留学，ビジネス等を目的とし

て訪れる人々を引き寄せる魅力と，受入環境がある。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

国
際
化 Ｑ２８．国籍，民族，文化等が違っても互いに理解し合い，共

にいきいきとくらせるまちになってきている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２９．子どもの見守り活動など，身近な地域で子どもとの交

流や子育て支援の取組が行われている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３０．必要なときに医療機関へ行ったり，健康相談を受けた

りできるなど，安心して子どもを生み，育てることが

できる。 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

子
育
て
支
援 

Ｑ３１．子どもたちが安心して過ごせる居場所や遊び場が身近

にある。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

福
祉 

障
害
者

Ｑ３２．障害のあるひとが自ら必要な福祉サービスを選択し，

利用することにより，住み慣れた地域でくらしやすく

なってきている。 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
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選 択 肢 

質       問 
そう思う

どちらか

というと

そう思う

どちら

とも 

言えない

どちらか

というと

そう 

思わない

そう 

思わない

障
害
者
福
祉 

Ｑ３３．バリアフリー※などの生活しやすい社会環境の整備が

進み，くらしやすいまちになっている。 

※高齢者や障害のあるひとが社会生活をしていくうえ

での障壁（バリア）を除去し，ハンディキャップなく

生活できるようにすること。 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

地
域

福
祉 

Ｑ３４．地域福祉活動などの地域のボランティア活動に参加し

やすい環境が整ってきている。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３５．高齢者が敬われ，心身ともに健康で充実したくらしを

送れている。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３６．高齢者を地域で見守り支えていくことにより，孤立す

ることなく安心して暮らしていける社会になってき

ている。 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

高
齢
者
福
祉 

Ｑ３７．高齢社会が進展する中，介護職が重要な仕事となって

いる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３８．利用しやすく頼れる医療や検診の機関がある。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

医
療 

保
険
衛
生
・ Ｑ３９．公共の場では禁煙が進んでいる。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４０．保護者や地域のひとびとが学校のさまざまな活動に参

画するなど，地域ぐるみの教育が進められている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４１．学校の先生は，小・中学校などの枠を超えて協力し合

い，保護者や地域のひとびととも連携して，子どもの

教育に取り組んでいる。  

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

学
校
教
育 

Ｑ４２．京都ならではの伝統文化や環境の教育が，社会を担え

る人材の育成に役立っている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４３．生涯にわたって自ら学習したことが，社会の役に立っ

ている。   
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 生

涯
学
習 

Ｑ４４．子どもを社会の宝として社会全体で育む意識と行動が

広がっている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４５．京都での移動には公共交通が便利である。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４６．まちなかや観光地において，自動車による渋滞が減っ

ている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

歩
く
ま
ち 

Ｑ４７．駐輪場の整備や自転車の利用マナーのルール化などによ

り，自転車と歩行者が共存できている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
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選 択 肢 

質       問 
そう思う

どちらか

というと

そう思う

どちら

とも 

言えない

どちらか

というと

そう 

思わない

そう 

思わない

Ｑ４８．田の字地域※や京都駅の周辺は，たくさんのひとが訪

れる地域である。 

   ※河原町通，烏丸通，堀川通，御池通，四条通，五条通

の幹線道路沿道地区 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
都
市
機
能
配
置 

土
地
利
用
と 

Ｑ４９．身近な地域に魅力が感じられる。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５０．京都の個性的な町並み景観が守られている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５１．京都の暮らしや文化を伝えている京町家が身近に感じ

られる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 景

観 

Ｑ５２．三山の山並みなどの自然風景は，美しく魅力がある。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５３．バリアフリー化※された建物が増えている。 

※Ｑ３３をご覧ください。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

建
築
物 Ｑ５４．身近な地域にある細い道は，地震や火災などの災害時

に被害が大きくならないように改善されている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５５．地域の行事や自治会活動に，以前から住んでいる人も，

新しく転入してきた人も分け隔てなく参加している。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

住
宅 Ｑ５６．低所得者や高齢者など暮らしやすい市営住宅や民間賃

貸住宅が十分に確保されている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５７．京都のまちは，緑が豊かで快適である。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
道
と
緑 Ｑ５８．道路や公園などが一体的に整備され，魅力ある都市空

間が増えてきている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５９．京都には文化財を守る意識が根付いており，文化財を

火災などの災害から守る取組が進んでいる。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 消

防
・
防
災 Ｑ６０．応急手当の知識や技術を備えた人が増えてきている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ６１．京都の上下水道は，安全で安心していつでも利用でき

る。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ６２．京都の河川は，水がきれいである。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ６３．京都の水道水は，おいしくなってきた。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

く
ら
し
と
水 

Ｑ６４．京都の河川は水辺に親しめて快適だ。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
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政策重要度 

 

京都市では，次のような各分野の政策に取り組んでいます。 

この中で，あなたにとって今，特に大切と思われる分野について，５つまで選んで「○欄」に○を付

けてください。 

分野・政策名 ○欄 分野・政策名 ○欄

1 環境 
  [自然環境を気遣う「環境にやさしいまち」 

をめざす]  

15 地域福祉 
  [自治・協働により自立を実現し，地域の福祉

力をつむぎ，高める]  

2 人権・男女共同参画 
  [ひとりひとりが尊重される社会をめざす] 

 

16 高齢者福祉 
  [「健康長寿のまち・京都」をみんなでつくる]

 

3 青少年の成長と参加 
  [若き市民とともに未来の京都を築く] 

 

17 保健衛生・医療 
  [いきいきと健やかな「笑顔・健康都市」京都

を実現する]  

4 市民生活とコミュニティ 
  [住民同士がつながり，おもいやり，地域のみ

んなで築くくらしやすいまちをめざす]  

18 学校教育 
  [市民ぐるみで子どもたちに「生きる力」を育

むまちをつくる]  

5 市民生活の安全 
  [地域が支え合う，だれもが安心してくらせる

まちをめざす]  

19 生涯学習 
  [まち全体をまなびやに 大人も子どもも学 

び育つまちをつくる]  

6 文化 
  [世界的な文化芸術都市として創生すること 

  をめざす]  

20 歩くまち 
  [ひとと公共交通優先の「歩くまち・京都」の

実現を図る]  

7 スポーツ 
  [スポーツやレクリエーションに親しむ機会 

に恵まれたまちをめざす]  

21 土地利用 
  [地域ごとに魅力があり，持続的な都市活動を

支えるエコ・コンパクトな都市をつくる]  

8 産業・商業 
  [新たな価値をつくる都市をめざす] 

 

22 景観 
[1200 年の歴史・文化を実感でき，世界の 

ひとびとを魅了し続けるまちとなる]  

9 観光 
  [いよいよ旅の本質へ 世界が共感する観光 

都市をめざす]  

23 建築物 
  [建築物の安全の確保と質の向上で，ひとにや

さしく，安心なまちをつくる]  

10 農林業 
  [ひとと生命と環境を育む京の農林業をめざ

す]  

24 住宅 
  [ひとがつながる 未来につなぐ 京都らし

いすまい・まちづくりを継承・発展させる]  

11 大学 
  [大学の集積が都市の活力を支え高めるまち 

をめざす]  

25 道と緑 
  [風土や歴史と調和した道と緑を創造する] 

 

12 国際化 
  [住むひとにも，訪れるひとにも魅力的な国際

都市を目指す]  

26 消防・防災 
  [災害に強く安心して住み続けられる「安心都

市・京都をめざす」]  

13 子育て支援 
  [市民ぐるみ・地域ぐるみで子どもを共に育む

まちづくりを進める]  

27 くらしの水 
  [ひと まち くらしを支える京の水をあす

へつなぐ]  

14 障害者福祉 
  [障害のあるひともないひとも，すべてのひと

が違いを認め合い，支え合うまちづくりを推

進する]  

 

※ [  ]は，京都市基本計画の各政策分野でめざす方向性を示すキャッチフレーズです。 
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市政関心度 

  あなたは京都市政に関心がありますか。次の中から１つ選び○を付けてください。 

１．関心がある       ２．少しは関心がある      ３．あまり関心がない 

４．まったく関心がない   ５．わからない 

 

自由記述 

  市に望むこと，このアンケートに関すること，その他何でも結構です。ご意見，ご提案がございま

したら，ご記入ください。 

  （特に，アンケートで無回答，「そう思わない」又は「どちらとも言えない」とのご回答があった

場合，その理由をお聞かせいただければ幸いです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 最後に，あなたご自身のことについてお尋ねします。次の①～⑤の各項目について，該当する番号を

１つ選び○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートはこれで終了です。ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れて５月 日（ ）までに投函をお願いいたします。 

① 性 別  

 １．男   ２．女 

② 年 齢  

１．20 歳代   ２．30 歳代   ３．40 歳代   ４．50 歳代 

５．60 歳代   ６．70 歳代   ７．８０歳以上 

③ 職 業  

１．自営業・自由業  ２．会社員・公務員等給与所得者  ３．主婦・主夫   

４．学生       ５．無職             ６．その他（         ） 

④ 居住区  

１．北区   ２．上京区  ３．左京区   ４．中京区   ５．東山区  ６．山科区   

７．下京区  ８．南区   ９．右京区   １０．西京区  １１．伏見区 

⑤ 京都市での居住年数  

１．５年未満    ２．５～１１年未満    ３．１１～３１年未満    ４．３１年以上 


